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理事長様のたくらみ









登場人物紹介










柏かしわ木ぎ廉れん太た郎ろう




　高校２年生。陽栄学園高校の生徒会長。素直で流されやすい性格をしている。







早はや瀬せ高たか雅まさ




　26歳。陽栄学園高校の理事長。会社の経営者でもある。とことんマイペースで身勝手。







山やま之の内うち篤あつ志し




　化学部部長で廉太郎が子どもの頃からの親友。理性的な性格（？）。







宇都宮うつのみや諒りょう




　陽栄学園高校の副会長。シニカルな性格。篤志とは仲が悪い。













「ねえ、廉れん太た郎ろう。時間は無限ではないし、人間もいつか歳としを取って死んでしまうんだよ」


　わが校の理事長・早はや瀬せ高たか雅まさは真ま面じ目めな顔で、オレ──柏かしわ木ぎ廉太郎の手を取りながら言った。


「だから、人はもっと愛し合わなくちゃいけない。判わかるね、廉太郎？」


　言ってること自体はすごく崇すう高こうだよ。ただ、それに行動がちゃんと伴ともなっていればね。


　早瀬の外見は長身でスマート。加えてかなり整った顔立ちをしている。二十六歳という若さで、大だい企き業ぎようの社長をやっていて、なおかつ、うちの学校の理事長なんだ。


　ここは学園の理事長室。


　はっきり言って理事長がここでどんな仕事をするのか、オレはまったく知らないけれども、少なくとも、この部へ屋やにある豪ごう華かなソファに座すわって、生徒を相手に口く説どいたりするのが仕事というわけではないだろう。


　オレはこの学園の高校二年生。そして、生徒会長だったりする。成績はまあそれなりに優ゆう秀しゆうだが、その他ほかはいたって普ふ通つうの生徒だ。理事長に特別に『親切』にされるいわれはない。


　でも、オレと理事長はちょっとばかり特とく殊しゆな関係にある。


　まず、オレには模型を作る趣しゆ味みがあって、この道もう十数年のベテランだ。一方、早瀬はまだ模型の趣味に足を突つっ込んだばかりの新米で、オレの言わば弟で子しなんだよ。


　そんな付き合いをしていたオレ達だったけど、あるとき、早瀬がこの学校の新理事長として現れたんだ。驚おどろいたのなんのって。


　ところが、そんな早瀬はオレをいきなりこの理事長室で手て籠ごめにしやがってさ。気がつくと、オレは早瀬に引きずられつつも、好きになっていて、今はもう恋こい人びとって言えるくらいの関係になってしまっていた。


「あ、変なトコ、触さわんなよっ」


　オレは腰こしを抱だこうとする早瀬の手をパシッと叩たたいた。


「何するんだ。廉太郎、最近、君は乱暴だよ」


「乱暴なことしたくないけど、学校でこういうのはダメだって言っただろう？」


　オレはこれまでに何度も言った言葉を繰くり返した。


　もう、いい加減、うんざりだよ。どうして早瀬はオレの言うことを理解しないんだろう。


　早瀬は若いけど、大会社の社長なんだし、小さい頃ころからそのための教育を受けていたんだ。頭は人並み以上にいいはずだよ。


　それなのに、どうしてか、早瀬はオレの言うことを誤解するんだ。自分の都合のいいように。


　オレは、早瀬はそういう人間なんだから仕方ないと思っていた。でも、あまりにいつもそうなので、これはひょっとしてわざとなんじゃないかって思ってしまうときがある。まあ、実際には、やっぱり早瀬に何か意図があるわけでも何でもないんだろうけどね。


　それでも、そういうふうに邪じや推すいしてしまうくらい、特に今の早瀬は聞き分けがなかった。


「廉太郎は私のことが嫌きらいなんだ？」


　オレがさっきから手を払はらいのけてるから、早瀬はすっかりいじけてしまった。


「だから、何でそういう結論に持ってくるかなあ。早瀬は極きよく端たんだよ」


「だって、私達は最近そんなに会えないじゃないか。私は仕事が忙いそがしいし、廉太郎は生徒会活動とか勉強とかで私の相手をしてくれないし……。たまにこうして会えたときくらい、二人でゆっくりしたいと思うのは、恋人同士なら当たり前だ。それなのに、こうして冷たくするってことは、やっぱり私のことが嫌いなんだろう？」


「あのなあ。早瀬……」


　オレは溜ため息いきをついた。さっきから、どうしてダメなのか何度も言ってるはずなのに、どうして人の話を聞かないんだろう。


「早瀬、ここはどこだか判ってる？」


「陽よう栄えい学園高校の理事長室だ」


　理事長様は胸を張って、答えた。


「ここでこんなことをしていいと思ってる？　ここは学校なんだよ」


　突とつ然ぜん、早瀬はニヤリと笑った。


「ああ、何だ。廉太郎はそういうエッチなことを考えていたんだね」


　どの口がそう言うんだ。自分だって考えてたくせに。


「私はただ廉太郎とくっついていたいだけだ。ほら、恋人同士で遊園地に行けば、腕うでなんか組むじゃないか。つまり、私がしたいのは、そういうことなんだよ」


　早瀬はそう言ったけど、オレにはちょっと信じられなかった。それに、仮に最初はそういう気持ちだったとしても、途と中ちゆうからエスカレートしていくことが考えられるし、エスカレートしたら、オレのほうが止まらなくなってしまう。


　そう。オレのほうが、早瀬よりずっとそういう刺し激げきに弱い。もちろん、それは感じやすいお年頃だからだ。


「とにかくダメだ。これ以上、何かするつもりなら、オレは教室に帰るからな」


　オレが断固として言うと、早瀬はふーっと困ったような溜息をついて、立ち上がった。


「判ったよ……。仕方ないね。このところ、ちょっと忙しかったし、久しぶりに廉太郎に会えて嬉うれしかった。また今度いつ会えるか判らないけど、それまで元気で」


　えっ。もう帰るのか。


　そんなに時間がないほど忙しいなら、もう少し優やさしくしてやればよかった。オレときたら、久しぶりなのに（といっても一週間ぶりくらいなんだけど）、ちょっと早瀬がくっついてきただけで、手を払ったりして。


　またずっと会えないなら、キスくらいしてもよかったのに。オレだって……本当は淋さびしいんだよ。それをずっと我が慢まんしてたんだから。


　オレは立ち上がって、早瀬にガバッと抱きついた。


「廉太郎……？」


「ごめん。オレだって……オレだって……」


　涙なみだを流すほどじゃないけど、オレの胸にはちょっぴり後こう悔かいが渦うず巻まき、早瀬に対して甘あま酸ずっぱい気持ちになっていた。


　早瀬はオレの背中を撫なでた。


「廉太郎も淋しいんだ？」


「うん……」


「よかった。私一人が淋しがってるなんて、そんなの、つまらないから」


　オレと早瀬は恋人同士なんだし、お互たがい同じように想おもい合ってなかったら嫌いやだよね。オレだって、自分ばっかり早瀬のことが好きで、久しぶりに早瀬に会えたのに、冷たくあしらわれたら悲しい。


　早瀬の手がオレの顎あごにかかる。


　オレは顔を上げて、早瀬と目を合わせた。


　ああ、やっぱりオレ、早瀬のことが好きだ……。


　魔ま法ほうにかかったように、オレはそのことしか考えられなくなる。だって、早瀬がオレのことを熱い視線で見つめていたから。


　唇くちびるが重なった。


　早瀬にキスされるのは嬉しい。ここが学校だというのは困るけど、早瀬はどうせすぐ帰るつもりらしいし……。だったら、ちょっとキスするくらいいいよね。


　軽く触ふれ合わせるだけのキスを何度も繰り返して、オレはすっかり満足…とまではいかないけど、このへんで何とか満足しようと思った。というか、これ以上はマズイと思うんだ。


　早瀬はすぐに帰ってしまうのに、身体からだが反応したらヤバイから。一度燃え上がった身体をなだめるのは一苦労なんだよ。


　オレは早瀬の胸をそっと押おした。離はなれてという合図だ。


　それなのに、早瀬は反対にオレをしっかりと抱きしめ、舌を絡からめるキスをしてきたんだ。


　だから、ヤバイんだって。


　早瀬の豹ひよう変へんに焦あせりながらも、オレは次し第だいにうっとりしてくる。早瀬の舌がオレの舌に、もうねっとりといやらしく絡んでくるんだ。そうすると、早瀬と今までしてきたエッチの数々が思い起こされて、どうにも身体がムズムズしてきてしまう。


　ダメだ……。


　オレが早瀬のことを嫌いだったら平気だけど、好きだからすぐにエッチモードに入っていくんだ。学校でこんなことしちゃいけないんだっていう理性はまだ頭の隅すみにある。だけど、それがだんだんと抜ぬけていってしまいそうだった。


　たかがキスなのに。


　でも、好きな人とのキスは特別だった。


　早瀬はもう帰る時間なんだろう？　一体どうする気だよ。オレをこんなに感じさせて、これで済むと思ってんのかっ？


　オレはもうムズムズくらいでは治まりきらなかった。キスが次第に激しくなってくるし、まるで発情したみたいに、身体も頭の中もカッと熱くなってきた。


　早瀬はどうなんだろう。オレがこういう状態になっているのに、早瀬だけが冷静だってことはないはずだし。


　オレは早瀬に腰を触れ合わせてみた。やっぱり早瀬のも硬かたくなってるよ。オレだけが熱くなってるんじゃないってことが判わかって、嬉しいんだけど……。でも、これから、どうなるわけ？


　オレも早瀬もこのままじゃ収まりがつかない。だけど、ここは学校なんだし、理事長室なんだ。それに、早瀬はこれから帰るんだろう？　こんな状態でどうするつもりなんだよ。


　しかし、早瀬はキスをやめようとはしなかった。とっくに身体が突っ走ってるのか、オレを抱だいたままソファへと転がる。


　おいおい……。


　早瀬はオレの制服のネクタイを手て探さぐりで解ほどいた。口はしっかり塞ふさがれてるから、文句も言えない。代わりに髪かみを引っ張ってやったけど、早瀬はシャツのボタンを外していく。


　ちょっと待てよっ。早瀬！


　このまま早瀬は突つっ走ぱしっていくみたいだ。どういうことだよと思いながら、オレは本格的に危機を感じて、早瀬の腕の中から逃のがれようとした。


「廉太郎……暴れないで」


　早瀬はやっと唇を離した。


「暴れないでって……早瀬が悪いんだろうっ？　何でこんなことするんだよっ。もう帰るって言ったじゃないか！」


「そんなこと言ったかな？」


　そう言われてみれば、帰るとは言ってなかったような気がする。


「でも、今度会えるときまで元気でって言われたら、もう帰るって思うじゃないか」


「そうかな。ともかく、私をその気にさせたのは廉太郎のほうだよ。私に抱きついてきて、今にも泣きそうな目をするから」


「誰だれが泣きそうな目をしたんだよっ」


　この男、全部を自分の都合のいいように解かい釈しやくしやがって。早瀬はいつもそうなんだ。それに、毎回引っかかってるオレが馬ば鹿かなんだろうな。きっと。


　ここでエッチなんかしちゃダメだって思うけど、結局、オレも早瀬もこのままじゃ止まらない。身体に火がついてるのに、それを抑えるのはつらすぎた。


　せめて、早瀬が本当に帰ってくれれば、何とか我慢するのに。こんな状態で、早瀬がすぐ傍そばにいるんだ。しかも、ネクタイを外されて、シャツのボタンも三つほど外されてる。


「廉太郎……。私は君のことが好きで好きでたまらないんだ」


　そう言いながら、早瀬の指がオレの開いたシャツの隙すき間まに入っていく。


「あっ」


　指がいやらしくオレの胸を触さわる。いや、胸を触られたからって、女の子じゃないんだし、オレもいちいち反応しなけりゃいいんだけどさ。


　でも、乳ち首くびを指先で優しく撫でられると、女じゃなくてもイイんだよ。こんなことで喘あえぎ声を出すのは、恥はずかしいけど、感じるものは仕方ない。


　早瀬はオレがそういう身体だっていうのを熟知していて、オレをオトすべく指でそこを撫でてるんだ。強い刺激じゃなくて、優しく優しく撫でられると、何だかここがどこだって、もう関係ないような気分になってきていた。


　マズイって、自分の頭の中で警報が鳴ってるんだけど。


　でも、早瀬とオレは十歳も年が違ちがうんだよ。しかも、早瀬は理事長、オレは生徒なんだ。この場合、どう考えても、責任を持って問題を回かい避ひさせるのは、早瀬の仕事だろう。


　どうなっても、オレは悪くない。いや、もし万が一のことを考えたら、早瀬が悪いと言われるから、オレはいろいろ気を遣つかっていたのにさ。


　早瀬はそんなことよりオレにエッチすることのほうを優先したかったんだ。


　それだけオレのことが好きなのか、それとも、一時の快楽に目が眩くらんでいるのか。おそらくその両方かな。何な故ぜかっていえば、今のオレも同じような気分だから判るんだ。


「ブレザーを脱ぬいで」


　早瀬に促うながされて、半ばヤケクソになって自分で脱いでしまった。早瀬はオレのシャツのボタンを全部外すと、いそいそと胸を露あらわにした。


「早瀬……」


「何だい？」


　早瀬の綺き麗れいな瞳ひとみがオレの顔を見つめる。頭の中にはいやらしいことがいっぱいになってるくせに、早瀬はとても悪気のない表情をしていた。


「もう……いいよ。いいけど、あんまりしつこくするなよ」


　結局、早瀬もオレも身体が止まらないから仕方ないよね。ていうか、もう、オレはどうしようもなかった。早瀬がここでする気になってる以上は。


「判った。ここは理事長室だしね」


　判ってるなら、もっと自重しろよと思ったけど、今いま更さらか。


　早瀬はオレのズボンと下着も取り去ってしまう。何が悲しくて、学校でこんなことをしなくちゃいけないんだろう。


　でも、早瀬のキスと愛あい撫ぶに陥かん落らくしたように、オレのそこは完全に勃たっていた。早瀬はそこに顔を近づける。


　思わず、ゴクンと喉のどを鳴らしちゃうよ。これからされることを想像しちゃって。


　早瀬はオレのそんな反応にクスッと笑って、それにキスをした。


　ビクンと大げさに震ふるえたけど、もちろん、オレはそれが嫌いやなんじゃない。すごく好きだ。手でされるより、ずっと気持ちいいし、そこまでするほどオレのことを好きなのかなって思うから。


　早瀬は口を開くと、先せん端たんを含ふくんだ。


「ああっ……」


　含まれただけじゃなくて、舌でも刺し激げきされてる。しつこくするなと言ったものの、それをされると、オレは早くも昇のぼりつめてしまいそうになる。


　いくら何でも早すぎるだろうと思う。オレだって、あっという間にイクよりは、もうちょっと気持ちいい状態を持続させたいじゃないか。


「は…早瀬……」


　もうちょっとゆっくり刺激をしてくれるように頼たのもうかと思ったけど、何を勘かん違ちがいしたのか、早瀬はもっと激しくオレを刺激してくるんだ。


「あっ…あっ……」


　はっきり言って、何度も早瀬とは身体からだを重ねてるんだ。初めてされるわけでもないのに、これくらいでイクなんて恥ずかしいじゃないか。


　でも……そういえば、早瀬はオレが早くイクと嬉うれしそうにしていたなあと思い出す。早瀬にしてみれば、オレが感じやすいのがたまらなく面おも白しろくて楽しいらしい。『可愛かわいい』という言葉を使われるから、馬鹿にしてるわけでもないと思うけど。


　だけど、オレはもうちょっと楽しみたいよ。ここは学校だから、ほんのちょっとでいいんだ。


　オレがあまりに強い快感に身体をくねらせていると、早瀬が一いつ旦たん口を離はなした。


「廉太郎、もう少し声を抑おさえてくれないと」


　早瀬に指し摘てきされて、オレは真っ赤になりながら自分の口を押おさえた。


　そう。最初にここが理事長室なんだからと気をつけていたのはオレのほうなのに、早瀬に刺激されてるうちに、声を抑えるのを忘れるくらい、この行こう為いに浸ひたっていたんだ。


「そう。ちゃんと口を押えておいて」


　早瀬はニコッと笑顔をオレに見せると、再び口にオレを含んだ。さっきより唇くちびるをすぼめて、キュッと吸い上げるような感じで刺激され、唇や舌だけじゃなく、口全体で早瀬はオレを気持ちよくさせていく。


「んっ…ん……んっ」


　口を押えていても、どうしてもある程度は声が洩もれる。


　身体がガクガクと震えてきて、限界が近いことを示している。


　早瀬は顔も上げずに、ただその行為に没ぼつ頭とうしていた。そして、オレの両足の狭間はざまに手を触ふれてくる。


　指先がその部分を撫なでる。最初は軽く、そして、だんだん力を入れていって……。


「んんっ…ふっ……んっ」


　オレの中に早瀬の指が入ってくるよ。それだけで何だか気持ちが盛り上がってしまって、オレは早瀬の口の中に放った。


　それでも、早瀬は指の動きを止めなかった。イッてしまったのに、指がそこに出し入れされて、また気持ちよくなっていくんだ。


　何が何だか判わからない。


　オレ、どこまで感じればいいんだろう。


　早瀬は口を離して、ついでにペロリともう一回そこを舐なめた。


「あっ……」


「ほら、口を押えないと」


「はぁ……ん……っ」


　オレは足を大きく広げられていた。こんなソファの上だから、足がはみ出すような格好で。


　恥ずかしい。でも、感じる。半分ワケが判らなくなりながら、オレは早瀬に何をされてもいいような気持ちになっていた。


　早瀬がいろんなことをしやすいように、腰こしを浮うかして、そこを広げて見せるような格好をする。早瀬は笑みを浮かべて、指でぐるりと回すように刺激していった。


「あ……もっと」


　オレは早瀬にねだるように腰を動かした。


「もっとしたい？」


　早瀬は指を根元まで差し込む。いや、指もいいんだけどね。


「焦じらすなよ……。オレは指より早瀬がいいのにっ」


　ここが理事長室であることは、オレにとってもうどうでもいいことだった。とにかく、早瀬に入れてもらいたい。心の底から満足したかったんだ。


　早瀬は指を引き抜ぬいて、自分のものを代わりに押おし当てる。


「早く……っ」


　オレは自分のそこを早瀬のそれに擦こすりつけた。


「少し落ち着いて、廉太郎」


　早瀬は苦笑したけど、これが落ち着いていられるかって。早瀬だって、早く気持ちよくなりたいんだろう？　だったら、カッコつけんなって言いたいよ。


　早瀬は徐じよ々じよにオレの中に入っていく。


「あ……んっ…んっ」


　オレは遅おくればせながら、また自分の口を押えた。そうでもしないと、外に聞こえるような声が出そうになったからだ。


　やがて、早瀬はオレの中に全部を納めきった。


　身体の奥おくのほうまで早瀬でいっぱいだなんて。目の前で早瀬は幸せそうな顔をして微笑ほほえんでるし、恥はずかしいような嬉しいような変な気持ちだ。


「あのさ。気持ちいい？」


　オレは早瀬に尋たずねてしまった。


「もちろんだよ。廉太郎の中はあったかくて、私を歓かん迎げいしてるようだね」


　そう言われると、何だか照れる。オレの中があったかいのかどうか知らないけど、もし本当にあったかいなら、それは体温だろう。それと歓迎してるかどうかは、また別の話だ。


　もちろん……。オレは自分でねだったくらいだから、確かに早瀬を歓迎してるけどさ。そういう言い方をされると、めちゃめちゃ恥ずかしい。


「廉太郎が照れてるところは可愛いね」


　追い討ちをかけるように、早瀬はそう言う。


「もっと可愛くしてあげようか」


　早瀬はオレの中をゆっくりと動いた。


「あっ…あん……んっ」


　早瀬がオレの内部を擦っていく。それが快感以外の何ものでもなくなったのは、オレがこの行為に慣れたせいなのか。最初はちょっとくらい違い和わ感かんがあったり、痛かったりしたのに。


　オレは快感だけを貪むさぼっていた。


　早瀬の動くスピードが速くなっていく。と同時に、奥のほうのイイところにもどんどん刺激がいくわけで、オレも早瀬も気持ちよくなっていった。


　オレは早瀬の首にしがみついた。


　オレ達、理事長室でこんなことをして……。


　そう思ったけど、身体が奥から燃え上がってしまったときに、止めようもない。ただ、オレは早瀬が与あたえてくれる快感をもっといいものになるように、自分でも腰を動かした。


　早瀬がオレの中に熱いものを注ぎ込むまで、オレはそれをやめられなかった。








　完かん璧ぺきに早瀬の思うツボにハマッてしまったオレは、昼休みをそんなふうに過ごしてしまい、後こう悔かいの嵐あらしに襲おそわれた。


　あれから、早瀬は機き嫌げんよく会社のほうに出かけていった。だいたい、理事長室に何の用だったんだろうとオレは不思議に思う。


　もしかして、オレに会うために……。オレとエッチするために来たんだったりして。


　いや、いくら早瀬でもまさかね。そう思いつつも、秘書の橋はし本もとさんもついて来てなかったし、そうじゃないとは言い切れなかった。


　何にしても、オレは身体がだるいよ。午後の授業だってあるのにさ。


　放課後になって、オレはいつものように生徒会室へと向かった。


　生徒会長だからって、毎日、部活のように放課後は生徒会室に行かなくてはならないわけじゃない。まして、そんなに毎日、仕事があるわけじゃなかった。


　じゃあ、何な故ぜかって言われると、まあ、習慣みたいなもんだね。生徒会室のドアを開くと、そこにはパソコンに向かってる副会長・宇都宮うつのみや諒りようが一人でいた。


　諒は入ってきたオレに爽さわやかな笑顔を向ける。が、性格はけっこうシニカルで、頑がん固こなところがあった。実は早瀬の実の弟で、目元が早瀬とどことなく似ている。姓せいが違ちがうのは、両親が離り婚こんしたせいらしいが、そのあたりのゴタゴタで、諒は早瀬のことがあまり好きではないようだった。


「昼休みにあの人が来てただろう？」


　諒は早瀬のことをいつも『あの人』とか『あいつ』とか呼ぶ。しかし、諒はいつの間に早瀬が来ていたことを知ってたんだ。まさか理事長室を訪ねてきたりしたわけじゃないよな？


　冬も近いのに、オレは冷ひや汗あせが出てきた。


「何で知ってるんだ？」


「あの人の車が停とまってるのを見かけたからね。あんな車、この学校の関係者で乗るのはあいつくらいだ」


　うん。確かに。早瀬の車は黒のＢＭＷだったんだ。


「何だ、そうか……」


　オレは自分がホッとした様子を出さないようにしたつもりだったんだけど、つい声にそういうのが出てしまった。


「廉太郎はあいつと会ったのか？　理事長室で？」


　諒はオレの触れられたくないところに触れてくる。もしかして、それはわざとなのか。それとも、何も判らなくて言ってるんだろうか。


「あ…会ったよ。うん。いつもと変わりなかった。諒によろしくって言ってた」


　諒は途と端たんに噴ふき出した。


「あの人が僕ぼくのことを気にしたりするはずがないだろう？」


「そんなことは……」


　諒はオレが何か言いかけるのを遮さえぎった。


「そうなんだよ。あの人は廉太郎のことで心がいっぱいなんだから」


　確かに早瀬の心のどこかに諒がいるかっていったら、いるにはいるけど、かなり隅すみのほうだろう。


「それより、早瀬に何かされなかったか？」


　諒に訊きかれて、オレは目を逸そらした。


「別に……」


「廉太郎の噓うそはすぐに判る。あの人に呼ばれたからって、のこのこ理事長室に行くこと自体が、すでにそういう結果を招いてるんだよ」


　オレは何にも言い返せなかった。諒の言うとおりだからだ。理事長室に行かなければ、あんなことにはならないのにさ。


　諒は溜ため息いきをついた。


「どうして廉太郎はあいつの言いなりになるかなあ。あんな奴やつより、僕のほうが絶対、廉太郎のことを何倍も考えてるのに」


　そんなこと言われても。オレはあんな奴でも、早瀬のことが好きなんだからさ。


　諒は前にオレのことを好きだって言ってたことがあった。オレとしては早瀬が好きだから、諒とはちょっとキスをされただけの仲で終わったんだけど、諒にしてみれば、まだ心は癒いやされてないってことか。


　でも、人の心はそんなに変わるもんじゃないよな。


　そう思うと、何だか諒が可哀かわい相そうになってくる。もちろん、可哀相だなんて、諒は思われたくないだろうから、余計なお節せつ介かいだし、失礼な話だ。


「理事長室でエッチか……。廉太郎は幸せそうでいいよね」


　諒はそう呟つぶやきながら、再び溜息をついた。


　あれ……？


　今のはオレへのイヤミというより、何だか諒自身に向けられた溜息のようだった。


「あのさ。もしかして、悩なやみとかある？」


　諒はオレをジロリと見た。


「悩みがあるかって？　まあ、僕は廉太郎より繊せん細さいな人間だから、いろいろあるよ」


　やっぱり何かあるらしい。でなきゃ、こんなにオレに突つっかからないだろう。


「何かあるんだったら、オレに相談しろよ。もちろん秘密は守るし、できるだけ力になるから」


　オレは諒の肩かたに手を置いて、そう言った。


　諒はオレを見上げ、言おうか言うまいかと迷うような表情を見せた。オレが頼たよりないからっていうのもあるだろうけど、諒は簡単に人に悩みを打ち明けるようなタイプじゃないからな。


「廉太郎……。実は……」


　諒が今にも悩みを口にしようとしたとき、生徒会室のドアがノックもなしに開いた。先生か他の生徒会メンバーかと思ったが、そこにいたのはオレの親友の山やま之の内うち篤あつ志しだった。


　篤志は眼鏡めがねをかけた理知的な風ふう貌ぼうをしていて、いつも冷静だ。オレの幼よう稚ち園えんの頃ころからの親友で、しかも、オレの模型友達でもあった。


「元気か？　廉太郎に諒」


　篤志はそう挨あい拶さつしたけど、オレはあれっと思った。篤志が諒を名前で呼んでるとは思わなかったんだ。


　何せ、二人は犬けん猿えんの仲。というか、諒が一方的に篤志のことを嫌きらいだったんだな。諒はオレのことが好きだったから、オレの幼なじみである篤志を目の敵かたきにしてたんだよ。まあ、篤志もオレのことを好きだって言って、キスなんかしてきたから、諒の嫉しつ妬ともあながち的外れでもなかったんだけどさ。


　でも、結局、オレは早瀬を好きになってしまったから、二人の気持ちには応こたえられなかった。というわけで、二人ともオレにとっては、まだ親友だ。


　だけど、まさか篤志と諒が名前を呼び合うほど仲良くなっていたなんて。


　オレは嬉うれしくなった。自分の友達同士が友達になってくれたら、これほど嬉しいことはないだろう。二人は仲が悪かったから、余計に嬉しいよ。


「二人とも、仲直りしたんだ？」


　篤志は眼鏡の位置を直して、フッと笑った。


「仲直りなんて言ったら、喧けん嘩かしていたみたいじゃないか。俺おれは一度も諒と喧嘩した覚えはないぞ」


　そこに横から諒が顔をしかめて口を出してくる。


「山之内、僕の名前を馴なれ馴なれしく呼ぶな」


　えっ。諒は篤志とは仲良くなったつもりはないのか。じゃあ、篤志が勝手に諒って呼んでるだけなのか。


　でも、何のつもりだろう。嫌いやがらせ、なのかな。諒が自分を嫌っていることを知ってて、わざと……。


　だけど、篤志って、そういう面めん倒どうくさいことをしないはずなんだけど。白黒はっきりつけるのが好きらしくて、どっちつかずの状態が嫌いなんだ。そういう男が、そんな妙みような手て間ま暇ひまかけて、諒に嫌がらせしたりするだろうか。


　嫌なら嫌だって、はっきり言うだろう。篤志なら。


「俺はそう呼ぶって言っただろう？　嫌なら、おまえも俺のことを篤志と呼べばいい」


「呼んだって意味ないだろうっ？」


　確かにね。というか、どうして諒が篤志の名を呼ばなきゃならないんだ。


「いいじゃないか。廉太郎の親友同士、俺達も仲良くなったってさ」


　オレはその意見には賛成だな。だって、前から、オレは篤志と諒が仲良くなってくれればいいのになあって思ってたんだ。どっちも大事な親友だから。もちろん、友達になるのは、相あい性しようとかがあるし、こっちが勝手に決められることじゃないけどね。


「とにかく僕は山之内の下の名前なんか呼ぶつもりはないからな。廉太郎は親友だけど、おまえは違ちがう」


「まあ、今はそういうことにしといてやるよ」


　篤志はニヤニヤしている。


　やっぱり篤志は諒のことを揶揄からかってるのか。でも、篤志が諒と友達になりたいって思ってるんだったら、オレが邪じや魔ましちゃいけないよな。諒の気持ちってのもあるけど、何も恋こい人びととして付き合うわけじゃない。たかが友達なんだから、諒もそんなに突っぱねなくていいのにって思うんだよ。


「篤志、そういえば、今日は何の用なんだ？」


　今日に限って、篤志は用件を言ってない。篤志は化学部所属なのに、どうしてか、部活で動力飛行機を作っては、学校で実験してるんだ。それで、いつもここにやってきては、オレを実験に立ち会わないかと誘さそいに来るんだけど……。


「今日は何となく遊びに来ただけだ」


「ふーん」


　変だと思ったが、遊びに来たって別に悪いことはない。何か話し合いや作業してるならともかく、今は何にもしてないからな。


　だけど、諒は顔をしかめて言ったんだ。


「部外者は出ていけ」


「パソコンいじって遊んでるだけのくせに」


　諒はムッとしたような顔になる。


「遊びじゃない。データを入力してるんだ！　こっちに来て、よく見てみろ！」


　篤志と一いつ緒しよにオレもよく見ていると、諒はちゃんと仕事をしていた。


「あ、ごめん。オレも諒がまた遊んでると思ってたよ」


　オレが謝あやまると、諒はガックリきたようだった。


「廉太郎は薄はく情じようだ。僕ぼくの味方をする気があるのか？」


「いや、味方っていうかさ。オレは諒も篤志も好きだし、親友だと思ってるし、どっちも大事だよ」


　オレは機き嫌げんを損そこねてしまった諒をなだめるように言った。


　諒は不満そうな顔をしていたけど、仕方ないといった感じで息をついた。


「ホント、廉太郎が付き合う人間には、ロクな奴やつがいないよ」


　それは早瀬のことを言ってるらしい。諒にそう言われると、オレも頭が痛い。あ、いや、篤志はちょっと変わってるだけのまともな人間だと思うけどね。早瀬は変わってるってもんじゃないからさ。


「廉太郎が付き合う人間の中に、おまえも入ってるんだぞ」


　篤志の揶揄からかいモードの声に、諒は目を吊つり上げた。








　篤志はさんざん生徒会室で、オレと嫌がってる諒を相手に、いろんな話をして帰っていった。


　ただの暇ひまつぶしとは言っていたけど、どうも篤志の今日の言動は謎なぞだ。


　いや、ひょっとして、篤志にも何か悩みがあったんだったりして。で、ああいうふうにはしゃいでみせて、ストレスを解消していたとか。


　だけど、どう考えても、篤志がそういう繊細な奴とは思えなかった。とはいえ、謎は謎だなあと思うオレだった。


　家に帰ると、オレは二階の自分の部へ屋やで宿題や予習を始めた。


　部屋にはオレの模型作品なんかがたくさん飾かざってある。小さい頃から父さんに模型作りを教えてもらっていたんだけど、さすがにオレも高校生だから、勉強もしないといけない。父さんには模型を作る代わりに、成績を絶対落とすなと言われてるんだ。


　しばらくして、オレは階下の母さんに呼ばれた。


「廉太郎、お友達が来てるわよ」


　誰だれだろう。早瀬…じゃないよな。早瀬はうちに出入りしていたから、家族公こう認にんなんだ。いや、そういう言い方をしたら、まるでオレと早瀬が恋人同士なのを認めてもらってるみたいだけど、そうじゃなくて、早瀬がオレの弟で子しだってことが認められてるだけだ。


　早瀬みたいな顔も声もスタイルも仕草も全部いい男が、そうやって家に出入りしてるんだ。　もう母さんと姉さんは早瀬に夢中だよ。完全にお気に入りとなってるから、母さんは早瀬が来ると、声のトーンが妙に高くなるし、オレの部屋に勝手に通してしまう。


　だから、この場合の『お友達』は、早瀬ではないってことだ。


　玄げん関かんに出てみると、そこには鞄かばんを持ったままの諒がいた。


「あれっ、どうしたんだ？　家にはまだ帰ってない？　今まで何をやってたんだ？」


　オレはちょっと驚おどろいて、矢や継つぎ早ばやに訊きいてしまった。


「うん……ちょっとな」


　諒はそう言って、ちょっと笑った。


　そういえば。


　忘れていたけど、諒は何か悩なやみがあるみたいだったんだ。それについて喋しやべろうとしたところに篤志が来てしまったから、そのままになっていたっけ。


「まあ、オレの部屋に上がれよ」


　オレは諒を二階に行くように促うながして、キッチンに行った。


「友達に何かあったかい飲み物出したいんだけど……お茶がいいかな」


　オレは篤志の家に相談事があって行ったときに、緑茶を出されて、あったかい気持ちになったことを思い出した。ああいう気持ちになれば、諒もきっとリラックスして悩み事を打ち明けてくれるだろう。


「自分で淹いれなさいよ」


　キッチンで夕食を準備中の母さんは冷たく言った。


　早瀬のときとはえらく違うじゃないか。早瀬が来ると、お茶どころか近所のケーキ屋に走って、ケーキを買ってくるのにさ。


「あいつ、早瀬の弟だよ」


「ええっ？」


　母さんの声が一オクターブ跳はね上がった。


「本当なのっ？」


「そうだよ。親が離り婚こんして、苗みよう字じが違ちがうけど。見て判んなかった？　目元なんかそっくりじゃない」


　見て判るわけはないよな。兄弟だって言われて、初めて似てるって気がつくけど、苗字も違うのに兄弟だとは思わないよ。


「まあ、そうなの。離婚ねえ。……いいわ。母さんがお茶持っていくからね」


　何て変わり身が早いんだろう。わが母ながら、ものすごく現金なものだ。


　しかし、早瀬の名前の威い力りよくは絶大だ。これから何かあったときは、早瀬の名前を出して、ごまかすことにしようかな。


　オレはそう思いながら、階段を上がった。


　部屋に入ると、諒は棚たなの上に並べてあったオレの模型コレクションを眺ながめていた。


「これ、全部、廉太郎が作ったんだ？」


「ああ、そこの隅すみのが早瀬の作りかけのだけど、他ほかのは全部ね」


　諒は早瀬の名前を聞いて、眉まゆをひそめた。


「あいつ、しょっちゅう、ここに来るのか？」


「まあね。あ……早瀬の弟だって、母さんに言ったから、何か言うかもしれないけど、ごめん」


「何でそんなこと言うんだよ？」


　諒はたちまち不機嫌になっていた。


「いや、母さんが何か冷たいからさ。その代わり、おいしいお茶を持ってきてくれるみたいだから」


「僕はここにお茶を飲みにきたわけじゃない」


「じゃあ……諒は何しに来たんだ？」


　オレはちょっと優やさしく訊いてみた。


「それは……」


　諒はオレから視線を逸そらした。


「まあ、こっちに来いよ。鞄は適当に置いていいから」


　オレは諒をソファ代わりにベッドに座らせた。オレは勉強机とセットの椅い子すを引っ張ってきて、諒と向かい合わせに座る。


　諒はオレと目を合わさないし、どうしたもんかなあと思う。何か言いたいことがあるなら、早く言えばいいのに。


「あのさ。諒がここに来たのは、オレに話したいことがあるからなんだろう？」


　オレは自分から話を向けてみた。


　諒は頷うなずいた。


「何か悩みがあるのか？」


「悩みっていうかさ……」


　諒は躊躇ためらいながら、オレの目を上うわ目め遣づかいに見たかと思うと、また逸らしてしまう。


　やっぱり向かい合ってると、話しにくいのかな。


　オレはそう思って、諒の隣となりに移動した。肩かたに手を回して、友情を演出してみたりして。


「なあ、オレのこと信用できないか？」


「そんなことはない。廉太郎は信じられる」


「だったら、話してみないか？　まあ、無理にとは言わないけど、もし諒が話したかったらさ」


　オレは言葉を選びながら、諒に話しかけた。


「実は……山之内のことなんだが……」


「篤志のこと？」


　何で諒が篤志のことで悩んでるんだと思ったけど、今日の篤志は確かに何だか変だったからなあ。ひょっとして、篤志がオレの知らないところで、諒をいじめてるとか。


　いや、篤志みたいな冷静に物事を分ぶん析せきするような奴やつが、まさかそんな感情的なことはしないと思うけど。


「つまり……その」


　諒が何か言いかけたとき、階段を昇のぼる足音が聞こえてきた。


「母さんがお茶を持ってきたのかな」


　タイミング悪いと思いつつ、持ってきてくれなんて頼たのんだのはオレだからな。やっぱり自分で適当に淹れて持ってくればよかったよ。


　ドアが開いた。


「えっ？」


　そこにいたのは、母さんじゃなくて、お茶が載のったお盆ぼんを手にしていた早瀬だった。


「何で早瀬がいるんだよ？」


「何でって……。今、来たところなんだよ。君のお母さんが嬉うれしそうに、ビックリする人が来てるから、これを持っていってくれって言うから」


　母さん……。早瀬と諒が両親の離婚で泣く泣く引き裂さかれた兄弟だなんて、勝手に思ってるんじゃないかな。いや、一部は当たってるけどね。


　早瀬はともかく、諒は早瀬に会って嬉しくなんかないだろう。たぶんね。


　諒はムッとしたように、早瀬を睨にらみつける。


「そりゃあ、ビックリしただろうね。恋こい人びとの部へ屋やのベッドに他の男がいたんだから」


　えっ、何言ってるんだよ、諒。


　オレは慌あわててしまった。確かにそう言われてみれば、諒はベッドにいるけど、服は脱ぬいでないし、そういう状じよう況きようではあり得ないじゃないか。それに、オレは諒の悩みを聞いてあげようと思っただけで、他に何も目的はないよ。


「廉太郎のベッドに何で君がいるんだ？」


　早瀬もどうして諒の言うことを真に受けるかなあ。オレと諒のどこに変な雰ふん囲い気きがあるんだよ。


　と思ったら、オレは親しげに諒の肩に手を回していたんだ。


　マズイ……。


　オレは慌てて手を離はなした。しかし、それが余計に早瀬の不信感を煽あおったみたいだった。


「廉太郎は何かやましいことでもあるのかな？」


　そう言って、早瀬は冷笑を浮うかべた。


　くーっ。やな奴やつ。恋人のことをもうちょっと信用しろよ。


「何もないよっ。早瀬の考え過ぎだって」


「そうかな。だったら、どうしてそんなに慌てて手を離すんだ？　潔白なら、手を回してたっていいだろう？　君達は親友なんだからね」


　早瀬は心にもないことを言っていた。肩に手を回したままなら、それはそれで怒おこったはずだ。


　オレは思わず溜ため息いきなんてついていた。そして、そんな溜息一つでさえも、早瀬は違ちがうように解かい釈しやくするんだ。


「廉太郎……。やっぱり君は諒と……。そうか。だから、昼休みに冷たくしようとしたんだね」


　諒の前で何を言い出すんだ。結局、あれは早瀬の思うとおりになったのに。


「冗じよう談だんじゃないよっ。オレはこんなことで早瀬に疑われるのが悲しいだけだ。もっとオレを信用しろよ」


　オレはそう言ったけど、早瀬は子供みたいにプイと向こうを向いてしまった。


　おいおい……。


　それは大人おとなの態度としてどうなんだって言いたい。ここはちゃんとまともに話し合うべきだろう。


　こんなダダッ子みたいな早瀬は、会社でちゃんと仕事してるのかなあ。会議なんかで、自分のワガママを通してるんじゃないかと、ふと気になってしまった。


　いや、いくら何でも、早瀬はそこまで馬ば鹿かじゃないだろう。きっと会社は会社できちんとしてるはずだ。早瀬がオレに対して子供みたいなことをするのは、きっと甘あまえみたいなものがあるからじゃないかと思うんだ。


　ほら、恋人としてのね。


　でも、オレは早瀬より十歳も年下なんだ。それが判わかってるなら、反対にオレをもっと甘えさせてみろって思うけど。どこかが何か違うよ。


「やれやれ。僕ぼくや山之内が身を引いたのが悔くやまれるよ。廉太郎をこんな奴にやったのかって思うとさ」


　それを言ってくれるなって感じだ。オレはこんな早瀬でも好きなんだからさ。


　諒は重い溜息をついて立ち上がった。


「あ……諒！　待てよ！」


「僕のことはいいから。明日また会おう」


　諒はちょっと淋さびしそうに笑うと、部屋を出ていった。いや、出ていく前に、早瀬を馬鹿にしたように見ていったけど。


　早瀬は持っていたお盆をオレの机の上に静かに置いた。


「廉太郎……」


　今度は早瀬がオレの隣に座る。そして、オレの肩を早瀬が抱だいたんだ。


「あのな、早瀬。諒とは何でもないからな」


　そう言ったけど、早瀬は何も答えなかった。


　機き嫌げん悪いのかな。まだ疑ってるのかな。でも、本当に何もないし、だいたい、たかがベッドに並んで腰こしかけて話していただけで、疑われるのはなあ。相手が女の子だったとか、服でも脱いでたって言うなら別だけど、諒は男だし、服も乱れてない。


　これで邪じや推すいするほうがどうかしてるよ。


　早瀬は無言だ。肩を抱かれて、温ぬくもりは伝わってくるのに、早瀬の心は冷たいままなんだ。


　でも、オレには早瀬が怒る理由が今イチよく判らないよ。こんなことでいちいち疑わないでくれって思う。諒はオレの親友なんだから。


「あのさ、早瀬。せっかくだから、お茶でも飲もうよ」


　オレは急に思い立って、そう言った。早瀬だって、あったかいお茶を飲んだら、心が落ち着くと思うんだ。


　オレは早瀬の手からすり抜ぬけて立ち上がろうとした。すると、早瀬は逆にオレの肩を引き寄せた。


「あっ……早瀬！」


　オレは早瀬の腕うでの中でもがいた。


　どうしてかっていうと、ここはオレの家だからだ。学校でするのもマズイけど、オレの家みたいに壁かべが薄うすいところで、早瀬にエッチなことをされたくなかったんだ。


　だけど、早瀬はそれがカチンときたらしい。オレが嫌いやがるのを強引に引き寄せて、なおかつ、ベッドに押おし倒たおした。


「早瀬！　ダメだって……こんなところで」


「廉太郎はいつもそう言う。こんなところでって……。じゃあ、どこならいいんだ？」


　どこならいいって……オレ的には早瀬のマンション。しかも、ベッドルームのベッドの上だよ。他ほかのところでは、オレにとっては「こんなところ」だからな。


　でも、早瀬のベッドでならいいよ、なんて、こんな状況で言えないし、言いたくないじゃないか。早瀬は変なことを邪推して、子供みたいに怒ってるんだ。そういう奴に甘い言葉なんか、かけたくなかった。


「とにかくっ。ここはダメだろう？　早瀬だって言ったじゃないか。オレの家族に嫌きらわれたくないって」


　そう言ってやると、早瀬はオレを押えつける手を緩ゆるめた。


　早瀬と目が合う。まだ怒ってるような目をしていて、機嫌が直ったわけではなさそうだった。


　本当に手間のかかる奴だ。


「早瀬、車で来たんだよね？」


　早瀬は怪け訝げんそうにオレの顔を見たが、頷うなずいた。


「じゃあ、ドライブ行こうか。他のところでちゃんと話そう。こんなことで喧けん嘩かなんか、つまらなさすぎるから」


「君にとってつまらなくても、私にとっては一大事だよ」


　早瀬はムッとしたように言ったけど、それでもオレを押えつけた手を離して、ベッドから下りた。


　とりあえず、よかった。


　こんなところでベッドをギシギシきしませてエッチするなんて、真っ平だよ。もしバレたら、早瀬とは会えなくなるし、オレも家族の中でつらいよ。だって、母さんと姉さんは早瀬の大ファンなんだから。


　オレと早瀬は階下に下りていった。


「あら、どっか出かけるの？」


　オレがトレーナーの上に着たブルゾンを見て、母さんは言った。


「うん。早瀬がドライブに行こうって」


　言ったのは、本当はオレのほうだけど、早瀬が言ったって言ったほうが、母さんには効果アリだからね。


「すみません。廉太郎君を少しだけお借りしていいですか？」


　早瀬は母さんの目を見つめて、礼れい儀ぎ正しい態度でそう言った。見つめられた母さんの頰ほおはたちまち赤く染まった。


「もちろんです。こんな息子でよければ、どうぞっ。……廉太郎、早瀬さんの迷めい惑わくになるようなことは慎つつしむのよ！」


　はいはい。母さんは早瀬の子供っぽいところを知らないからね。


　半分呆あきれるけど、それでも早瀬が母さんの信しん頼らいを得ていることが嬉うれしかった。オレの前ではいくらでも子供っぽい馬鹿なことを言っても、ちゃんとした大人の前ではきちんと振ふる舞まえる早瀬が、実はちょっと自じ慢まんだったりして。


　早瀬は立派な社会人なんだよなあ。ホントは。


「夕食の時間に間に合わないかもしれませんが、ちゃんと家まで送りますので、ご心配なく」


　早瀬は微笑ほほえんで、母さんのハートをがっちり摑つかみ直すと、オレを連れて外へと出た。ところが、車に乗って発進させた途と端たん、早瀬は表情が変わった。


　もうニコリともしないんだ。どっちかっていうと、急に人が変わったみたいに見えて、怖こわいくらいだ。


「早瀬……」


　声をかけると、不機嫌そうな声が返ってくる。


「何だ？」


「えーと……どこに行くのかなあって……」


　参ったな。こんな早瀬とは話しにくいよ。


「私のマンションだ」


　ドキッとした。オレが『早瀬のベッドでならいいよ』なんて思ったことが、テレパシーで早瀬に通じたのかと思ったからだ。


　そんなわけはないだろうけど、早瀬の考えてることは、やっぱりオレの考えてることと同じなのかな。仲直りするには、エッチするしかないってさ。


　何かそういうのも嫌なんだけどね。それより、オレの話だけで、ちゃんと判ってほしいよ。でも、エッチすれば……身体からだを究極までくっつければ、早瀬は判ってくれると思う。オレが諒と何かあるわけないんだってことを。


　オレは早瀬が好きなんだ。早瀬以外の奴やつとエッチなんかしない。


　それを判ってもらうには、実際、エッチするしかないだろう。だいたい、そんな恥はずかしいこと、オレは素すで言えないから。


　早瀬のマンションに着き、最上階の部へ屋やに入る。


　このマンション自体、高級マンションらしいけど、早瀬の部屋はまた綺き麗れいで広い。一人暮らししてるし、家政婦さんもいるから、そんなに汚よごれも散らかりもしないんだろうが、それでも住宅展示場みたいなすっきりしたインテリアを、すごく綺麗だと思うし、ちょっと憧あこがれる。


　ごちゃごちゃした家で生活してるオレは、あんまり落ち着けないんだけどさ。


　玄げん関かんのドアが閉まると、早瀬はオレの腕を摑んで、引っ張っていこうとする。


「ちょっと待てよ。オレはまだ靴くつを脱ぬいでないじゃないか」


　早瀬はイライラしたような目をオレに向けた。


　もしかして、早瀬はカルシウム足りないのかも。今度、母さんに頼たのんで、小魚か何か早瀬に食べさせようかな。


　オレが靴を脱ぐと、早瀬はいきなりオレを抱き上げた。


「早瀬！　下ろせよ！」


「君がグズグズしてるからだ」


　グズグズっていうほどのことはしてないよ。ただ早瀬の気持ちが先走ってるだけなんだ。


　早瀬はもうまっすぐオレをベッドルームに連れ込むと、ベッドの上に投げ出した。


「廉太郎、脱ぎなさい」


　早瀬は両手を組んで、オレを傲ごう慢まんに見下ろしている。


　それはないだろうと思う。だって、オレのほうにエッチしたっていいっていう気持ちは確かにあるけど、こんな扱あつかいされれば、誰だれだってカチンとくるはずだ。


「どうした？　どうして脱がない？」


　冷たい目でオレを見て、冷たい声で嫌なことを言う。子供っぽくふくれてる早瀬はまだ許せても、こんな早瀬はいくら何でも嫌いだよ。


「早瀬は何にも判わかってない。自分のことばかり考えてるんだ！」


　オレはこんな奴とエッチなんかしたくなかったから、そう言って、ベッドの上であぐらを組んだ。


　早瀬の顔から冷たい表情が消え、今度は無表情になってしまった。


　こんな早瀬は初めてだ。オレはちょっと怖くなってきた。もしかしたら、素直に脱げば、早瀬は途と中ちゆうで機き嫌げんを直していたかもしれない。もしくは、家でキスくらいしていれば。


　でも、エラそうに脱げって言われて、脱ぎたくなかったし、家でキスしたら、理事長室の二にの舞まいになりそうで嫌いやだったんだ。


「脱がないなら、私が脱がせてやろう」


　早瀬はゆっくりと屈かがんで、オレの身体に手をかけた。


「や……やめろよ」


「やめろって？　廉太郎はここに何しに来た？　私に抱だかれに来たんじゃないのか？」


「オレは……ただ早瀬の誤解を解きたいだけだ」


「誤解なんかした覚えはない。君だって……私のことなんか判らないじゃないか」


　それがすでに誤解じゃないかと言いたかったが、早瀬はオレの身体をベッドに押おし倒たおした。


　早瀬の表情のない顔が間近に見える。こんなときなのに、それを見て、オレの胸はときめいてしまう。


　いや、だって。


　オレは早瀬のこの顔が好きなんだよ。もちろん顔だけじゃないけどさ。


　早瀬はオレにキスをした。


　理事長室での軽いキスからじゃなくて、いきなり激しいキスだ。オレは息もつけないほど、口の中を早瀬に蹂じゆう躙りんされた。


　唾だ液えきが唇くちびるの端はしから流れ落ちる。それでも、早瀬はオレにキスするのをやめないんだ。


「んっ……」


　もうやめろよと言うつもりで胸を押したけど、早瀬は意地でも言うことを聞かないつもりだ。


　トレーナーの裾すそから手を突つっ込まれる。


　身体がビクッと震ふるえる。早瀬の指がオレの乳ち首くびを捕とらえたからだ。


　こんなところが感じるなんて情けない──オレがそう思ってるなんて、早瀬は知ってるかな。


　知らないだろうな。いくらそう言ったところで、早瀬の頭の中を通り過ぎていくだけだと思う。結局、早瀬は自分のやりたいようにしかやらないんだ。


　早瀬は唇を離はなした。そして、トレーナーをたくし上げると、オレの胸に唇を這はわせたんだ。


「あっ…早瀬っ……」


　乳首を舌で転がすように舐なめている。オレの身体は感じてしまって、ビクビク震えるし、情けないとかそういうものをすでに通り越こしていた。


　こんな小さなところを舐められてるだけで、身体が震えるほど感じてるオレは、早瀬にいいように弄もてあそばれるだけの存在なのかもしれない。


　何だか悲しい。オレは早瀬のことが好きなのに、早瀬はオレのことを、下半身の処理係とか、おもちゃみたいにしか思ってないんじゃ……。


　そんなことないんだってホントは思う。だって、オレと早瀬は恋こい人びと同士なんだから。確かに早瀬はオレのことが好きだって言ってたし、一生離さないよって言ったんだから。


　だけど、そういう気持ちって、ずっと続くもんなのかな。そういう不安もある。最初はオレのことを好きだったかもしれないけど、時間が経たつにつれて、男の…しかも高校生のオレなんか、遊びの相手で充じゆう分ぶんってことになったとか。


「早瀬……嫌だっ……」


　何とか胸にキスする早瀬から逃のがれようとすると、反対に早瀬はオレが逃にげていけないように強引に抱きしめてくる。


「嫌だってば……！」


「可愛かわいい顔をしてても、エッチが好きなくせに」


　オレは早瀬の言葉にズキンときた。


　可愛い顔だなんて言われたのもカチンときたけど、それ以上にエッチが好きだって言われたら、オレがまるでエッチ目的で早瀬と付き合ってるみたいじゃないか。


　そんなことないし、それくらい、早瀬だって判ってるはずなのにさ。それとも、もしかして、早瀬はオレのこと、ずっとそう思ってたんだろうか。


　いや、違ちがうよ。こんなの、全部誤解だ。ちゃんと早瀬と話さなきゃ。


「オレは早瀬が好きなんだよ！　早瀬にエッチがくっついてくるだけで、エッチに早瀬がくっついてくるわけじゃないんだ」


　オレがそう言うと、早瀬はやっと腕うでの力を緩ゆるめた。


「本当に廉太郎は私のことが好きなのか？」


「何で疑うんだよ。オレは好きじゃなきゃ、こんなことしないって。いきなりエラそうに脱げなんて言われたら、ムカッとくるけど、普ふ通つうにキスしたり触さわってくれれば、オレだって……抵てい抗こうなんかしない」


　オレはちょっと照れながら言った。


　こんなこと説明するのは嫌だ。言わなくても判ってほしいけど、今の早瀬には詳くわしく説明しないと判ってもらえそうになかったから仕方ない。


「……ごめん」


　早瀬はやっと判ってくれたのか、頭を撫なでてくれた。でも、何もかも誤解が解けたってわけでもなさそうで、オレを抱いたまま、じっと何か考えてるみたいだった。


「早瀬……」


　やっぱり何かフォローしたほうがいいかと思って、口を開いたが、それを遮さえぎるように早瀬が話し始めた。


「さっき君は、私は自分のことばかり考えて、廉太郎のことを判ってないと言ったね？　それなら君はどうだろう？　君に私の気持ちが判るのか？　毎日、君のことばかり考えてしまう私の気持ちが」


「そんなこと言われたって……。オレだって、早瀬のこと考えてるよ」


　ただ、学校生活とかあるし、勉強もあるし、友達もいるし、早瀬のことばっかりってわけにもいかない。


　それに、早瀬だって、何もオレのことだけを考えてるわけじゃないと思う。仕事って、勉強なんかよりずっと神経使いそうだしさ。


「私は君と一いつ緒しよに住めたら…って思うくらいなんだ。毎晩、仕事から帰ってきたら、部へ屋やにちゃんと君がいる。お帰りなさいって君が言って、御ご飯はんをよそってくれたり、風ふ呂ろに一緒に入ってくれたり、もちろん一緒に寝ねるんだ。そうしたら、どんなに楽しいだろうって思うよ」


　早瀬がまさかそんなことを考えてるとは思わず、オレはポカンと口を開けてしまった。


　それって、まるで奥おくさんじゃないか。オレに奥さんになれって、言ってるわけじゃないよな、早瀬は。


「でも、君には家族がいて、学校があって……。私とは違う世界で楽しくやっている。いくら私が理事長として学校に行っても、君の友人として家に行っても、ちっとも君との距きよ離りは縮まらないんだ」


「あ……いや、だって、早瀬は早瀬だし、何もオレの家族や友達と同じにならなくていいだろう？」


　早瀬は顔を上げて、キッとオレを睨にらんだ。


「私は諒が羨うらやましい。諒は君と毎日学校で会ってる。それなのに、今日は君の家にまでいた。君の部屋にいて、ベッドに腰こしかけて、君に肩かたを抱かれてた。そんなの許せないじゃないか」


　オレはやっと、早瀬がどうして怒おこったのか判った。ストレートに、諒と何かあったのかって疑ったわけじゃないんだ。諒とオレが親しげに部屋にいたことが許せなかったんだ。


　早い話がテリトリー意識っていうかさ。自分のテリトリーが侵おかされた気がしたんだろう。


「馬ば鹿かだな。早瀬」


「どうして私が馬鹿なんだ？」


「可愛いって意味だよ。何かもう」


　早瀬は不思議そうな顔をした。


「可愛いのは君のほうだろう？　どうして私が可愛いんだ？」


　そんなに真ま面じ目めに訊きくなよ。恥はずかしい。


「あのさ。諒は何か悩なやみがあるんだ。それを言う前に帰っちゃったけど、オレは親友としてそれを聞いてあげたかっただけだ」


「悩み？」


　早瀬は眉まゆをひそめた。


「だいたい、諒は早瀬の弟じゃないか。そんなに目の敵かたきにしなくても」


「弟だからするんだ。諒は私と顔が似てるし、何より廉太郎と同い年だ。話だって、私より合うだろう？」


　ああ、そんなことを気にしてたわけか。


　オレはおかしくなって、クスクス笑ってしまった。もちろん、早瀬は気分を害したような顔をしたけどね。


「笑い事じゃない。あのまま私があの部屋に行かなかったら、諒は悩みにかこつけて君をベッドに押おし倒たおしていたかもしれないんだよ」


　そういう心配を男のオレが男の親友相手にしなけりゃならないのか。男と付き合うのって、そういうところが不便かもしれないな。


「ごめん……。でも、オレは諒を親友以外には見られないよ。早瀬が好きだし。早瀬以外の人とはキスもしたくない」


「エッチも？」


「当たり前だ。他ほかの誰だれともしない。早瀬が好きなんだ……」


　早瀬は本当に嬉うれしそうな顔をしたかと思うと、オレをギュッと抱だきしめた。


「廉太郎……！」


「早瀬もオレのこと好き？」


　自分で訊いててカッと頰ほおが熱くなってくるけど、どうしても、早瀬に言ってもらいたかったんだ。


　態度で判わかる場合もある。表情でもね。


　だけど、言葉で言ってほしかった。冷たくされると判らなくなるから。早瀬にとって、オレが遊び相手なんかじゃないって言ってほしいから。


「好きだよ。廉太郎。このままこの部屋に閉じ込めてしまいたいくらい」


「それはちょっと困るけど」


「どこかに行かれると不安だよ。世の中には危険がいっぱいじゃないか。廉太郎がいつ心変わりしても不思議はない」


　オレは噴ふき出した。


「笑い事じゃない！」


　早瀬は本当に真しん剣けんだった。いや、それは判ってるけどね。


「でも、オレは早瀬がいい。オレは……早瀬と目が合うだけでドキドキするんだよ」


　早瀬の目がビックリしたように見開かれた。


「本当に……？」


「本当だよ」


　早瀬はもう一度、オレを抱きしめる。


　ああ、それもいいんだけど、さんざん早瀬に刺し激げきされて勃たってるそこが空むなしいんだ。抱きしめられるだけじゃ、不満なんだよ。


「早瀬……」


　オレは早瀬に腰を擦こすりつけた。


「廉太郎……。私は君のことが好きだからね」


　早瀬はスーツの上着をその辺に脱ぬぎ捨すて、ネクタイを外すと、唇くちびるを重ねてきた。


　今度は優しいキスだ。オレの口の中に舌を入れて、まるで土下座でもするような感じで、なだめるように刺激していくんだ。


　これって、ごめんなさいのキスなのかなあと思ったら、少しおかしかった。もちろんキスしてるときに笑うわけにはいかないけどね。


　早瀬は唇を離はなすと、照れ笑いをした。


　それから、オレのトレーナーを脱がせる。そして、下半身も脱がせて、全ぜん裸らの状態にさせてしまった。


　いつも脱がされ慣れてるとはいえ、改めて、そのエッチごとに脱がされると、やっぱり恥ずかしい。


　早瀬がオレの足を広げる。


「じろじろ見るなよ」


「どうして？　見るのは当たり前だよ。私は君を好きで、君も私を好きなんだから」


　そういうものなのかな。でも、見られてると、恥ずかしさと同時に何だかヘンテコな気持ちよさも感じるんだ。


　早瀬はオレの太ふと腿ももにキスをした。もうそこら中、キスをしまくって、オレをおかしくさせていく。


　もちろん、反応してるそのものズバリを舐なめられるのも感じるけど、その周囲の微び妙みようなところにキスされるのも本当にたまらなかった。


「やぁっ……あっ…あぁっ」


　オレは声を抑おさえなくていいから、理事長室での分も一緒にして、盛大に声を上げていた。


「腰をくねらせて。そんなに何をおねだりしてるのかな？」


　早瀬は楽しそうにそう言って、オレの勃ってるものの先せん端たんに軽くキスをした。


「あぁ……っ」


　オレは身体からだをビクンと震ふるわせる。


「ああ、ごめん。ここが一番感じやすかったんだよね？」


　ごめんじゃないだろうと思う。判ってるなら、そこにしてほしい。一度されたら、もうそこ以外は、嫌いやなんだってば。


　だけど、早瀬は他の場所にばかりキスを続ける。オレはもう焦じれてしまって、腰をもじもじさせながら早瀬の髪かみを思いっきり引っ張った。


「痛いよ、廉太郎」


　早瀬は顔を上げたけど、楽しそうな表情をしていた。オレが涙なみだ目めになるくらい苦しんでるのが面おも白しろいんだろうか。


「オレ……そんなところより……他のところのほうがいい」


「どこ？　廉太郎がキスしてほしい場所は？」


　判ってるくせに。


　そのニヤニヤ笑いがいやらしいったら。


「ここ……」


　オレは仕方なく自分で手に取って、早瀬に差し出した。


「ここのどこ？　先のほうだけ？」


「全部……」


「全部なんだ？　廉太郎は欲張りだね？」


　そうじゃないだろうと思う。こういう場合に先のほうだけってことはあるはずがないだろう。


　でも、早瀬だって、本当にオレのことを欲張りだと思ったわけじゃなくて、揶揄からかいたいだけなんだ。


「してくれないなら、自分でするぞ！」


　オレは奥おくの手を出した。…つもりだったが、早瀬はニヤリと笑った。


「どうぞ。私もたまには見物させてもらおうか」


　何てこと言うんだよ、このスケベ野や郎ろう！


「人前でそんなことできないだろうっ？」


「おや。するって今言ったじゃないか。だから、していいって言ったんだ」


「いや、それは早瀬がいつまでもオレを焦らすならっていう条件付きの話でさ。別にオレは自分でしたいわけじゃ……」


　早瀬はオレの両足を摑つかんで押し上げた。さっきから広げられて見られていたけど、今のポーズはそれ以上だ。


「してごらん。私は楽しみだよ。廉太郎がどんなふうにするのか」


　そこまで言われたら、もう自分でやるしかないじゃないか。今いま更さら、早瀬に口でしてほしいだなんて言うのも恥はずかしいからだ。


　オレは仕方なく自分で握にぎって、手を動かした。早瀬はそれを興きよう味み津しん々しんといった顔で見つめている。


　くそぉ。何が悲しくて、エッチの最さい中ちゆうに一人エッチなんかしなきゃならないんだ。それも、早瀬の目の前で。


「あ…はぁ……」


「廉太郎は一人でやるとき、そういう声を出すの？」


「出すわけ…ないだろ……っ」


「じゃあ、今はどうしてそんな色っぽい声を出してるんだろうね」


　早瀬はそう言うと、オレのオシリのほうをそっと触さわった。


「何してんだよ……？」


「ああ。君がもっと気持ちよくなれるようにお手伝いだよ」


　早瀬はそこの窪くぼみに指を這はわせる。


「あっ……ぅ……あっ」


　早瀬の目の前でそこを刺激しながら、腰こしを揺ゆらしてしまう。最悪だよ。声だって、出したくないけど、早瀬に見られてると、何だか抑えられないんだ。


「どうしよう。指、入れてあげようか？　廉太郎はそのほうが好きなんだよね？」


　早瀬はもったいぶった調子でオレのそこを指で撫なでた。


　入れたいならさっさと入れろって、怒ど鳴なりたい気分だよ。いや、早瀬相手に怒鳴ったところで、効果はないよね。


　指でそこを撫でられてると、ムズムズしてくる。前の部分とはまた違ちがう快感なんだ。


　はっきり言うと、入れてもらいたい。そうすれば、オレが前のほうを刺激してるから、相乗作用でもっと気持ちよくなれると思う。


　でも、早瀬はおとなしくオレの言うことを聞いてくれるかな。だって、さっきもオレをさんざん焦らして、キスしてほしいところにしてくれなかったじゃないか。


　オレはちゃんとおねだりしたのに。


　でも、こうしてる間にも、早瀬は指が入っていきそうな位置で止めて、オレのリアクションを待ってるんだ。


　もう、我が慢まんできない！


「早瀬……早く入れてくれよ……っ」


　プライドもかなぐり捨てて、早瀬にお願いする。


「どうしようかな……。廉太郎は私とのデートより諒の悩なやみを聞くほうが好きなのかもしれないし」


　そう言いながら、早瀬はその場でクルクルと指を回して刺し激げきする。


　こいつ……。まだ根に持ってたのか。しつこい奴やつだと思いつつも、やっぱり、どこかで早瀬の機き嫌げんを取ってあげなくちゃいけないらしい。


「そんなこと…ない。オレ、早瀬のことが好きだって、ちゃんと言ってるのに……」


　オレはもう焦れて腰を揺らした。


「もう一回言って。私が好き？」


「何度だって言ってやるよ…っ。オレは早瀬が好きだ！」


　早瀬は満足そうに微笑ほほえんだ。


「じゃあ、手を離してごらん。キスしてあげるから」


　早瀬の優しい声に誘さそわれるように、おずおずと手を離す。早瀬はそこに顔を近づけた。


「あ……んっ…あっ……」


　早瀬の唇くちびるがそこを包んで、刺激する。それと同時に指が挿そう入にゆうされた。


　身体の中を熱い何かが駆かけ巡めぐる。


　腰がひとりでに動いているし、もう我慢の限界だ。


　イクッ……と思った瞬しゆん間かん、早瀬はパッと唇を離はなした。


「コノ…ヤロウ……！」


　どうしていいところで離すんだよっ。早瀬が口の中で出されるのが嫌だっていうなら仕方ないけど、いつもは平気で飲んだりしちゃうんだ。だから、今日だって平気なんだろうと思ったのに、そうじゃないのかっ。


　それとも、やっぱり今日の早瀬は意い地じ悪わるモードなんだろうか。


　オレはイケない苦しさに身み悶もだえした。


　だって、後ろのほうは相変わらず刺激されてるんだ。中ちゆう途と半はん端ぱでやめられて、どうしろって言うんだろう。


「イキたい？」


　早瀬は舌で自分の唇をペロリと舐めて訊きいた。


「イキたいに決まってるだろうっ？　何で今日はそんなに意地悪ばっかりするんだ？」


　オレの目からはもう涙が零こぼれてしまっている。身体は突つっ走ぱしってるのに、無理やり道路が封ふう鎖さされたんだ。オレはその先に早く行きたいんだって。


　早瀬はそんな苦しそうにしてるオレを見ながら、微笑んだんだ。


「だって、廉太郎ばかり気持ちいいんじゃ、不公平だからね」


　そうかな。早瀬はいつだって、オレが気持ちいいと嬉うれしそうにしてるじゃないか。今日は違うのか。一体、何がしたいんだろう。


　オレはもう身体からだがガクガク震ふるえてるような状態なのに、これで平然と微笑んでいられるなんて、どういう神経してんだよ。


「は…早瀬……っ」


　オレはもうたまらなくなって、身体を起こして、早瀬にしがみついた。


「どうしたんだ、廉太郎？」


　早瀬は驚おどろいているみたいだけど、知るもんか。もうこのままだと、早瀬にさんざんおもちゃにされそうだったから、捨て身の攻こう撃げきで行くしかない。


「早瀬ぇ……。早くしてくれよぉ……。オレ…おかしくなっちゃう」


　オレだって、捨て身になれば、こんな甘あまえた声だって出せるんだぞっ。って、そんなに威い張ばれないけどさ。


　でも、オレの中にはまだ早瀬の指が入ってるし、しかもまだ動いてるし、身体がもうホントにおかしくなりそうなのは事実だった。


　これ以上、焦らされるのはもう嫌いやだ。


「仕方ないな。もっと廉太郎を感じさせてあげたかったのに」


　余計なお世話だって。オレはもう充じゆう分ぶん以上に感じてるよ。


　早瀬はちょっと溜ため息いきをついて、オレから指を引き抜ぬいた。そして、自分のズボンの前をくつろげると、立派に勃たち上がってるものを取り出した。


「君が好きなものだよ。入れてごらん」


　そう言うと、早瀬はオレを膝ひざの上に引き上げて、オレのそこにあてがった。


「オレが……入れるの？」


「腰を下ろせばいいだけだ。ちゃんと指でほぐしておいたから大だい丈じよう夫ぶだからね」


「あっ……」


　ちょっと入っただけで、オレは早瀬にしがみついて体重を支えた。


「怖こわがらなくていい。そのままゆっくり……ほら、大丈夫だろう？」


　早瀬はオレを上手うまく誘ゆう導どうしていく。気がついたら、オレは早瀬のものを奥おくまで飲み込んでいた。


「気持ちいいよ。廉太郎」


　早瀬の笑顔があまりに嬉しそうだから、何だか気き恥はずかしくて、早瀬の首にしがみついて顔を合わせないようにする。


「廉太郎は恥ずかしがりやなんだから」


　そう言う声も嬉しそうで、もう何だかいたたまれなくて、ますますギュッと早瀬の首にしがみついた。


　早瀬は機嫌よさげに笑うと、オレの腰を突き上げてきた。


「あっ……っ」


「私にちゃんと摑つかまってるんだよ」


　早瀬は優やさしい声で言って、オレの身体の奥のほうまでどんどん突いてくるんだ。


　たまらないよ……。


　身体の奥から熱くなって……熱いのにゾクゾクしてくる。その変な感覚が腰から上のほうに這い上がってきた。


　頭の中が真っ白になる。


　早瀬がそっと股こ間かんのものに触ふれてきた。さんざん焦じらされたそこは、早瀬の手の動きにすぐに反応する。


「あっ……あっ…んっ」


　オレは早瀬にしがみつきながら、一いつ生しよう懸けん命めいにイッてしまいそうなのを我慢していた。いや、もう、我慢する必要なんかないのは判わかってるんだけど。


　でも、もう少し……。


　もう少しだけ我慢していたら、もっとオレは気持ちよくなれるような気がした。


「はぁ……あっ……」


　早瀬の動くスピードが速くなっていく。早瀬も我慢できなくなってきたんだ。


　そう思うと、オレの身体ももっと熱くなってくる。


「あ……もうっ……」


　オレは早瀬にしがみついたまま、イッてしまった。


　ほどなく早瀬もオレの中で達する。オレ達は何となくそのままの格好で抱だき合っていた。


　早瀬にさんざん焦らされて疲つかれたというのもあるけど、すごく気持ちよくて、何だかこのまま余よ韻いんをずーっと楽しみたいような気分だったんだ。


　早瀬も動かないから、きっとオレと同じ気持ちなんだと思う。けっこう早瀬って、終わったら、さっさと後始末なんかするタイプだからさ。


　やがて早瀬はオレを膝から下ろした。


「今日の廉太郎は激しかったね」


　そういう言い方をされると、ちょっとムカッとくる。だって、それじゃ、オレだけが楽しんで、早瀬はそれほどでもなかったって感じじゃないか。


「早瀬だって、よかったんだろう？」


「もちろん。当然だね。廉太郎の中は熱くて柔やわらかくて、いつも私を優しく包んでくれるんだ。それが気持ちよくなくて、何がいいと言うんだ？」


　オレはそんな質問には答えられなかった。入れられたことはあっても、入れた経験はない。いや、今のところ、入れてみたいとは思わないけどさ。


「でも、ちょっとね……」


　早瀬は何か引っかかるようなことを言った。


「何だよ、不満があるならはっきり言えよ」


　そういうもったいつけたようなことを言われると、嫌なんだよな。早瀬らしくもないしさ。


「そうだね。はっきり言うと、私はまだ足りない」


　オレはその瞬間、自分がわざわざ訊いたことを後こう悔かいした。そんなこと、はっきり聞きたくなかった。いや、はっきり言わなくたって、早瀬のことだから、もう一回したいと思えば、無理にでもしてしまうだろう。


　そういう男だ。理事長室でだってエッチしてしまうような奴やつなんだから、自分の部へ屋やなのに、遠えん慮りよなんかするはずがないじゃないか。


　でも……。


　オレはもう嫌だった。理事長室でもやったのに。もう二回もしたんだよ。まだやろうなんて、何を考えてるんだよ。


「えーと……オレはもう帰らなくちゃ。夕食の時間過ぎてるし」


「廉太郎……」


　早瀬が甘い声でオレの名を呼ぶ。


　やめてくれよ。そんな声にはめちゃくちゃ弱いんだよ、オレは。


「夕食なら、ここにもある。お腹なかが空すいたなら、先に食べてもいいよ」


　早瀬のキッチンには、家政婦さんが作っておいてくれた食事があるはずだ。量がけっこうあるから、半分に分けたっていいって、早瀬はよく言ってる。


「でも、母さんが……」


「お母さんには私から電話しておくよ。君のお母さんは優しいから、私が一人で食べるのは淋さびしいからって言えば、そういうことだって許してくれるはずだ」


　いや、それは母さんが優しいからじゃなくて、早瀬に甘いからだ。


「ねえ、廉太郎。私は本当に淋しいんだ。しばらく廉太郎とは会えなかっただろう？　私は毎日一人でこの部屋で過ごしてきたんだよ」


　そう言われると、オレはどうにも弱い。それが早瀬の手なんだと判っていても、早瀬がこの部屋で一人暮らししているのは事実だから、たまには淋しくなったって不思議はない。


　それと、早瀬の身体が物足りないのは、完全に別のことなんだけど。


　でも、身体をつなげれば、精神的満足感が得られるんだってことは、オレにもよく判る。単なる性欲の問題じゃなくて、そういう意味で早瀬は物足りないと言ってるのかもしれなかった。


　オレはとりあえず早瀬から身体を離はなした。


　だってさ。


　性欲の問題でなけりゃ、仲良く食事とかしてるうちに、満足してしまうかもしれないじゃないか。それでも、まだ不満だって言って、早瀬がごねるなら、オレもちょっと考えてやってもいいし。


　とにかく、ベッドで早瀬と身体からだをくっつけてたら、早瀬はまたその気に突とつ入にゆうしてしまう確率が高いと思うんだ。


「どうして廉太郎は私から離れるんだ？」


　早瀬はジロリとオレを見た。


「えっ、気のせいだよ。それより、母さんに電話してくれないかな。早瀬とゆっくり食事なんかしたいし」


「何だ。廉太郎はまだ帰らないんだね？」


　早瀬はこれからいちゃいちゃすることを考えてるのか、ちょっとスケベそうな顔になって微笑ほほえんだ。


　その目がいやらしいんだって。


　早瀬は後始末をすると、上じよう機き嫌げんで母さんに電話をかけに、リビングへと移動した。オレは脱ぬがされた服を元どおり身に着けながら、どうやって早瀬の猛もう攻こうを切り抜ぬけられるかを考えた。








　結局、オレは早瀬のマンションで２ラウンドに持ち込まれてしまい、かろうじて家に帰ることだけはできた。


　身体がガタガタになってしまって、帰って寝ねるくらいしかできなかったけどね。風ふ呂ろは……早瀬の家で入ってしまった。まあ、そもそも、早瀬の口車に乗って、入ってしまったことが敗因だったわけだ。


　それでも、帰り際ぎわに早瀬の心底満足そうな顔を見たから、もう何でも許せてしまうかな。何だかんだ言ったって、オレは早瀬のことが好きなんだ。


　翌日。オレはちょっぴり痛む身体を引きずって、学校へと行った。


　今日は、早瀬は忙いそがしいと言っていたから、突とつ然ぜん、理事長室に現れて、オレを呼び出すなんてことはしないと思う。


　と思ったら、今日の昼休みには、諒に呼び出されてしまった。


　早瀬がさんざん諒に気をつけろとか言っていたのを思い出す。でも、諒は何か悩なやみがあったみたいだから、それを聞いてあげなくちゃいけないよな。昨日、早瀬がやってきたせいで、諒の話を聞いてやれなかったから、心残りだったんだ。


　生徒会室のドアを開けると、いつものように諒はパソコンの前に座すわっていた。いや、パソコンには電源が入ってないから、本当にボンヤリ座ってただけだ。


「昨日は悪かったな。早瀬が来るとは思わなくて」


　オレがそう言うと、諒は少し笑った。


「まさかお茶を持って、入ってくるとは思わなかったけどね」


　確かに。思い出すと、笑える格好をしていたよ。スーツを着てるのに、湯飲みの載のったお盆ぼんを持ってたんだから。


「あれから、あの人の機き嫌げん直すのは大変だったろう？」


「まあね。ワケの判わからないことを言ってごねるから。諒があそこにいたのを見て、テリトリーを侵おかされたような気分だったらしい」


　諒はふっと笑って、前まえ髪がみをかき上げる。


　そういうところを見ると、早瀬に似てるなあって思うよ。顔もものすごく整ってるし、黙だまってると、人形か何かみたいに綺き麗れいだよな。


　オレは諒の隣となりに腰こしかけた。


「でさ。昨日の続きなんだけど……。オレに話す気ない？」


　諒はちょっと黙っていた。そして、しばらくして口を開いた。


「大したことじゃないんだ。でも、廉太郎には話しておくべきかなって思う。あいつは廉太郎の友達なんだしさ」


　諒はよく早瀬のことを『あいつ』って呼ぶけど、この場合は違ちがう『あいつ』らしい。オレの友達で、諒に『あいつ』って呼ばれる奴は……。


　そういえば、諒は篤志のことを話そうとしていたんだったな。


「篤志が何かしたのか？　いや、昨日、ここに篤志が来たとき、ちょっと変なノリだなあとは思ったんだけど」


「迷めい惑わくなんだ。あいつが僕ぼくにまとわりついてくるから」


　諒は眉まゆをひそめてきっぱりと言った。


「まとわりつくって……？　昨日、諒と篤志はけっこう仲良しになったのかなって……」


「仲良し？　冗じよう談だんじゃないね。誰があんな奴なんかと！」


　何もそこまで吐はき捨すてるように言わなくてもいいじゃないかと思う。一応、篤志はオレの幼友達で親友なんだからさ。


「あー、でも、あいつ、いい奴なんだよ。諒とは性格的に合わないのかもしれないけど……。篤志は諒のこと、けっこう気に入ってるふうだったのに」


「そこが問題なんだ！」


　諒はオレの手をいきなり両手でギュッと握にぎった。


「は？　どこが問題なんだ？」


「つまり、あいつが僕を気に入ってるらしいってことがだ。あいつ、この頃ごろ、やたらと僕のクラスに入り浸びたるんだよ」


　オレはよく判らなくて、首をかしげた。


「何で篤志が諒のクラスに入り浸るんだろう？」


「そんなこと、僕が訊ききたいね。実際、訊いてみたけど、適当にごまかされるしさ。僕はあいつと話したくなんかないんだよ。それなのに、何の目的か知らないが、毎日毎日、僕の前に現れて……」


　確かに篤志がそんな行動を取るなんて怪あやしいよな。とはいえ、篤志って、そういう変なことをする奴やつだったかな。確かにちょっと変わり者ではあるけど、一体、何を考えて、そんなことをしてるんだろう。


「オレ、篤志に探りを入れてみようか？」


　そう言ってみると、諒は急に気持ちが冷めたように、オレの手を離した。


「いや……。廉太郎はどうせすぐに丸め込まれるから」


　ムッ。何で人を役立たずみたいに言うんだ。


「オレは篤志と長い付き合いだからな。あいつの考えてることくらい、話してれば、ちゃーんと判るんだ」


　ちょっと風ふ呂ろ敷しき広げすぎというか、ホントのこと言えば、篤志はオレの手におえない奴だ。でも、オレが真しん剣けんに話したことは、ちゃんと受け止めてくれる。そして、真ま面じ目めにオレと向かい合って、話してくれるんだ。


　そういう奴だよ、篤志は。変人に見えるけど、すごくいい奴なんだ。


「廉太郎はあいつのことが気に入ってるんだ？」


　諒は冷たい声で言った。


　えっ、もしかして、諒は怒おこってる？


　でも、どうして怒るんだ。オレと篤志は親友なんだし、気に入るも何もって関係だ。もちろん特別な関係にはないことくらい、よく知ってるだろうし、どうしてオレが篤志を気に入ってるからって、諒が怒るんだろう。


「あのさ、諒……」


　オレの言葉を遮さえぎるように、諒は話し始めた。


「あいつってさ、もしかしたら、僕のクラスの誰かに気があるんじゃないかと思うんだ。それで、同じクラスの僕に親しげに振ふる舞まうことで、うちの教室に入り浸ろうっていう魂こん胆たんじゃないかな」


「えっ？　篤志が？」


　それは意外だ。いや、篤志だって恋こいくらいする。何しろ、このオレのことが幼よう稚ち園えんの頃からずっと好きだっていうくらいだから。


　オレと早瀬がくっついて、篤志は別の恋をしたんだろうか。


「それならいいことじゃないか。もしそうなら、オレはおめでとうって言ってやりたいな」


　失しつ恋れんはしたことないけど、早瀬と喧けん嘩かして冷たくされる度たびに、オレは胸が痛くなるような想おもいを味わってきた。だから、本当に失恋したら、すごくつらいと思うんだよ。オレと篤志、そして諒とも、友達付き合いしてるけど、つらいのはつらいんじゃないかな。


　だったら、新しい恋をして、ウキウキしたような気分になってるなら、オレは本当に祝福してあげたい。


「廉太郎は何を言ってるんだ！　僕はそのために犠ぎ牲せいになってるかもしれないんだぞ！」


　諒はオレの答えが気に入らなかったみたいだ。すっかり腹を立てている。


「いや、でも、それは訊いてみないと、篤志が本当に諒のクラスの誰かに恋してるかどうか、判らないんだろう？」


「決まってるさ。あいつ、うちのクラスに来るときは、やたらと機嫌がいいんだ。ヘラヘラ笑って、僕に声をかけてきて……。諒って勝手に呼ぶし、親しい友達みたいにくっついてくるし……そんなの、おかしいじゃないか？」


「うーん……それって、おかしいかなあ」


　単に、篤志が諒と友達になりたいと思っているってことも、考えられる。それなら、諒の名前を呼び捨てにしたり、くっついてきたり、クラスに入り浸ったりってことも、別に不思議はないような気がする。


　うん。そうじゃないかな。諒以外に目当てがいるというより、そっちのほうがあり得るよ。　ひょっとしたら、オレと早瀬のことで、二人が手を組んだことがあったから、それで意気投合した（篤志だけそう思い込んだ）ってことなのかも。


　何だ、別に大したことはないじゃないか。


「諒はちょっと大げさなのかも」


　口を滑すべらせてそう言った途と端たん、諒はガタンと大きな音を立てて、立ち上がった。


「廉太郎なんか嫌きらいだ！」


　何だか小学生みたいな捨すて台詞ぜりふを吐いて、諒は生徒会室を飛び出していった。








　諒を怒らせてしまったオレは、諒のクラスまで追いかけていって謝あやまったんだけど、許してもらえなかった。


　謝ってるんだから、少しは機嫌を直してもよさそうなのに。やっぱり諒は早瀬と似たところがあるかもしれない。


　とはいえ、オレが悪いんだから、篤志がどういうつもりなのかをひとつ探さぐってみようと思った。諒には役立たずのように言われてしまったけどさ。オレだって、その気になればやれるってことを見せてやらなくちゃ。


　放課後、取り立てて用もない生徒会室に顔を出しにくくて、篤志の所属する化学部が活動しているという化学実験室へと行ってみた。が、篤志は、作りかけの飛行機が家にあるから、家で活動してくると言って、もう帰ってしまったらしい。そもそも、化学部で動力飛行機を作るのに精を出す篤志も変なんだけどさ。


　というわけで、オレは久しぶりに篤志の家を訪ねてみた。


　前に来たときは、早瀬や諒のことで悩なやんでいた時期だった。早瀬がオレの気持ちを誤解してエッチするし、諒はオレのことが好きだって言うし、しかも二人は兄弟でワケありだったというおまけ付きの複雑さだったんだ。オレはもう頭の中が混乱してしまって、篤志に頼たよるために、ここに来たわけだ。


　でも、その結果、篤志までもがオレを好きだって言い出して、問題は余計に複雑になったんだけどね。


「よお、廉太郎。めずらしいな。何か悩みでもできたか？」


　篤志は玄げん関かん口で訪ねてきたオレを見て、そういう冗談を言った。


　やっぱり妙みように上じよう機き嫌げんだな。浮うかれてるっていうかさ。恋って、こういう状態になるんだろうか。オレは早瀬と恋人だけど、こんなにハイな感じにはなったことがないような気がする。


「何だ？　俺おれの顔をじろじろ見て」


「いや……。ちょっと話があるんだが、上がっていいか？」


「ああ、いいぜ。おまえの好きなせんべいを出してやる」


　オレは二階にある篤志の部へ屋やへと行って、ベッドを背もたれ代わりにして、絨じゆう毯たんの上に座る。ここが篤志の部屋でのオレの指定席みたいなもんだ。


　篤志が後からせんべいとお茶を持って、部屋に上がってきた。


「あ、何か、この前のことを思い出すなあ」


　あのときも篤志は同じせんべいを出してくれたんだ。


「うちの母親が好きでね。何なら、もう一袋ふくろあったから、持っていくか？」


「いや、いいよ。篤志のお母さんが自分で食べるために買ってきたんだろうし」


　ていうか、せんべいは好きだけど、そういう話をしにきたわけじゃないんだ。


　篤志はオレの隣となりに座った。これも前のときと同じだ。


「思い出すな。この前、おまえがここに来たときのこと」


　篤志もオレと同じことを考えていたんだ。


「あのとき、俺はおまえにキスをしたっけな」


　篤志はオレの顎あごに手をかけた。目が笑ってるから、冗じよう談だんなんだろうけど。


「こうして俺の部屋に来たってことは、また廉太郎にキスしてもいいってことかな？」


「そんなわけはないだろっ。オレはおまえのことを親友と思ってるんだから。親友とキスする奴なんかいるのか？」


「まあ、世の中広いから、いないとは言えないだろう」


　そんなことを真剣に言うなよ、頼たのむから。


「あのさ、篤志……」


　オレは篤志の変な冗談に付き合うつもりはなかったから、さっさと本題に入ろうと思ったが、どう話を切り出していいか迷ってしまって、出されたお茶を一口すすった。


　ああ、こんなことじゃ、諒にまた役立たずみたいに言われてしまう。ちゃんと篤志がどういうつもりなのか、訊きかなくちゃ。


「何だ？　本当に何か困ったことでも起こったのか？」


　篤志は今度は真ま面じ目めに言った。さっきの浮かれた篤志じゃない。


　オレは自分がよく知ってる篤志に戻もどってくれたようで、ホッとした。


「困ったことっていうかさ……。おまえ、諒のクラスに入り浸びたってるってホントか？」


「ああ。本当だ」


　篤志はあっさりと答えた。


「諒が嫌いやがってたぞ。おまえが馴なれ馴なれしく名前を呼んだり、声をかけてくるって」


「そうか？　イヤよイヤよも好きのうちって言うからなあ」


　何だかズレたことを篤志は言う。


「諒と篤志はそういうのには当てはまらないだろ。それって、二人の間に恋れん愛あい感情みたいなのがないと、成立しないたとえじゃないのか？」


「俺は諒のことが好きだぞ」


「……え？」


　あんまりあっさり言うから、オレはもう少しで聞き流してしまうところだった。


「えーと……まさかと思うけど、そういう意味で？」


「そういう意味って、どういう意味だ？　俺はあいつが気に入ってるんだ。前は廉太郎を挟はさんだライバルだったから、いろいろあったが、今は関係ないからな」


　だ、だから、どういう意味なんだってば。気に入ったって、一言で言ってもいろいろあるよな。普ふ通つうはどっちも男なんだったら、そんなことで悩まなくてもいいんだけど、篤志はオレのことが好きだったんだし、次に好きになるのが男でもおかしくない。


　オレがドキドキして、あれこれ考えていると、篤志は謎なぞの笑みを浮かべた。


「廉太郎が理事長とくっついてから、あいつと話すようになったんだな。ほら、失恋した同士ってやつでさ。話してるうちに、何ていうか、意外と可愛かわいい奴だったんだなあって判わかってきたんだ」


「そ、そうなんだ……」


　ということは、やっぱり、そういう意味なのか。


「あいつをベッドに引きずり込んで、押おさえつけたら、どんな顔するんだろうなあ。想像しただけで、ゾクゾクしてくる」


　まさか篤志がそこまで考えているとは。


　オレはビックリして篤志の腕うでを摑つかんだ。


「それだけは本当にするなよっ。もしするなら、諒の了りよう解かいをちゃんと得てからだ」


　オレの剣けん幕まくに、篤志は驚おどろいたような表情をしたけど、すぐに笑い出した。


「冗談だ。というか、それくらい想像するだろう？　男ならさ」


「えっ……そうなのか？」


　オレは早瀬を押し倒たおしたいと思ったことはないぞ。だから、そんな場面、想像したこともない。そもそも、早瀬って、オレが押し倒したら喜びそうだよ。


「まあ、おまえは例外かな」


「何だよっ、それ！」


　まるでオレが男の仲間には入らないような言い方はするなよ。いくら早瀬とは割り切って付き合ってるつもりのオレだって、傷つくぞ。


「まあまあ。廉太郎は奥おく手てだという意味だ。実際、理事長に巻き込まれるまでは、本気の恋こいなんかしたこともなかったんだろう？」


「そりゃあそうだけど……」


　でも、巻き込まれるって一体何なんだ。表現としては、なるほどピッタリって思うけど、人の恋人を捕つかまえてそれはないだろう。


　一応、オレだって、早瀬のことが好きなんだからさ。


「とにかく、今のところ、諒は篤志がくっついてくるのが嫌みたいなんだ」


　そういうことを篤志に言うのもナンだけど、はっきり言わないと、諒が困るだろうし、篤志だって、諒の気を引くのにこの手がダメだってことを判れば、他ほかに方法を考えられるわけだ。


「だが、嫌がりながらも、けっこう俺のことが気になってるって感じだぞ」


「そうかなあ……」


　篤志の気のせいじゃないかって思うけど、オレは昨日の生徒会室での現場しか見てないから、何とも言えない。篤志がそう思うなら、そうなんだろうか。


「俺はあいつの気の強そうなところがいいな。プライド高そうで傷つきやすそうなところを見てると、土足で踏ふみ込んで無茶苦茶にしてやりたくなる」


　ゲッ。篤志ってそういう趣しゆ味みだったんだ……。人は見かけによらないよな。いつもは冷静なのに。


「ま、おとなしくなったら、優やさしくして可愛がってもいいな。どっちにしても、反応が面おも白しろいだろうから、楽しめそうだ」


「篤志、本当に無理やりに…なんて、するなよ？　冗談なんだよな？」


　オレは篤志の言うことが怖こわくなって、念を押した。


「ああ。心配するな。俺はいつも理性的だ」


　篤志の断言に、ちょっとホッとする。


　そうだよな。篤志が諒に無理やりエッチするなんて、そんなことないはずだ。うん。とても想像できないしさ。


　ふと、篤志はオレの肩かたに手を回した。


　一いつ瞬しゆん、緊きん張ちようしたけど、それ以上、何もしそうにないから力を抜ぬく。


　友達にそういう変な気を遣つかわなきゃならないなんて嫌なんだけど、篤志が突とつ然ぜん、衝しよう動どう的てきにならないとは限らないわけだから。


　篤志はふっと笑って、オレの髪かみを撫なでた。


「俺おれは……廉太郎のときは、ただ見守ってるだけだった。おまえのすることを黙だまって見ていて、自分では何て大人おとななんだと思っていたけど、あの強引な理事長に持っていかれてしまってさ……。見守ってるだけじゃダメなんだって、悟さとったんだ」


　だから、諒にはちょっかいをかけるのか。自分の気持ちに気づいてほしいから。


「だったら、はっきり好きだって言ったほうが、諒も混乱せずに済むんじゃないかな。同じクラスの誰だれかに気があるんじゃ…って言ってたぞ」


「あ、それはマズイな」


　篤志はオレの髪から手を離はなして、腕組みをすると、何か考え込み始めた。


「……そうだ。廉太郎、俺に協力してくれないか？」


「えっ、オレ？」


「そうだ。おまえだ。長年付き合ってきた親友の俺の頼みくらい聞いてくれるよな？」


　そういうことを言われると、断れないじゃないか。


　でも、諒の気持ちも確かめないと、気軽に協力するなんて言えない。だってオレの立場ってもんもあるじゃないか。オレは篤志の友達であると同時に、諒の友達でもあるんだから。


「とりあえず、諒の気持ちを訊いてみるよ。それで脈がありそうなら、協力するけど、そうじゃなかったら……」


「おまえの判断は当てにならないからなあ」


　篤志が頭をかきながらボソッと言った。


「どういう意味だよっ？　オレが信用ならないっていうことか？」


「いや、そうじゃなくて。おまえ、あんまり人の心の機き微びとか判らなさそうだから。恋愛面になると、もっと判らないんじゃないのか？」


　あっさり言われて、オレは反論できなかった。


　確かにそうなんだ。だけど、早瀬という恋こい人びとと付き合ってるのに、人の心の機微が判らないとまで言われるなんて、ショックだった。


　しかも、恋愛面での判断が当てにならないと言われるとは……。


　たとえ本当のことだったとしても、面と向かって言われると、やっぱり腹が立つよな。


　オレはお茶を飲み干して、せんべいを何枚か手に取った。そして、パッと立ち上がる。


「じゃあな！　ごちそうさま！」


「おい、怒おこったのか？」


　篤志はマイペースだから、こういうときでも驚いた顔なんかしないんだ。まあ、そこが頼たのもしいって言えば、そうなんだけど、こういう場合にはあまり嬉うれしくない。


「そんなに諒が気に入ったなら、告白でも何でもしろよ。オレなんか、どうせロクに役にも立たないからな！」


　ホント。諒からも篤志からも役立たず扱あつかいされるなんて。


　結局、二人の仲に首を突つっ込もうとしたオレが悪いんだよ。二人のことは二人で解決しろって。だいたい、こんなの、お互たがい自分の思ってることを話せば済むことじゃないか。


「じゃあ、コクってみるか……」


　篤志は呑のん気きにそう言った。


　人の心の機微に疎うといのは、一体、誰なんだろうね。








　その夜。早瀬から電話があった。


　早瀬は何も用がなくても電話してくる。あんまり電話されると、家族の手前、ちょっと困るから、オレは早瀬に三日にいっぺんくらいならかけてもいいと言い渡わたしていた。


　だって、みんなは、オレと早瀬のこと、ただの模型友達だと思ってるんだ。いやまあ、そりゃあ、一いつ緒しよに遊園地に行ったりしてるわけだけど、それでも年の離れた友達だと思ってるのに、毎日電話なんかしてたらおかしいだろう。それが許されるのは、恋人だけだよな。


　携けい帯たい電話なんか持ってないから、必然的に電話規制ということになる。とはいえ、オレも早瀬に三日にいっぺんくらいは電話をかけろって言われてるから、合計すると、けっこう電話で話してることになる。


　もっとも、電話ったって、そんなに話すこともないんだけどさ。早瀬は学校であったことなんか聞きたがるから、そういうことを話してるかな。


　そんなわけで、今晩の電話は、諒と篤志へのグチがメインだった。こういうことを早瀬に話しても仕方ないけど、他に話す相手もいないしさ。


　何しろ、諒も篤志も男だから。男同士で好きだのベッドに押し倒したいだのって、そういう話を他の友達とはとてもできない。


「ほう。あいつが諒をね……」


　早瀬は何か面白いおもちゃを見つけたときのような声を出した。


「あ、でも、諒を揶揄からかったりするなよ。まだそういう段階じゃないんだから」


「しかし、山之内篤志か……。廉太郎だけじゃなく、私の弟に目をつけるなんて、趣味のいい奴やつだね」


　オレは一瞬何と返そうか迷ってしまった。そういうのって、趣味がいいって言うのか。いや、それより、自分の弟が男に好かれていて、しかも狙ねらわれてるのに、そういうコメントをするのか。


　早瀬だから仕方ないのかもしれないけど……。


「早瀬は諒のこと、弟としてどう思ってるんだよ？」


「……弟として？　いや、単なる弟だと思っているけど」


「単なる弟って何だよ？　やっぱり可愛かわいいとか、兄としてそういう感情はないわけ？」


　早瀬の言い方だと、ずいぶん冷たい気持ちしかないみたいで、オレはついカチンときて、そう言ってしまった。


　はっきり言って、余計なお世話なんだけどさ。


「何しろ、長いこと離れて暮らしていたからね。実を言えば、私は母親に連れられていった諒が、ずっと羨うらやましかったんだよ。今はもうそんなふうに思わないが、以前はすごく意識していた。ライバルのような感じかな」


　諒って、ライバルだったのか……。


　だから、オレが諒と一緒にいたのをあんなに怒ったのかもしれないな。


　諒の側も早瀬に対しては複雑な思いがあるみたいだけど、早瀬のほうだって、表には出さなくてもいろいろあるんだろう。


「ごめん。変なこと言って……」


　オレは電話機に向かって頭を下げた。


「どうして謝るんだ？　廉太郎はそんな変なことを言ったかな？」


　早瀬は不思議そうな声を出して、そう言った。


　こういう小さなことに気づかないのも、早瀬のいいところだ。オレはホントにそう思う。いろんな誤解を積み重ねて、オレをとことん翻ほん弄ろうさせてくれるけど、それでも、オレが無神経なことを言ったのに、それに気づかないほど鈍感なのはこの場合ありがたかった。


「それはそうと、廉太郎。次の土曜はデートできるかな？」


「大だい丈じよう夫ぶだよ。早瀬は？」


「もちろん一日中、廉太郎のために時間を使える」


　単純だけど、オレはそれを聞いて、そのへんを駆かけ回りたいくらい嬉しくなった。早瀬は忙いそがしいから、土日であろうと、会えないときがある。いや、たとえ毎週会っていたとしても、早瀬と会えるのは楽しみだよ。


　もちろん、理事長室でエッチってのは、また別の話だけどね。できれば、早瀬と会うのが外なら、もっと嬉しいんだ。マンションでエッチするのもいいんだけど、それだけだと、エッチのためだけに付き合ってるみたいだからさ。


「そうだ。久しぶりに遊園地にでも行こうか？」


　早瀬はオレの機き嫌げんを取るような声を出した。


「そうだな。天気予報では晴れだって聞いたし、ちょうどいいかもしれない」


　オレは『やったー！』と叫さけびたいのを堪こらえて、気取った言い回しをしてみた。本当は早瀬に対して本心を隠かくす必要もないんだけど、無邪気に喜んでいるところを見せて、子供っぽいと思われるのも悔くやしい。


「天気予報？　わざわざ調べたのかい？」


　早瀬が揶揄うような調子で言う。


「次の土曜って、あさってじゃないか。調べなくても、テレビの天気予報の人が勝手に言ってたんだ！」


　言い訳じみていて、どうもおかしい。早瀬と顔を合わせて話してるとそうでもないけど、電話だと、訳もなく背せ伸のびしてしまうことがある。


　いや、訳もなくってことはないか。早瀬が年齢差を考えて、ヤキモキするのと同じように、オレも早瀬の年齢に追いつきたくなるんだ。それは絶対無理なのに。


　オレも早瀬に子供っぽいとか、文句なんか言えないなあ。オレだって、充じゆう分ぶん、子供だよ。


「早瀬……オレ……」


　受話器の向こうからクスッと笑う声が聞こえた。


「天気予報が当たるといいね。私は廉太郎と遊ぶのが楽しみでならないから」


「うん……。オレも…楽しみにしてるからっ」


　電話なのがもどかしい。けど、オレの気持ちは早瀬に伝わったと思う。


　今すぐにでも会いたいくらい、早瀬のことが好きなオレの気持ちが。


　オレは早瀬としつこいくらいに何度も土曜の約束をしながら、電話を切った。








　翌朝。オレは学校に行くと、諒のクラスに直行した。


　早起きの諒はもう来ている。


　昨日、嫌きらいだなんて言われて、謝っても許してくれなかったから、何となく顔を合わせにくいんだけど、このままにしておくわけにもいかない。どっちみち、生徒会活動で顔を合わせるわけだし、それだったら、今のうちに仲直りしていたほうがいい。


「諒！」


　まだ人が少ない教室に勝手に入って、自分の席で本を読んでる諒に声をかけた。


　諒は顔を上げる。オレを見て、いつもなら笑みを浮うかべるところだけど、今日はムスッとしていた。


　自分の気持ちに正直というか何というか……。


　そういうところが早瀬と似ていて、ちょっと可愛いなんて思ってしまった。


「昨日はごめん。諒の言うことを真しん剣けんに聞かなくて」


　顔を合わせた途と端たんに謝あやまると、諒はやっと機嫌を直したのか、微笑ほほえんでくれた。


「僕こそ、意地張ってごめん。廉太郎はやっぱり僕の味方だよね？　でさ、昨日、いろいろ考えたんだけど、あいつが来たら、もっと突つっぱねるべきじゃないかって……」


　オレはいきなり返答に困ってしまった。


　諒の機嫌を取るためには、ここでウンと言っておきたいところだけど、もしそんなことをしたら、篤志に恨うらまれそうだ。


「えーと、でも、一応、篤志にどういうつもりなのか訊きいたら？　何かちゃんと理由があるかもしれないし」


　諒はオレの返事がお気に召めさなかったらしい。スッと顔から微笑みが消える。


「訊いたって言っただろう？　あいつは適当にはぐらかすんだって。もういいよ。訊かなくても」


「あ、でも……」


　篤志は諒に告白するつもりらしいし、そのチャンスを潰つぶすわけにもいかない。かといって、オレがここであっさり篤志の気持ちを代弁してやるわけにもいかないしなあ。そんなの、篤志にも諒にも迷めい惑わくだと思うし。


「いいよ、もう！　廉太郎はそうやって、あっちにもこっちにもいい顔してればいいんだ！」


　あまりといえば、あまりな言われようだ。まるでオレがどっちつかずのコウモリみたいじゃないか。


「オレは篤志とだって、諒とだって、友達なんだから仕方ないだろう？　別にどっちにもいい顔したいわけじゃなくて、どっちも好きだから、できれば二人とも仲良くしてほしいだけだ」


「あの人のことだって、そうじゃないか！」


　諒は思いっきりヘソを曲げたように、オレを睨にらみつけた。


　あの人といえば、早瀬だ。篤志のことよりも、諒にとっては、早瀬のことのほうが気になるのかもしれない。


　でも、オレはそれをどうフォローしていいか判らなくて、途と方ほうに暮れてしまった。早瀬だって、諒だって、篤志だって、オレはそれぞれと付き合っていたいよ。諒が他ほかの二人を批判したからって、オレは一いつ緒しよになって批判するわけにはいかない。それがどっちにもいい顔してることになるんだって言われても、それをやめるわけにもいかないじゃないか。


「ごめん……。全面的に諒の味方になってやれなくて。でも、オレは早瀬も篤志もいい奴やつだって思ってるし、頭から嫌わないでやってほしいんだ」


　静かに話しかけると、諒もようやく頭に昇のぼっていた血が下がってきたみたいだった。


「僕こそ、悪かった。僕だって、人に廉太郎の悪口を言われたら庇かばうよ。もしかしたら、それと同じことなのかなって、今、思った」


　やっとオレの気持ちが判ってくれたかと、嬉うれしくなる。


「うん……そうだね。篤志はホントにやな奴じゃないよ。実はさ……昨日、あいつの家へ行って、ちょっと話したんだ」


　それを聞いて、諒の眉まゆがひそめられた。


「廉太郎、あいつの家に行ったんだ……？」


「うん。まあ、ちょっとだけな。でさ、諒にちょっかいかける訳も訊いてみたんだ。やっぱり、このクラスの誰かに気があるとかじゃないよ。まあ、詳くわしくは本人がちゃんと話すって言ってたけど。だから、そのことだけでも、聞いてやってくれないか？」


　ああ、これじゃ、二人の仲を取り持ってるみたいだよな。でも、肝かん心じんなことは、篤志が話すわけだし、それで諒がどう判断するのかは自由だよ。


「ねえ、廉太郎……。あいつの家で何もなかった？」


「何もって？　せんべいとお茶を出してくれたけど」


「前にそこでキスされたんだろう？」


　オレはビクッとして、周囲を見回した。幸い、誰だれにも聞こえてないようだ。


「諒、ここは教室だぞ。滅めつ多たなことは言うなよ」


「ああ、ごめん。でも、気になってさ。どうなんだ？」


「別に何もないよ。していいのかって訊かれたけど、それはただの冗じよう談だんだしさ」


　オレは笑いながら言ったけど、諒の眉はひそめられたままだった。


「あいつって、やっぱり油断がならない奴なのかも……」


「えっ、どうしてだよ？　いい奴だって。あれでなかなか頼たよりになるんだよ。相談事なんか、真剣に聞いてくれるし」


　そう言ってるうちに、諒の表情はだんだん強こわ張ばっていった。


　褒ほめたらマズイんだろうか。嫌いやなんだろうか。でも、篤志の告白のこともあるから、下準備も兼かねて何かフォローしておいたほうがいいかな。


「あのさ、諒。篤志とは幼よう稚ち園えんのときからの付き合いだけど、ホンットに悪い奴じゃないんだ。一度、偏へん見けんを捨てて、付き合ってみれば判るって」


「もういい！　悪いけど……本当に悪いと思うけど、オレはあいつの話を廉太郎から聞くのは、ムシズが走るほど嫌なんだ」


　そんな……。


　そこまで嫌がらなくても。


　もしかしたら、オレがしたことは間ま違ちがいだったのか。オレが篤志を褒めれば褒めるほど、諒には気に食わないのかも……。


　もし篤志が告白してフラれたら、それはオレのせいかもしれない。


「廉太郎、そろそろ自分の教室に戻もどってくれないかな」


　諒は冷たくそう言うと、さっきまで読んでいた本に目を向けた。


　これ以上、オレと話す気はないらしい。オレも何かフォローをしなきゃと思いつつも、何をしたらいいか判らない。


　ゴメン、篤志っ。


「放課後は生徒会室に来いよ。なあ？」


　冷たい表情になってしまった諒に、オレはそう言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。








　放課後。オレはどうも気になって、生徒会室に行く前に諒の教室を覗のぞいてみた。


　諒の席に鞄かばんはあるけど、本人がいない。どこかに行ってるんだろうか。


　オレは先に生徒会室に行って、諒が来るのを待っていたが、なかなか来ない。いや、来るとは決まってないけど、来てほしかったんだ。これ以上、諒との関係に変なヒビみたいなものを入れたくなかったし、諒だって同じ気持ちのはずだって思うからだ。


　オレはもう一回、教室に行ってみた。でも、相変わらず鞄はあるけど、本人だけがいない状態だったんだ。


　まさか、篤志がどこかで諒にコクってるとか。


　その可能性は確かにある。いくら篤志が教室に入り浸びたっていたからって、告白を教室内ではしないだろう。


　オレは篤志がいそうな場所を思い浮かべた。


　実験室……とか。まさかと思うけど、あり得る。化学部は毎日活動してるわけじゃないんだ。いつが活動日かっていうのは、ちょっと忘れたけど、今日がそうじゃないなら、告白する場所にしてるかもしれない。


　実験室なんかムードの欠けらもないけど、そういうのは気にしない男だからな。


　オレは実験室に行ってみた。


　戸に手をかけたところで、何か言い争うような声が聞こえてきた。


　諒の声だ！


　オレは思わず戸を開け放した。


　諒は確かにいた。篤志もいた。でも、二人は普ふ通つう実験室ではしないようなことをしていたんだ。


　目の前で二人はキスしていた。いや、その表現は正しくないよ。篤志が無理やり諒を実験台の上に押おさえつけてキスをしていたんだ。


　ど、どうしようっ。


　見ないふりをして、戸を閉めるべきか。それとも、篤志を止めるべきなのか。


　そもそも、諒はホントに嫌がってるのか。そうじゃなくて、これからイイところに突とつ入にゆうしていく場面なのか。


　知らない奴なら放っておくけど、どっちも友達なんだ。見殺しにするとマズイし、かといって、邪じや魔まをしたって恨うらまれるのも嫌だ。


　わずかな時間だけど、オレは頭の中でいろんなことを考えたよ。すぐに諒が篤志の手から逃のがれて、その頰ほおを思いっきり叩たたいていたけど。


「二度と僕ぼくに近づくな！」


　諒はそう怒ど鳴なると、オレのほうをちらっと見た。目に涙なみだが溜たまっていて、オレはこんな諒を見たのは初めてだった。


　もうオレはどうしていいか判らなくて、そこに立ち尽つくしていた。もちろん、声だって、かけられないよ。


　諒はオレがいるところとは別の出入り口からさっさと出ていった。オレは諒を追いかけるべきなのか、篤志を問い詰つめるべきなのか迷ったけど、とても諒に話しかける勇気がなかったから、その後ろ姿を見つめるだけだった。


「廉太郎、いいところで邪魔したな」


　篤志にそう言われて、ハッと我に返る。


「どういうつもりだっ、篤志！」


「昨日、おまえに言われたように、告白しただけだ」


「『だけ』ってことはないだろう？　今のはどう見ても、無理やりキスしてたようにしか見えないぞ！」


　篤志は眼鏡めがねの位置を直し、フフンと笑った。


「廉太郎は無理やりのほうが好きらしいな？」


「……何の話だ？」


　オレは篤志の言うことが本当に判わからなくて、首をかしげた。


　無理やりが好きって……。無理やりするのはヤメロって、オレは確かに篤志に言ったよな？


「昨夜ゆうべ、おまえの恋こい人びとから電話があったんだ」


「早瀬から？」


　どうして早瀬が篤志のところに電話なんかしてくるんだよ。だいたい、電話番号なんか知ってたのか。


　とはいえ、早瀬はうちの学校の理事長なわけだし、いろいろ調べる方法があるのかもしれない。実際、かけてきたってことは、そうなんだろう。オレは教えてないし、篤志だって、早瀬にそんなもの教えたことはないだろうから。


　そういうのって、公私混同だよな。そういう節操のなさが嫌きらいだよ。


　早瀬が篤志に電話をかけたって聞いて、オレは何だか面おも白しろくなくてそう思った。いや、嫉しつ妬とするには、篤志相手じゃ、あまりに馬ば鹿かみたいだと思うけどさ。


「早瀬が何て言ってきたんだ？」


「おまえ、俺おれが諒を好きだって、あいつに話しただろう？　それで、わざわざ恋れん愛あい指導してくださるために電話してきたらしい」


　ゲッ。早瀬、何のつもりだよ……。


「ごめん、篤志。まさか早瀬がそんな電話なんかかけると思わなくて。オレはただ早瀬にグチを言ったつもりだったんだ」


「まあ、いいさ。その代わり、おまえのいろんなことが聞けたからな」


「オレのいろんなことって……」


　篤志はオレを見て、ニヤニヤしている。


　何だか嫌な予感がする。早瀬は時々、とんでもないことをするから。


「あいつが廉太郎をどうやってオトしたかっていう恋物語をね」


「うわーぁっ。噓うそだろっ？」


　オレは恥はずかしさのあまり、手で耳を塞ふさいだ。いや、塞いだところで、ちゃんと聞こえるんだけどさ。


「それが本当なんだな。多少ドリーム入ってたみたいだけど、出会いからずっと話してくれた。初めてエッチしたときの話なんかもバッチリな」


　オレはもうギャーッと叫さけびたい気分だった。初めてのエッチの話だって？　早瀬の奴やつ、何考えてるんだよっ。恥ずかしい！


「理事長室で無理やりされて、感じたんだって？　初めてなのに二度もイッたって聞いたぞ」


「た…頼たのむ、篤志。もう言わないでくれ……」


　オレは涙目になりながら、篤志に頼んだ。


　そんなことを話した早瀬も悪いが、わざわざオレに恥ずかしいことを言う篤志もひどい。親友なら、オレがどんなに恥ずかしいのか判るはずだ。


　篤志は腕うでを組んで、ニヤニヤとオレの様子を眺ながめていた。


「まあ、だから、あいつの持論としては、告白するのも当然だが、脈がありそうなら実行あるのみだそうだ。俺もなるほどと思うところがあったから、今回、実じつ践せんさせてもらったというわけだ」


　早瀬め……。オレの話をしただけじゃなくて、そんなことまで言ったのか。


「諒は涙ぐんでたぞ。そんなことしたら、嫌われるだけじゃないか」


「そうか？　おまえが邪魔しなければ、いいところまで行ってたと思うが」


　こんなところで『いいところ』まで行くつもりだったのか。せめて鍵かぎのかかるところでしろって思うオレは間ま違ちがってるだろうか。


　だって、最さい中ちゆうに誰だれかに入ってこられたら、どうするんだよ。それが先生だった日には、退学かもしれないのに。


　いやいや、そんなことより、諒が可哀かわい相そうだ。実の兄に売られたみたいなもんじゃないか。何のつもりか知らないけど、早瀬は兄なんだから、弟が幸せになるように配はい慮りよすべきだって、オレは思うのに。


「あのなあ……。早瀬の言うことなんか信じるなよ」


　オレは恥ずかしさから立ち直って、篤志をたしなめるように言った。


「だが、キスしてみたら、嫌いやがりながらも、このまま行けそうな手ごたえがあった。ということは、諒は俺のことが嫌じゃないと見た」


　篤志の冷静な分ぶん析せきに、早瀬の思い込みが乗り移ってるみたいで、オレはゾッとしてしまった。そりゃあ、キスしたのは篤志だし、部外者のオレがそんなことないとは言いきれないけど、このまま放っておくとマズイんじゃないかな。


　何より、諒が危険だ。


「と…とにかくっ、諒とはもっと話し合ってくれ。いいか、話し合うのが先だぞ。手を出すのは、それからだ」


　篤志はそんなオレにフフンと笑った。


「廉太郎は自分のことは忘れてるんだな？　おまえ、俺に、エッチが気持ちいいからズルズル早瀬と付き合ってるって言ったんだぞ」


「そんなこと言ったかな……」


「もちろん、まだ早瀬の恋人になる前の話だ。つまり、おまえだって、身体からだが先だったんだよ。だったら、実行あるのみというあいつのアドバイスも捨てたもんじゃないだろう？」


　そりゃあ、理り屈くつはそうかもしれないが、オレと諒とじゃ違うじゃないか。まったく違う人間を捕つかまえて、同じ反応するだろうって言うのは、乱暴な話だと思う。


「諒はああいう性格だから、無理やりされたら、一生恨むよ」


「そうかな。ああいうタイプほど、無理やりが効くんじゃないかな」


　これじゃ、話が平行線だ。


「とにかくっ。オレは諒の味方につくからな！」


　オレはそう宣言した。


　篤志のことを親友だと思っているからこそ、合意だったら邪魔しちゃ悪いなんて思ったのに。


「おまえの恋人はこっちの味方についてくれるらしいぞ」


　オレは言葉に詰まった。


　早瀬の奴……。オレにこんなに恥はじをかかせて、なおかつ、実の弟を罠わなにはめようとするなんて。


　しかも、何で、縁えんもゆかりもない篤志の味方をするんだよ！


　いーや、これは嫉妬じゃないぞ。断じて違う。これは早瀬への正当な怒いかりなんだ。


　ニヤニヤしている篤志に、オレはわざと鼻息荒くフンと言うと、実験室を後にした。








　オレは家に帰ると、早瀬の携けい帯たいに電話をかけた。


　もちろん、オレは早瀬の携帯なんかに普ふ通つうはかけない。仕事中かもしれないのに、邪じや魔ましたら悪いだろう？　でも、今は我が慢まんできなかった。


「もしもし。廉太郎？」


　恐おそらく携帯に番号を登録してるんだろう。オレだってことが判ってて、嬉うれしそうな声で早瀬は電話に出た。


「携帯にかけてくるなんて、初めてだね？　どうしたんだ？」


「どうしたじゃないだろうっ？　篤志にとんでもないことを喋しやべってくれたな！」


「ああ……。あれか。噓は喋ってないと思うが」


「噓かどうかって問題じゃない！……とにかく、会って話そう。今日は何時頃ごろにマンションに帰るんだ？」


「廉太郎が来てくれるんだ？　嬉しいな。九時くらいには帰れると思うけど、迎むかえにいこうか？」


　早瀬は呑のん気きにそんなことを言っている。オレが怒ってるのが判らないのか？　それとも、判ってて、なだめてるつもりなのか。


「遊びにいくんじゃないんだよっ。オレは早瀬ととことん話し合うつもりなんだからな！」


「ああ。とことん話し合おう。もし、泊とまるんだったら、着き替がえだけ持ってくればいいからね」


「誰が泊まるか！」


　オレは怒りにまかせて、そのまま切ってやった。


　早瀬がどう思おうがかまわないよ。ていうか、それくらいしたって、早瀬はオレがどうして怒ってるのか、判らないだろうから。


　九時近くになって、オレは早瀬のマンションへと向かった。


　母親はどうしてこんな夜遅おそくに出かけなきゃならないのって心配してたけど、早瀬のマンションに行くと告げると、気持ちよく行ってらっしゃいなんて言ってくれる。母さんはオレと早瀬がどういう関係か知らないから、そんなに無む邪じや気きに早瀬を信用するんだろうな。


　オレがマンションに着いた頃には、早瀬はもう帰っていた。玄げん関かんのドアが開くと、オレを歓かん迎げいしてるって感じの微笑ほほえみを見せて、いきなり抱だきしめてきた。


「早瀬……っ」


　オレは抵てい抗こうしようとしたけど、向こうはそんな隙すきも与あたえないほど、強く抱きしめてくるんだ。気がつくと、キスされてるし……。


　何て早はや業わざだよ。オレは早瀬と真しん剣けんな話し合いをするって言ったのに、早瀬のほうはそんなことどうでもいいんだろうか。それとも、これはワザと？


　無理やりキスして、エッチでもすれば、オレがメロメロになって、文句も言わないだろうって。


　馬ば鹿かにするなよ！


　オレは口に入ってきた舌を嚙かんでやろうと思った。思ったけど……やっぱり嚙まれたら痛いだろうしな。早瀬の舌が出ていけばいいわけなんだから、徐じよ々じよに口を閉じていく。痛い目に遭あいたくなかったら出ていけって感じだ。


　だけど、早瀬は撤てつ退たいしなかった。早瀬の舌にオレの歯が当たってるのに、オレが嚙むなんて思いもしないんだろうか。仕方ないから、舌で押おし出そうとすると、反対に絡からみついてきた。


　どうすりゃいいんだよ……。


　いつもとは違うキスになってしまって、何だか変だ。口を閉じかけてるせいで、歯は茎ぐきに早瀬の舌が当たるし。


　早瀬の手がオレのトレーナーの裾すそから侵しん入にゆうしてくる。胸を撫なでて、指先で乳ち首くびに触ふれる。


「ん……んっ」


　オレはこんなことしに来たわけじゃないのに。


　身体がビクンって震ふるえる。胸を触さわられるのが弱いなんて情けないけど、実際そうなんだから仕方ないよな。でも、ホント、オレはエッチしに来たわけじゃないのに。


　唇くちびるがやっと離はなされたけど、オレは早瀬に文句を言う気をすっかりなくしていた。少なくとも今は、もう何か言う気力もないんだ。


　身体が熱くなってる。早瀬はずるいよ。


「もう寒いんだし、もっと厚着をしないと。こんな無防備な格好で外に出たら、こんなふうに痴ち漢かんに遭ってしまうよ」


　早瀬はそう言いながら、オレの乳首を指でこね回している。


「馬鹿……っ。早瀬以外の誰がオレにこんなことするんだよっ」


「電車の痴漢とかだよ。廉太郎があんまり可愛かわいいから、つい触りたくなってくるんじゃないかな」


　早瀬はそう言いながら、もう片方の手でオシリをさわさわと触った。


「触んなよっ……」


「どうして？　気持ちいいだろう？　私は廉太郎を気持ちよくさせるためだったら、何でもするよ」


「あぁ……っ」


　早瀬はオレの首筋にキスをしてくる。


「も……やめろよ……っ」


「どうして？　気持ちよくなってるんだろう？」


「だって……オレ、話し合いに来たのに……」


　早瀬はオレの耳元でクスッと笑った。


「こんな状態で、何の話があるんだ？」


　早瀬はオレを抱き上げた。オレの頭は朦もう朧ろうとしていたけど、とりあえず抱き上げられたからには、しっかり摑つかまってないと危ないと思って、早瀬の首にしがみつく。


　ああ、何か違う。


　オレはここに文句を言いに来たはずだったのに、何で抱っこなんかされてるんだよ。


　早瀬はオレをリビングの一人がけ用のソファに座らせた。普通のソファと対ついになった奴やつだが、てっきり早瀬はベッドに連れていくと思ったのに、どうしてここなんだろう。


　早瀬はオレの前にひざまずいて靴くつを脱ぬがせる。


　ああ、そうだ。オレ、まだ靴も脱いでなかったんだ。


　そうして、早瀬はオレのトレーナーを思いっきりまくり上げる。さっき早瀬がさんざんいじっていた乳首が丸見えになるくらいだ。


　いや、別に乳首が見えたって、女じゃないし、恥はずかしいわけじゃない。ただ、さっきまで早瀬がいじっていたかと思うと……ね。


「可愛いよ」


　早瀬はそう言うと、そこに唇を寄せた。


「あっ……あっ」


　なまじベッドじゃなくて、狭せまいソファで早瀬にのしかかられてる状態だから、身動きはまったくできない。何だか身体からだが拘こう束そくされてるような変な気分になってくる。


　早瀬の舌先がオレの乳首を転がすように舐なめている。舐められてるだけでも恥ずかしいと思うのに、そこから湧わき上がってくる快感に喘あえいでしまって、余計に恥ずかしくなる。


「もう……やだ……ぁ」


「嫌いやじゃないだろう？　ここでやめたら、君のほうがつらくなるんだから」


　確かにそうだけど……。


　何で来た早々、こういうことされなきゃならないんだ。もしかして、早瀬はわざとやってるのか。オレに文句を言わせないために。


　でなきゃ、オレが早瀬に会いたいからわざわざ訪ねてきたって、ものすごく勘かん違ちがいして、自分の都合のいいように解かい釈しやくしてるんだろう。


　あれだけ電話で言ったのに、判わからないなんてこと、あるのかな。でも、本当に判ってなさそうだったし。早瀬には、何な故ぜかオレの日本語が通じないことがよくあるんだ。


　早瀬の唇は下のほうに這はっていく。腹にキスされるのも、何だかドキドキするよ。特にヘソの周りとか、その下辺りにキスされると、別の部分が勝手に期待してしまうんだ。


　どうせだったら、そんなに焦じらさずに、一息にオレをイかせてほしい。焦らす気持ちが判らないわけでもないけど、オレの身体は我が慢まんできないんだよ。


　早瀬はオレのズボンのベルトを外していく。そして、ズボンと下着を脱がせた。


　みっともない格好だ。たくし上げられたトレーナーに靴下。それだけを身に着けてるなんてさ。全ぜん裸らとどっちが格好悪いだろう。


　そう思ってると、早瀬は靴下を履はいたオレの足を片方ずつ肘ひじ掛かけに載のせたんだ。


「や……やめろよっ……」


「そんなに恥ずかしがらなくてもいいだろう？　君の身体は隅すみ々ずみまで何度も見てるんだから」


　だからって、こんな格好……。


　大おお股また開いて、どうぞっていうのは、泣けてくるよ。


　股こ間かんのものは立派に勃たち上がってる。その奥おくに息づくものは早瀬のほうに突つき出すように晒さらされていた。


「可愛いよ、廉太郎」


「これの……どこが可愛いんだよ……っ」


　ふざけんなって言いたいよ。オレは恥ずかしいのに。


「この恥ずかしがってる姿が可愛いんだ。私は廉太郎のこういう姿を見ると、たまらなく興奮してくるよ」


　いつだって興奮してるくせに。


　そう思ったけど、早瀬がオレの股間に顔を近づけてきたから、何も言わなかった。


　気持ちいいことをしてくれるなら、それでいい。いや、いろいろ問題はあるんだけど、とりあえず今は気持ちよくしてもらわないと、ここで焦らされたらおかしくなりそうなんだ。


「さあ。どっちを先に可愛がってあげようか」


　早瀬はそこに顔を近づけて見比べる。


「息…かけんなよっ」


「ああ。ごめん。ちょっとの刺し激げきもダメなんだね」


　そう言いながら、早瀬はわざと息を吹ふきかけた。


「あっ……」


「身体を震わせて……本当に廉太郎は可愛い。食べてしまいたいくらいだ」


　早瀬はそう言うと、オレの勃ってるところに舌を這わせた。ソフトクリームでも舐めるみたいに、ペロペロッて感じで。


　もういっそのこと、パクリッて食べてほしいのに。


　オレの腰こしは焦れて動いてしまう。


　催さい促そくしてるみたいで、これも恥ずかしいけど、オレの頭の中はもうエッチで飽ほう和わ状態なんだよっ。


　ああ、でも、このところ、いつも早瀬に焦らされてるし、今日もやっぱりそういうふうにされちゃうのかな。オレは手っ取り早く気持ちいいことだけをしたいのにさ。


　そう思ってるうちに、早瀬はオレのものを口に含ふくんだ。


「あっ…あん……あっ」


　早瀬の口の中でオレは弄もてあそばれていた。口でされるのって、どうしてこんなに気持ちいいんだろう。手でされるより、刺激がソフトなのにダイレクトなんだ。


　早瀬の指が奥まったところにあるものに、そっと触れた。


　ドキッとする。


　指がその周囲を撫でていく。くるくると回転していて、今にも中に入ってしまいそうだ。


　どうせだったら入れてほしい。そうしたら、前の刺激と一いつ緒しよになって、すごく気持ちいいからだ。


　腰が揺ゆれる。まるでオレの気持ちを代弁してるみたいだ。


　入れてほしいって。早く早くって。


　早瀬がそれに応こたえるように、指先を中に差し込んだ。


「あっ……」


　身体がビクンと揺れた。


　前を刺激されてるから、余計に後ろも感じるみたいだ。敏びん感かんになってるのかな。


　指がどんどん中に入っていく。そこが広がっていって、早瀬の指を受け止めてるんだ。


「あ…っ…あ……」


　指が根元まで押おし込まれた。これ以上は奥へと入っていかない。それは判っているけど、オレはまだ物足りなくて、腰を振ふった。


　指がイイところに擦こすれていって、少し癒いやされる。でも、このくらいじゃ、まだまだ足りないよ。オレはもっとイイところを知ってるし、もっと感じる瞬しゆん間かんを知ってるんだ。


　早瀬はオレの中で指を動かしていく。そして、もちろん前のほうは口で刺激していた。


　ああ、もっと……。もっとしてほしい。


　オレは腰をくねらせた。


　早瀬は一いつ旦たん指を引き抜ぬき、改めてまた差し込んだ。


「ああっ……あっ……あん」


　指がたぶん増えてる。二本同時に入れられてるみたいだ。さっきよりオレの中が擦れていくよ。


「早瀬ぇ……っ」


　オレは腰を揺らした。


　それに合わせたように、早瀬はオレの前の部分をキュッと吸い上げる。オレはそのまま早瀬の口の中でイッてしまっていた。


　指が引き抜かれ、今度は早瀬のものが押し当てられる。


　身動きもできない場所で、オレは早瀬を受け入れた。


「あ…はぁ……あっ」


　オレに覆おおい被かぶさるようにしてる早瀬の顔はとても満足そうだ。何だか憎にくらしいほどにね。舌で唇くちびるを舐めたりして、いやらしいしさ。


　それでも、オレは早瀬のことが好きだから、しがみついてしまう。というか、しがみつかなきゃ、とてもやってられないよ。


　こんな狭いところで、他ほかにすがるものなんかないんだから。


「早瀬……っ」


　オレはハアハアと息を乱す。もうたまらなくて、しがみついた早瀬を引き寄せる。


　唇が重なる。


　頭の中も身体からだの奥も熱いよ。我慢できない……。


　オレは早瀬の腕うでの中で再び昇のぼりつめていった。








「オレが話があるって言ってるのに、どうしてこんなことするんだよ！」


　早瀬がすっかり満足して身体を離はなした後、オレは今まで溜ためていたものをぶつけた。


　二人とも身み支じ度たくを整え、オレがさっきの一人がけソファに座ったままで、早瀬はもう一つのソファに悠ゆう々ゆうと足を組んで腰かけている。


「だって、廉太郎がこんなに情熱的に私の家まで来てくれるなんて、初めてだったから」


「違ちがうだろ……。情熱的じゃなくて、オレは怒おこってるんだよ！　早瀬に文句を言いにきたのに、どうして、玄げん関かんでキスされて、こんなことに引きずり込まれなきゃならないんだよっ？」


「廉太郎は怒っていたのか？　そのわりに、キスしたら、もう抵てい抗こうしなかったような気がするんだが」


　弱いところを突かれて、オレは視線をちょっと逸そらした。


「気持ちよさそうな声を出してたし、とても怒ってるようには見えなかったな」


　早瀬は追い討ちをかけるように言う。


「それでも……オレは怒ってるんだ！　昨日、篤志に電話をかけたろう？」


　早瀬の言うことをまともに聞いていたら、話がちっとも進まないので、あえて無視することに決めた。


「ああ、電話ね。二人を祝福してあげようと思って」


「祝福って……。早すぎるよ。篤志は諒が好きだけど、諒のほうはその気がないんだって」


「ああ、だから、早くモノにするように励はげましてあげたんだ」


　早瀬は自分がとてもいいことをしたような気分でいるらしい。


「そんなの、余計なお世話だろう？　諒の気持ちを無視して話を進めても、どうしようもないじゃないか！」


「山之内君はとてもしっかりしてるし、諒にはぴったりだ。兄として諒が幸せになれるように力になってあげたいと思ってね」


　兄として……？　確か、昨日、諒のことを単なる弟だとか言って、まるで兄弟の情なんか大してないみたいなことを言ってたじゃないか。だいたい、諒とオレが仲良くしてるってだけで、ヤキモチ妬やいたりして……。


　そんな早瀬がいきなり諒の幸せなんか考えられるもんなのか。


「早瀬……。正直に言えよ。本当は何か企たくらみがあるんじゃないのか？」


「企み？　人をそんなに疑うのはよくないことだよ、廉太郎」


　早瀬はそう言いながらも、どう見ても何か企んでるようなアヤしい微び笑しようを浮うかべている。


「本当は……篤志と諒がくっつくと、厄やつ介かい払ばらいができるとか思ってないだろうな？」


　早瀬の考えそうなことを想像してみると、そういうセンが濃のう厚こうな気がする。


「そんなことはない。廉太郎は考えすぎだ」


　ああ、でも、早瀬はニヤニヤ笑ってるし、やっぱり……。


　オレはドッと疲つかれて、座っていたソファの背もたれに身体を預けた。


「廉太郎、そういう格好をされると、まだ足りないのかなって思ってしまうんだけど」


「何でそういうことになるんだ！」


　慌あわてて起き上がると、オレは早瀬を睨にらみつける。


「とにかく、篤志と諒のことに、あんたは立ち入るなよ。話がややこしくなるから」


「どうして？　まとまる話がまとまらなかったら困るのに」


　勝手に困れよと言いそうになったけど、何とか堪こらえる。こんな身勝手な男でも、オレの大事な恋こい人びとだからな。


「だいたい、篤志にオレとのことをいろいろ喋しやべったって、どういうことだよ？　オレは篤志に揶揄からかわれたんだぞっ。しかも、無理やりすると感じるとか言うなよ。篤志は本気にしてたじゃないか」


「本当のことだろう？　廉太郎はいつでも感じやすいけど、強引にしたほうがもっと感じてるよ。自分では判わからないかもしれないけど、私が保証する」


　自信持って、保証するなんて言うなよ……。


　オレはもう眩暈めまいがしそうだった。早瀬は自分が間ま違ちがったことをしてるなんて、きっと一ミクロンも思ってないんだろうな。あんまり自信満々だから、文句をつけてるオレのほうが間違ってるのかなって、思いそうになる。


　もちろん、そんなはずはない。人の恋こい路じに首を突つっ込んで、あまつさえ、自分と恋人とのあれこれをペラペラ脚きやく色しよくを交えて喋ってるんだから。


　これはもう、正せい攻こう法ほうじゃダメだ。何とか早瀬が納なつ得とくするような方法で説得しないと。これ以上、オレのことを喋られたら困るんだよ。


「あのさ……早瀬。オレと早瀬の出会いだの、エッチして、どうのって話は、オレと早瀬との秘密だろう？　人に話してほしくないんだよ」


　ちょっと甘あまえたモードで話を持っていくと、たちまち早瀬の表情が柔やわらかくなる。


「そうか……。廉太郎は嫌いやなのか？」


「うん。二人だけの秘密にしておきたいんだ」


　まあ、結局はそれが本音だったりするからね。ただ、それを早瀬に言うのは、何となく恥はずかしかった。ホントはそんなこと常識だろって思うけどね。喋るほうが変なんだって。


「判った。もう喋らないよ。私と廉太郎、二人だけの秘密だからね。私はただ、誰だれかに廉太郎の可愛かわいさを語って聞かせたかっただけなんだよ。でも、廉太郎がそういう気持ちでいるとは知らなくて、ごめんね」


　一応、喋らないと約束したから、オレは何とか我が慢まんしていたけど、内心は早瀬を怒ど鳴なりつけたくてウズウズしていた。


　だって、オレの可愛さって何なんだよ。そんなもの、人に語るなって。早瀬だけが思ってればいいじゃないか。オレだって、早瀬のこと好きだけど、はっきり言って、それをいちいち人に話そうとは思わないよ。どこが好きって、人に言っても、たぶんなかなか理解してもらえないと思うしさ。


「じゃあ、あの二人にも関かかわらないって、約束してくれるか？」


　ついでに、甘えモードで早瀬にお願いしてみる。


「それはダメ。それとこれは話が別だ。いくら廉太郎が可愛くお願いしてくれても、ダメなものはダメだ」


　残念ながら、早瀬はオレの手には乗ってくれなかった。


「そんな……。どうしてダメなんだよ？」


「早くあの二人をくっつけてしまわないと、気が気じゃないからね」


　結局、諒がオレに何かするんじゃないかって、疑ってるのかな。たとえ諒が何をしたって、オレは早瀬しか相手にしないのに。


「オレのこと、もっと信用しろよ。オレは諒とどうにかなったりしないって」


「廉太郎は諒からも山之内からもキスされたことがあったんだろう？　それに、私以外の人間とエッチしても、感じるかどうかの実験なんかされたと聞いたが」


　そういえば、そういうことがあったな。


　以前、オレは早瀬のことが別に好きじゃないんだって思ってたことがあった。それは気持ちが伴ともなう前に、早瀬にエッチされたことが原因だったんだけど、それで早瀬と完全に別れることになって……。


　別れた後に、オレは早瀬のことがどうしても気にかかって仕方なくて、早瀬のことが本当は好きなんじゃないかって気がついたんだ。篤志がそれなら実験しようって、諒と二人がかりでエッチなことをしたんだ。いや、本格的なものじゃなくて、ほんのお触さわり程度で、しかも途と中ちゆうでやめてもらったんだけど。


　それで、オレはやっぱり早瀬でなきゃ嫌だって思ったんだ。


「あの二人が私の大事な廉太郎に……と思うと、今でも私は嫉しつ妬としてしまってね」


　早瀬は恐おそるべきことを口にした。


　二人をくっつけてしまおうと思ってる裏に、まさかこんな早瀬の嫉妬があったなんて。単に諒がオレの部へ屋やにいたということに対する嫉妬ではなかったらしい。


　まして、諒に幸せになってほしいなんていうのは、とんでもない偽ぎ善ぜんだってことだ。


「早瀬って、しつこいほう？」


「自分ではそうではないつもりだったけど、廉太郎に関することには案外しつこいのかもしれないね」


　そんな怖こわいことを笑顔つきで、さも当たり前みたいに言われてもさ。


　まあ、オレのこと、どうでもいいって思われてるよりはいいのかもしれない。オレも早瀬に誰かがキスしてたって判ったら嫌だよ。早瀬は大人おとなでこんなに外見はいいんだから、オレと知り合う前に、いろんな経験してたって不思議じゃない。だけど、もしそういう昔の相手がオレの目の前に現れたら、オレだって気が気じゃないだろう。


「早瀬の気持ちも判るけど……。篤志も諒もオレの親友なんだ。早瀬の思おも惑わくどおりに二人がくっついてくれたらいいけど、そうじゃなかったら、間に挟はさまれたオレはすごく困るんだよ」


　早瀬はそれを聞いて、ニッコリ微笑ほほえんだ。


「だから、二人を無理やりにでもくっつけるんじゃないか」


　ダメだ、こりゃ……。


　オレはこの瞬しゆん間かん、早瀬の説得を諦あきらめてしまった。


「オレ、もう帰る」


　諒には悪いが、オレにはどうしようもないと悟さとって、ソファから立ち上がった。


「もう帰るの？　どうせだったら泊とまっていけばいいのに」


　早瀬も立ち上がって、オレの腕うでに手をかけた。


「そういうわけにもいかないだろ？　うちにはちゃんと帰るからって言って出てきたんだし。……あ、もうこんな時間だ。早く帰らないと」


　終電って何時だったっけ。忘れたけど、早く駅に行かないと、本当に泊まる羽目になるかもしれない。


「じゃあ、送るよ。こんな夜遅おそい時刻に廉太郎を一人で帰せない」


「えっ、でも、オレ、女の子じゃないし平気だって」


「廉太郎はこんなに可愛いんだから、痴ち漢かんに遭あったり、酔よった客に絡からまれたりするかもしれない」


　早瀬は真ま面じ目めな顔でそう言った。


　オレは痴漢なんかに遭ったことは、今まで一度もないんだけどな。痴漢まがいなのは早瀬だけで充じゆう分ぶんだと思うしさ。


「考えすぎっていうか、早瀬は心配性しようだな」


「何かあってからでは遅いし、私が心配でたまらないから、送らせてほしい。家の前まで送れば安心するから」


　そこまで懇こん願がん口調で言われて、撥はねつける理由はなかった。


「判った。じゃあ、家まで送ってくれる？」


　次の瞬間、早瀬はオレを抱だきしめていた。


「廉太郎、喜んで」


　オレを家まで送るのが、そんなに嬉うれしいんだろうか。そう思うと、オレは胸の中があったかくなってきた。


　どんなに理り不ふ尽じんでワガママなことを言ったとしても、早瀬はオレをこんなに好きでいてくれるんだ。


　オレは思わず早瀬の背中に手を回した。








　翌朝。オレはどういうわけか早瀬に起こされた。


　今日は土曜日。学校が休みだから遊園地に行こうと、早瀬が誘さそってくれたのはちゃんと覚えている。


　確か、待ち合わせ時間は朝の十一時ジャスト。場所は遊園地の入り口前。家から遊園地までにかかる時間を計算して、九時半に目覚ましをかけてたんだけど、どうして早瀬がオレの家に来てるんだろう。


「今、何時だよ……？」


　オレは目の前に早瀬がいることが信じられなくて、目を擦こすりながら言った。


「九時過ぎだね。廉太郎はもう起きてると思ったのに」


「休みの日にそんなに早く起きないって……」


　オレは大あくびをして、それから早瀬を見つめた。


「で、何で早瀬がここにいるんだ？」


「待ちきれなかったから、迎むかえに来たんだ。廉太郎とデートだと思うと、早くに目が覚めてしまって、どうしようもなかった」


　遠足に行く子供じゃないんだからさ。とはいえ、子供みたいにオレと遊園地に行くのが楽しみだなんて、ちょっと可愛かわいいじゃないかと思ってしまう。


「でも、おかげで廉太郎の可愛い寝ね顔がおが見られてラッキーだった。ホント、スヤスヤ気持ちよさそうに眠ねむってて、このまま起こさないで、じーっと寝顔を見ていたいとも思ったんだけど、寝ね起おきの廉太郎も可愛いだろうなあと思って」


　早瀬のマンションに入り浸びたってるオレだけど、まだあそこには泊まったことがないんだ。泊まってほしいと早瀬は何度も言うけど、うちの親もそこまでは早瀬に迷めい惑わくをかけられないと思ってるらしいから、まだ許してもらってないんだ。


　それにしても、休みの日の朝早くから早瀬の襲しゆう撃げきに遭って、母さんもビックリしただろうな。


「ここが私の家なら、一いつ緒しよにベッドに入ってしまうのに」


　ゲッ。それはマズイって。


　オレは慌あわてて上半身を起こした。


「頼たのむから、うちで変なことするなよ」


「判ってる。廉太郎のご家族にだけは嫌きらわれたくないからね」


　同じように、自分の本当の弟にも気を配ってあげればいいのにな。お節せつ介かいなのかもしれないけど、オレはちょっとそう思ってしまった。


　ともかく、オレは早瀬を待たせて支し度たくをすることになった。


「ゆっくり支度していいよ。まだ時間があるし」


「は？　でも、もう待ち合わせしてないんだし、時間は関係ないだろ？」


「まあ、そうだけど……。急がなくていいからね、本当に」


　早瀬の言うことは謎なぞだったけど、確かにあんまり早く行ってもな。それこそ、遊びたくてたまらない子供じゃないんだから。


「あ、早瀬。朝あさ御ご飯はん、食べてきた？」


「ああ。トーストとコーヒーだけだが」


　早瀬の家には通いの家政婦さんがいるけど、早瀬がいないときに掃そう除じや洗せん濯たくを済ませてくれて、夕食の準備をして帰るらしい。オレもダイニングテーブルにラップをかけてある皿が並んでるのを見たことがある。


　だから、当然、朝食というのは、自分で作るか、トーストだけとかになるんだろう。


「よかったら、うちでも何か食べていかない？　みそ汁しるだけでもさ。一緒に食おうよ。母さんもきっと喜ぶと思うし」


「ああ、さっき同じことを君のお母さんに言われたよ。だから、お願いしますって言っておいた。朝から廉太郎のご家族と同じ食しよく卓たくを囲めるなんて、嬉しいよ」


　オレの頭の中に『家族公こう認にん』という言葉が浮うかんだ。いや、そういう意味での公認じゃないけど、早瀬が家族の中でオレの友人として認められるのは嬉しかった。


　オレは身支度をし終えて、早瀬と一階に下りる。休みの日の朝なのに、全員揃そろってるのがおかしい。たぶん母さんがみんなを起こしたんだろうけど、いつもパジャマでウロウロしてる父さんや姉さんもきちんと着き替がえていた。


　早瀬を交えて朝御飯というのは、新しん鮮せんだった。夕食を食べていくことはあっても、朝食まではね。


　父さんはオレの模型友達である早瀬を気に入ってるし、姉さんや母さんはとにかく早瀬のファンだ。そういう感じだから、もういろいろ話が弾はずんで、いつもよりずっと楽しい朝食時間になった。


　満腹になったところで、オレと早瀬は家を出た。


　以前、オレと早瀬は恋こい人びと同士なんかになる前に、一緒に遊園地に行ったことがあった。早瀬が子供のとき以来、遊園地に行ったことがなくて、一度行ってみたいと言っていたからだ。


　初めて二人で行った遊園地の観覧車で、オレは早瀬に突とつ然ぜんキスされた。観覧車がてっぺんに来たときにキスしたカップルは幸せになれるって伝説があるという話をした直後だったな。


　早瀬はもちろん真しん剣けんだったんだけど、オレはあのとき早瀬って変な奴やつだと思ったっけ。


　幸せになろうって真顔で言うんだから。


　今思い出しても、おかしいよ。オレは全然そんな気なんかなかったのに、早瀬はもう本気でオレとずっと一緒にいたいって、一方的に思ってたんだ。


　でも、実際、こうして付き合って、そこそこに幸せなんだから、あの伝説はなかなかのものだったかもしれないね。


　遊園地の駐ちゆう車しや場じように車を置いて、入場口へと向かう。


「あっ。……なあ、早瀬。あれ、諒じゃないか？」


　入場口辺りに佇たたずむ人間がどう見ても諒のようだ。


「諒！」


　声をかけると、こっちを向く。やっぱり諒だ。でも、どうしてこんなところにいるんだろう。


「どうしたんだ、諒？」


　近づいて、訊きいてみると、諒は不ふ機き嫌げんそうな顔でオレ達をジロッと見た。


「僕ぼくはそいつに呼び出されただけだ」


　オレは驚おどろいて早瀬の顔を見た。早瀬は不思議な笑みを浮かべていたけど、どういうつもりなんだろう。今日はオレ達二人でデートするはずじゃなかったのか。


「ちゃんと来たんだね」


　早瀬は満足そうに言った。


「人の話も聞かずに、用件だけ言って電話を切るなよ。僕は来ないつもりだったけど、母さんがどうしても行けって言うから、仕方なく来たんだ。……で、何の用だよ？」


「今日は私達と一緒にここで遊ばないか？　私達は兄弟なんだし、もっといろいろ話して、交流を深めたほうがいいと思うんだ」


　オレはビックリしたけど、諒も驚いていた。


　一体どういうつもりなんだ。いきなり、兄弟の交流をしようって？　昨夜、諒と篤志には嫉しつ妬としてるって言ってなかったか？　それがいきなりどうしてそんなふうに意見が変わるんだよ。


　これは何か企たくらんでるな……。


　と思ったら、別の見知った顔がまた出てきた。


「よお。偶ぐう然ぜんだなあ」


　そう言いながら、やってきたのは、篤志だった。


　何が偶然だ。そんなはずは絶対ない。篤志と遊園地くらい結びつかないものはないだろう。だいたい、誰だれが一人で遊園地なんかに来るかって。


　オレは早瀬のほうをパッと振ふり返った。


　早瀬は満足を通り越こして、悦えつに入っていた。


「廉太郎！　どういうことだよ！」


　諒はオレに向かって怒おこったように言った。


「いや、オレだって、よく判わからないよ。オレはただここでデートするはずだったんだから」


「でも、実際、僕がそいつに呼び出されて、しかも、あいつまで来てるじゃないか。誰かが計画しなけりゃ、こんなことにはならないよな？」


　もしかして、オレが諒に疑われてる？


　そういえば、諒はこの話に早瀬が嚙かんでることを知らないんだ。そしたら、オレと篤志が共きよう謀ぼうして…っていうふうに思えるのかもしれない。


「諒、誤解だ！　オレは別にそういうつもりじゃなくて……」


「じゃあ、どういうつもりなんだっ？」


　そんな話を二人でしている間にも、早瀬と篤志はオレ達の目の前で、バッタリ出合ったから、一緒に遊ぼうなどという、わざとらしい猿さる芝しば居いを演じていた。


「……というわけで、四人一緒に遊ぼうということになった」


　早瀬はポケットから財布を出すと、その中から四枚のチケットを魔ま法ほうのように取り出した。


「ちょうど前売り券がこんなにあってよかった。もちろんフリーパスポート付きだ」


　そう言いながら、みんなに配る。何が『ちょうどあった』だ。前もって人数分買い込んでおいたに決まっている。そこまでして、諒と篤志をくっつけたいのか。もうビックリって感じだ。


「僕は遊びに来たわけじゃない。もう帰る」


　諒はチケットを押おしやろうとしたけど、早瀬は無理やり諒のズボンのポケットにねじ込んだ。


「兄さんの言うことを聞きなさいって、母さんに言われなかったかい？」


　諒はたちまちムッとした顔になる。


「あんたが兄さんだなんて思えないからね」


「思えるように、一いつ緒しよに遊ぼうと言ってるんだよ」


「冗じよう談だんじゃない！　だいたい、何でこいつまでいるんだ！」


　篤志を見て、思いっきり嫌いやそうに諒は言った。


「諒、昨日は悪かったな」


「今いま更さら、謝あやまったって、僕はあんなの絶対に許さないからな！」


　諒はツンと向こうを向いた。そりゃあ、無理やり実験台に押おさえつけられてキスされたらな。


「昨日の詫わびを兼かねて、今日は何でもおごってやる」


　篤志はそう言いながら、諒の機嫌を取るように腕うでに触ふれた。


　諒はすぐにそれを振り払はらった。が、それと同時に諒の頰ほおにスッと赤みが差すのをオレは見てしまった。


　えっ、ひょっとして、実は二人は相思相愛？　篤志の気のせいなんかじゃなくて、ホントに脈ありなんだろうか。


「じゃ、行こうか」


　篤志はスタスタ入場口に入っていく。諒はちょっと迷う素そ振ぶりをしたけど、結局は入っていくんだ。


「早瀬、あの二人って……」


「本当に上手うまくいきそうだね」


　早瀬はすっかりご満まん悦えつだった。








　それから、四人でゾロゾロとあっちこっちのアトラクションへと足を運んだ。諒は最初硬かたい表情をしていたけど、そのうちにだんだん笑顔が出てきた。オレは早瀬とくっついていたから、必然的に諒と篤志という組み合わせで、いろんなものに乗ってるうちに、すっかり二人は打ち解けたみたいだった。


　ちょっと強引だったけど、早瀬の計画は上手くいきつつあるようだ。


　そうして、最後の仕上げに二人ずつ観覧車に乗った。


「本当にあの二人、くっつくのかなあ」


　オレは気になって仕方がなくて、眺ながめなんかそっちのけで、向かいの席に座っている早瀬に尋たずねてみた。いや、尋ねたところで、早瀬にだって判るはずはないんだけど。


「そうだね。まあ、ここまでお膳ぜん立だてしたんだから、くっついてもらわないと」


「うーん、でも、正直言って、諒のほうは篤志のことが嫌きらいなんだって、思ってたんだけどな」


　実際、そういう発言もしていたわけだし。


「強情だから、ああいう強引なのが本当はいいんだよ」


　そうかなあと思わないでもなかったけど、二人で仲良くしてるところを見たら、認めないわけにもいかない。それに、二人がくっついてくれたら、オレもこれ以上、諒に恨うらまれることはないわけだし、そっちのほうが都合がよかったりして。


　真ま面じ目めに、このダブルデートの企き画かくがオレだって思われた日には、たまらないんだって。


「そろそろ頂上だよ」


　オレは早瀬に肩かたを引き寄せられる。


「今よりもっと幸せになろうね、廉太郎」


　そう囁ささやかれてキスをされる。もちろん、こういう場所だから、ちょっと触れるだけのキスだけど、オレは嬉うれしかった。


　単純なのかもしれないけどさ。


「あの二人もキスしたのかな……」


「たぶんね。降りてみて、二人がいい雰ふん囲い気きになってたら、脈は大いにアリってところだよね」


　その逆で、諒が怒ってたら、やっぱりダメってことかな。とりあえず、今日は失敗なんだろう。


　ドキドキしながら降りると、先に乗った二人はオレ達を待っていた。


　諒は怒ってない。それどころか、ちょっと目が宙を泳いでる。よほど強きよう烈れつなキスでもされたんだろうか。


　信じられないけど、二人はこのままくっついてしまうんだろうか。


　オレと早瀬がくっついてるんだから、この二人がくっついてもおかしくはないんだけどさ。他ひ人との恋れん愛あいを見てると、何だか変な気分になってくるよ。


　オレ達は遊園地の出口で別れた。


　もちろん、オレと早瀬、それから諒と篤志だ。オレ達は車、二人は電車で帰るから、そういうことになるんだろうけど、もうすっかりおとなしくなってしまった諒のことが、オレはちょっと心配だった。


「諒、大だい丈じよう夫ぶかな。何かボンヤリしてたけど」


「山之内が無事送っていくよ。でも、そんなに気になるなら、二人の後をつけてみようか」


「えっ……何を言い出すんだよ？」


　オレはビックリしてしまった。


　いくら何でも別のカップルの後をつけようなんて思わないよ。


「ひょっとしたら、二人でホテルに入ったりして。諒はボンヤリしているから、今のうちだよね。入れば、後はキスをいっぱいして、ベッドに押し倒たおせばいいだけだ」


　早瀬は自分の想像を嬉しそうに語った。


　ていうより、それを篤志に話したんじゃないだろうな。


「いくら何でも、いきなりホテルはマズイだろう？　だいたい、あんたは理事長なのに、そういうことを楽しそうに言うなよ」


　オレはすっかり呆あきれてしまった。


「そうだったね。でも、ちょっと二人がホテルに入る場面なんか、見てみたくはない？　私は想像しただけでドキドキしてくるね」


　オレはムッとして、早瀬の手の甲こうをつねってやった。


「人のことなんかでドキドキするなよ。早瀬はオレのことでドキドキしてればいいんだ」


　早瀬はそれを聞いて、ものすごく嬉しそうな顔で微笑ほほえんだ。


　そして、オレはその顔に見とれてしまう。だって、本当に綺き麗れいだったんだ。嬉しそうに笑った顔が。


「廉太郎の言うとおりだ。私は廉太郎のことだけでドキドキしていたい」


　早瀬はオレの肩をふわりと抱だいた。


「私達もホテルに行こうか？　廉太郎、行ってみたくない？」


　突とつ然ぜん、ドキッとするようなことを、早瀬は言った。


　確かに興味があるのはあるけど、早瀬は理事長なんだ。理事長と生徒、しかも男同士だなんて、誰だれに見られてなくても、何かマズイような気がする。


「オレ、早瀬のマンションがいいなあ」


　少しだけ甘あまえたように言うと、早瀬は機き嫌げんよさげに笑い声を上げた。


「そうか。廉太郎は私のマンションのほうがいいのか」


　単純だなあと思わないでもないけど、オレは早瀬のそういうところも好きだった。


　早瀬はオレの手に触れた。


「冷たくなってるね。もう寒いから……お風ふ呂ろにでも入ってあったまろうか？」


　ベッドの間ま違ちがいじゃないかと思ったけど、バスルームでしようなんて、ひょっとしたら早瀬は思ってるのかもしれない。


　でも、どっちでもいいかな。だって、諒と篤志の初々しいカップル（？）を見ていたら、オレは早瀬ともっと仲良くしたくなってきていたんだ。もしかしたら、早瀬も似たような気持ちだったのかもしれなかった。


「早く行こうか」


　めずらしく、オレのほうが早瀬を急せかしてしまった。








　早瀬はマンションに着くなり、風呂に湯を入れ始めた。


　気が早いなあと思いつつも、オレもその気になってたので、脱だつ衣い場じようでスタンバイしていたりして。


「廉太郎、すぐに湯はいっぱいになるから、もう脱ぬいでいいよ」


　そう言われて、早速オレは服を脱ぎ始める。でも、ふと気がつくと、早瀬がそれをじろじろと見てるんだ。


「何だよ。早瀬も脱ぐんだろ？」


「そうだね。でも、廉太郎の裸はだかが早く見たくて」


　何度も見ていて、今いま更さらそんなこと言うなよ。言われたほうとしては恥はずかしくて、脱げなくなるじゃないか。


「早く脱いで」


「えっ……でも、早瀬も脱げよ。オレ一人で裸になるのは恥ずかしいだろ？」


「そうか。恥ずかしいんだ？」


　早瀬はニヤニヤしながら、オレの傍そばに寄ってきた。


「あ……」


　早瀬は上半身裸のオレを抱きしめた。そして、そのまま背中を撫なでる。


「何……？」


「君の肌はだはすべすべだね。気持ちいいよ。キスしていい？」


「ダメ…だ」


「えっ、どうして？」


　まさかダメだなんて言われるとは思わなかったんだろう。早瀬は驚おどろいたような声を出した。


「だって……風呂に入るんだろう？」


　オレは湯を入れている浴よく槽そうのほうを指差した。


「ああ、廉太郎はお風呂の中でしたいんだね？」


　そんなにはっきり言うなよ。別にオレが風呂の中でしたいわけじゃなくて、早瀬がしたそうだったから、そう思っただけだ。


　でも、どうせだったら、ちょっと寒いこんな場所でするよりは、ゆったり風呂であったまりながら、キスしたり、その他のいろんなことをしたいって思った。


　何だか今日のオレはそういう気分なんだよ。早瀬と心ゆくまでいちゃいちゃしたいなあって。


　恥ずかしいから、口に出しては言えないけどね。


　早瀬はオレのズボンのベルトに手をかけた。


「あっ……」


「大丈夫。脱がすだけだから」


　早瀬は器用な手つきでベルトを外して、ついには全部脱がせてしまった。


「可愛かわいいよ、廉太郎」


　そう言いながら、オレの腰こしにキスをした。


　思わず『可愛いって何が？』って言いそうになったけど、早瀬にとって、オレに連発する『可愛い』は、きっと挨あい拶さつみたいなもんなんだろうな。


「あんたも脱げよ。オレ一人だと恥ずかしいじゃないかっ」


「そうだね。私も脱がないと、二人であったまれないから」


　意味深なことを言って、早瀬は手早く脱ぎ始める。


　仕返しにオレもじっと見ていたけど、早瀬は見られても平気な顔をしている。あんまり堂々としていたから、反対に、見ていたオレのほうが照れてしまう。


「どうしたんだ、廉太郎？」


「いや……。早瀬って、どうしてそんなにいい身体からだしてるのかなって思ってさ」


「大したことはないね。それより、廉太郎は脱いでも着ても、どうしてそんなに可愛いんだろう」


　早瀬は恐おそらく本気でそう思っているらしい。それがありがたいのか、ありがた迷めい惑わくなのか、よく判わからないんだけど。


　早瀬はちょっと少なめな感じで湯を止めると、嬉うれしそうにオレに手招きをした。


　そして、オレの肩かたを抱いて、一いつ緒しよにバスタブに入ろうとする。


「えーっと、やっぱり先に身体を洗ったほうが……」


「どうせ汚よごれるよ。後で洗ったほうがいい」


　それはどういう意味なんだろう。って、今更かな。


　オレがバスタブに足を踏ふみ入れると、早瀬はいきなりオレを引っ張った。すると、早瀬の胸に抱きつく形となる。


　そのままの格好でオレと早瀬は湯の中に腰を下ろした。


　早瀬と裸で抱き合うのは別にめずらしいことじゃない。でも、今日は特別な気分だから、何だか照れてしまう。


「キスしよう」


　早瀬はオレの顎あごを捕とらえて、上を向かせると、唇くちびるを塞ふさいだ。


　舌が入ってきて、オレの中をかき回すように動く。


　湯の温度で身体があったまってきて、余計にいい気持ちになってくる。オレは早瀬の胸にすがりつくようにして、キスをしていた。


「ん……ん……っ」


　早瀬の掌てのひらがオレの背中をゆっくりと撫でる。


　目を閉じて、早瀬に身体を預けていると、すごく気持ちいい。このまま早瀬の言うことを何でも聞きたくなってくる。


　唇が外されて、今度は首筋にキスをされる。


「あ……」


　もちろんそんな場所だから、強く吸うわけでもなく、ただ唇を這はわせるだけだ。だが、それだけでも、今のオレには強い刺し激げきに思える。


　こういうときって、たまにある。身体より気持ちのほうが先によくなってしまって、早瀬とエッチなことをしたくてたまらなくなるんだ。


　何だか発情してるみたいだ。


　早瀬はオレをバスタブの縁ふちに押おしつけて、胸にも舌を這わせ始めた。


「ココ。尖とがってきてるよ」


　早瀬は舌で胸の突とつ起きをつついた。


「あっ…あ……」


　たかが乳首なのに、早瀬にかかると、そこがすごく感じる場所になってしまう。いや、オレの身体の中で早瀬が触さわる場所や、キスする場所が全部こんなふうになってきてしまうんだ。


「やっ……はや…せっ」


「嫌いやじゃないだろう？　イイって言ってごらん」


「……イイっ……」


　そんなことを言わせられてしまうのも、今はけっこう快感かもしれない。オレはいつもこんなに素直すなおじゃないけど、今だけはそういう気分なんだ。


　今なら、早瀬の目の前でどんな恥ずかしいこともできそうだった。早瀬がしろって言うなら、何だってするよ。


　オレは早瀬に腰を擦こすりつけた。


「こら、まだ早いよ」


「そんな……ぁ」


　早いどころか、遅おそいくらいだ。オレの身体はとっくにその気になってるのに。


「早くしてくれよ……」


　オレは自分の股こ間かんに手を持ってきて、自分で刺激してみる。


「困った子だな。そういう子にはお仕置きをするよ」


　早瀬はオレの腰を抱かかえ上げた。


　両足の間に、硬かたいものが当たる。


「いきなりは入らないって……」


「じゃあ、自分で用意してごらん。もう一つ手が余ってるだろう？」


　早瀬の目の前でオレは自分で前と後ろを刺激する羽目になった。けど、今のオレは何でもしますって気持ちだから、それがまた快感になっていたりして。


　後ろのほうは自分で扱あつかったことはない。自分でしても気持ちいいのかなって思うことはあったけど、実際に試ためしたことはないんだ。


　オレは恐る恐るそこに指を這わす。


「んっ……」


「自分で触っても気持ちいい？」


　早瀬の質問にオレは頷うなずいた。


「ほら、触ってばかりじゃダメだよ。ちゃんと入れてほぐさないと」


　オレは早瀬に言われるままに、思いきってそこに指を埋うめてみた。


　痛いんじゃないかと思ったけど、何度も早瀬に慣らされてるそこは全然痛みなんか感じなかった。


　そのまま根元まで入れてみる。自分がそんなところに指を埋めてるなんて、それだけで興奮してくるよ。


「動かしてみて」


　オレはスッと指を引き、それからまた中に押し入れる。


「あっ……」


「イイところに当たった？」


　オレはそっと頷いた。どこを感じるかなんて、自分でよく判ってることだけど、自分でするのは初めてだから、ドキドキしてしまう。


「自分の気持ちいいところに当たるように動かしてごらん」


　オレはゆっくりと動かした。


「あ…あっ……あ…ん」


　気がつくと、前のほうも一緒になって刺激している。ものすごく興奮してるし、気持ちいいけど、これでイッたら、もったいないよな。


「今度は二本入れてみて」


　今でさえ気持ちいいのに、二本も入れたら、気持ちよすぎてイッてしまうんじゃないかと思った。


　でも、これは早瀬の命令だから……。いや、命令じゃないけど、今のオレはおかしくなってるから、早瀬の言うことを聞きたいんだよ。


　指を引き抜ぬいてしまって、改めて二本揃そろえて、差し入れる。


「あぁ……」


　強きよう烈れつすぎる快感が身体の中を貫つらぬいていく。


　イキそうだと思ったとき、早瀬の手がオレの前の部分の根元を押おさえた。


「あっ……早瀬っ」


「まだだよ。もっと気持ちよくなるんだからね」


　早瀬は前を刺激していたオレの手をそこから離はなした。


　オレは苦しくて、その代わりに後ろのほうを懸けん命めいに動かして刺激した。自分でも相当みっともない格好だって判ってるけど、もう止められない。


　何か身体の中に湯が入ってきそうだよ。でも、もうそんなことどうでもいいくらい、身体が高まっていってるんだ。


「はい、もうおしまい」


　突とつ然ぜん、早瀬がオレの中から無理やり指を引きずりだした。


「やだっ……早瀬っ」


　身体はまだ刺激を欲ほしがってる。このままじゃ収まらないのに。


「うん。もっといいものをあげるからね」


　早瀬はオレのそこに自分のものを押し当てた。


「あ……あぁ……」


　じりじりとオレの中に入ってくる。


　指なんかとは比べ物にならないほど強い快感が爪つま先さきから頭まで貫いていった。


「ほら、全部収まった」


　奥おくのほうまで早瀬でいっぱいになってる。オレは思わず、早瀬の胸に抱だきついた。


「気持ちいい？」


「うん……イイ」


　オレは早瀬に抱きつきながら、夢見心地ごこちで答えた。


「でも、もっとよくなるんだよ」


　早瀬はオレを下から突つき上げていく。


「あっ……あぁっ……」


「ちゃんと摑つかまってないと」


　早瀬は腰こしをグラインドさせるように動いていく。中がいい具合に擦れていって、オレはもう早瀬にしがみつくしかなかった。


　湯がパシャパシャとはねる。頭の中が真っ白になって、気が遠くなってきそうだ。


　オレは自分の勃たち上がってるものに手を触ふれた。


　一いつ緒しよになって刺し激げきをすると、身体からだの内からと外からが同時によくなっていくんだ。


「あっ……もう……っ」


　身体の熱が内側から一気に噴ふき上げてくる感じがする。


　オレは早瀬に片手でしがみつく。


　それから、強い快感と共に昇のぼりつめていった。








　翌日。


　今日は日曜だし、別に何の約束もないので、オレは昼頃ごろになって起きた。早瀬は仕事関連で何かあるらしい。何もなかったら、オレを泊とまらせたのに…なんて昨日言ってたっけ。


　家の中はガランとしている。父さんや姉さんは出かけて、母さん一人でのんびりとしていた。


　そこに電話がかかってきた。


　早瀬かな、なんて思ったけど、仕事してるなら、そんなわけはない。ともかく、電話機の近くにいたオレは受話器を取った。


「はい、柏木ですが」


「……廉太郎？」


　その声は諒だ。でも、ものすごく機き嫌げん悪そうな声をしている。


「どうかしたのか？　風か邪ぜでもひいたとか？」


「いや……。それはいいから、僕ぼくの家に来ないか？」


　そんな機嫌悪そうな諒の家なんかに行きたいわけはない。でも、昨日のことも聞きたかったし、諒の本当の気持ちも聞いておきたかったから、行くことにした。


「今からいいのか？」


「ああ。待ってるからな。絶対来いよ」


　電話はそこで切れたけど、わざわざ絶対来いなんて言われると、ちょっと怖こわい。諒はホント、怒おこると怖いんだよ。


　オレは身み支じ度たくをすると、諒が住むマンションへと向かった。


　諒のマンションに着くと、お母さんは用事があるとかで、オレと入れ違ちがいになった。諒はお母さんと二人暮らしだから、そうなると、部屋にはオレと諒の二人だけとなる。


　もし、この状じよう況きようを早瀬が知ったら、マズイことになるなって、オレはふと思った。でも、昨日の様子を見ていたら、篤志とかなり仲良くなっていたみたいだし、今いま更さら、諒がオレに何かするってことは考えられないよな。


　それに、諒だって、オレが早瀬のことを好きなのは知ってるんだから。


　しかし、それにしても、諒はまだ不機嫌そうだった。


　オレは諒に連れられて、諒の部屋に入る。まあ、普ふ通つうの勉強部屋って感じで、ベッドや机があるだけなんだけど、さすがに几き帳ちよう面めんな諒の部屋だから、きちんと全部が片付けられていた。


「廉太郎……」


　諒はオレの手をいきなり引っ張ると、ベッドに座らせた。


　いや、別にどこに座らせようが、諒の部屋だから勝手にすればいいけど、どうして手を引っ張るかな。しかも、どうして引っ張った手を摑んだままにしてるのかな。


「あの……諒？」


「昨日のアレはどういうつもりなんだ？」


　オレの言うことを遮さえぎるように、諒はオレに詰きつ問もん口調で話しかけた。


「どういうって……。だから、オレはあれに関かかわってないんだって」


「そんなはずはないだろう？　僕は早瀬に呼び出されたんだ。早瀬があいつと結けつ託たくしてない限りはそんなこと……」


「いや、だから、早瀬と篤志が手を組んでるんだよ」


「は……？　どういうことだ？」


　諒はずっとオレのことを裏切り者だと思っていたらしく、拍ひよう子し抜ぬけしたみたいだった。


「いや、篤志に諒と仲良くしたいから、協力しろって言われて……。そういうグチを早瀬につい言ったんだ。そしたら、早瀬がお節せつ介かいを焼いて、篤志にいろいろアドバイスなんかしたんだよ」


「冗じよう談だんじゃない！　どうして早瀬にそんなことを言ったんだよ！」


　諒はこの場にいるオレを責めた。


　いや、オレが悪いと言えなくもないけど、まさかオレだって、こんなことになるとは思わなかったんだよ。


「だから、ただのグチだったんだって。諒と篤志がくっつけば、二人ともオレにちょっかいかけてこないだろうなんて、早瀬はきっと思ったんだよ。二人がオレにキスしたって、いまだに嫉しつ妬としてるし」


「キスなんかいくらだってしてやる！　ちょっかいだってかけるぞ！」


　諒は変な方向に怒りを持ってきて、ベッドにオレを押おし倒たおした。


　唇くちびるが重なる。


　うわあ。ホントにキスしてるよ。


　何かもう、諒は破れかぶれって感じで、オレに体重をかけて、逃のがれられないようにしているんだ。


　まさかと思うけど、このままヤルつもりじゃないだろうな。そんなの、困る。それに、そんなことしたら、ますます話がややこしくなるじゃないか。


「ちょっと……待てって。そんなことしたって、何の解決にもならないだろう？」


「解決なんかどうでもいい！　早瀬の大事な廉太郎をめちゃくちゃにしてやる！」


　そんな理由でヤラれるオレの身にもなってみろよっ。それこそ、冗談じゃない。


「落ち着け、諒。そりゃあ、早瀬のしたことに怒るのは判わかるけど、オレにまで当たるなって」


「あの人に当たったって、反省なんかしないからな。廉太郎に当たるのが確実だろ？」


　いや、その気持ちは判るけどさ。確かに、早瀬に文句を言ったって、のれんに腕うで押おしってやつだもんな。


　とはいえ、このままおとなしく諒に当たられてるわけにはいかなかった。オレのエッチの相手は早瀬なんだから。他ほかの誰だれともする気はない。


「じゃあさ、諒は篤志のことが本当に嫌いやなのか？　昨日の諒を見てたら、けっこう仲良くしてたみたいじゃないか」


　諒はオレの服を脱ぬがそうとしていた手を止めて、複雑な表情をして笑った。


「確かにね。遊園地はわりと楽しかったよ。あいつのことも前ほどには嫌きらいでもない。でもさ、いきなり押おさえつけて、無理やりエッチすることはないだろ。キスのことは謝あやまったくせに、反省なんかしてないじゃないか」


「えっ、諒、まさか……」


　オレは諒の顔をまじまじと見てしまった。


「何だよ、そんな目で見るなよ。廉太郎だって、あの人といつもエッチをしてるくせに！」


　それはそうだけど、まさか篤志が本当に無理やりヤッてしまうなんて。というか、諒がヤラれてしまうなんて。


「じゃあ、あれからホテルでも行ったのか？」


「違ちがう。ホテルなんかに行くわけないだろう？　あいつの家に連れていかれたんだよ。家の人もいるから大だい丈じよう夫ぶだろうと思ったら、ちょうどいなくて……」


　諒はそう言うと、唇を嚙かんだ。


「そうか……。そんなの、嫌だったよな？　すごく気持ちは判るよ」


「廉太郎……」


　諒はそのままオレに身体を預けてきた。


　正面からのしかかられてものすごく重いんだけど、何とか我が慢まんして、諒の背中を撫なでてやる。さすがに諒は泣いたりしなかったけど、ずいぶん傷ついてるようだった。


「早瀬が篤志に変なことを吹ふき込んだんだよ。無理やりのほうが感じるんだとか、身体の関係が先でもいいんだとか何とか」


「廉太郎はそうかもしれないけど、僕は違う」


　カチンと来るようなことを諒は口にした。慰なぐさめてるのに、それはないだろう。


「オレだって違うよ。早瀬がそう思い込んでただけだ」


「あいつ、僕をいいように扱あつかって……ひどい屈くつ辱じよくだ。あんな真ま似ねされて……」


　一体どんなことされたんだよと思ってしまうようなことを、諒は呟つぶやいた。


「痛かった？」


「いや……。何か変なクリームみたいなのを使って、丁てい寧ねいにしてくれたから」


　それを無理やりって言うのかなあと思ったけど、オレの場合も、ただ気持ちよさに流されてしまっていたからなあ。


　それでも、気持ちが伴ともなってなくて、自分がしていいって思わなきゃ、無理やりだよ。たぶん、篤志のほうは、そうだと認めてないと思うけどね。


「オレは諒の味方だから」


「本当に……？」


　諒はそっと顔を上げた。


「うん。だから、オレを襲おそうのはやめろよ。オレだって、無理やりは嫌なんだから」


「ああ、ごめん。悪かった」


　諒がやっと身体からだを起こしてくれて、オレはホッとした。


　早瀬と諒は顔が似てるけど、やっぱり別人なんだから、おとなしくヤラれるわけにはいかないよな。


　改めて、元の位置に座りなおして、オレは諒に尋たずねた。


「正直に言って、諒は篤志のことをどう思ってるんだ？　そこのところが判らないと、オレも手助けできないんだけど」


　それを聞いた諒の目元がポッと赤くなった。


「いい奴やつだとは思う。オレのことをじっと見てるし、優やさしくしてくれたりして、何かそういうのもいいかなって思った」


「好きになった？」


「よく判らない……。ただ、嫌いじゃない。本当のことを言うと、エッチ自体はそんなに嫌じゃなかった。でも、気持ちがはっきり決まらないのに、流されてしまった自分が嫌でさ」


　ああ、それは何となく判る。オレにも経験あることだよ。


「ゆっくり考えればいい。オレだって、自分の気持ちが判るまで時間がかかったんだし」


「そうだな……」


　諒はやっと笑顔を見せてくれた。


　顔立ちが綺き麗れいなだけに、そういう諒はかなり色っぽく見えた。もっとも、そんなこと口にしたら、絶対に怒おこるから言えないけどね。


「篤志にいろいろ話してみるよ。オレの言うことをどこまで聞いてくれるか判らないけど、早瀬みたいに勘かん違ちがいしてたら困るし」


　そう。早瀬はエッチしたときから、もう二人はラブラブだなんて、勝手に思ってたんだ。まさか冷静な篤志までもがそんな状態になってるとは思わないけど、ちょっと注意しておくに越こしたことはないと思う。


「廉太郎、あいつには気をつけろよ。二人っきりになったら、何をするか判らないんだから」


「でも、今のところ、危ないのは諒だけだと思うぞ」


　オレがそう言うと、諒の頰ほおは面おも白しろいほどにたちまち赤く染まっていった。








　篤志の家に着く頃ころには、もう日は暮れかけていた。


「何の用だ、廉太郎？　まあ、上がっていけよ。おまえの好きなせんべいもあるぞ」


　篤志の応対はいつもどおりだった。別に舞まい上がってるわけでもないから、話しやすいかもしれない。


　いつものように、篤志のベッドを背にして、絨じゆう毯たんの上にぺたっと座る。


　ああ、ひょっとして、ここで二人はしたのかな。そう思うと、何か急に照れてくるんだけど。どうも考えまいと思えば思うほど、そういうシーンのイメージがモヤモヤと勝手に浮うかび上がってきて、困ってしまう。


　オレ、別に欲求不満じゃないはずなのに。


「廉太郎、何一人で自分の頭をゲンコツで叩たたいてるんだ？」


「あ……いや、別にっ」


　まさか篤志と諒のベッドシーンを想像してました、とは言えない。


「あのさ。今日、諒の家に行ってきたんだ」


　オレは頭の中のモヤモヤをとりあえず抑えて、用件を切りだした。


「ああ。聞いたのか？　昨日の……」


「聞いた。諒は傷ついてたよ」


「えっ、どうしてだ？　昨日はあんなにいい顔で、俺おれの腕うでの中でイッたのに」


　ひーっ。内心、もうやめてくれって感じだ。


　やっぱり他ひ人とのエッチなんか、想像するもんじゃないし、聞くもんでもないよな。照れてしまうし、何かこう、こっちが恥はずかしいよ。


「だけど、気持ちを確かめないでしたんだろう？　諒は篤志のことを嫌いじゃないって言ってるし、オレの見たところ、けっこう好きになってるんじゃないかと思う。それなのに、そういう微び妙みような時期に無理やりエッチしたら、まとまるものもまとまらないって」


「しかし、おまえの恋こい人びとがそうしろと言ったんだぞ。一応、おまえをモノにしたんだから、それなりにあいつの言うことは評価できると思う」


　なるほど、そういう考えで、篤志は早瀬の言うことを聞いていたのか。


「だからァ、早瀬は特とく殊しゆじゃないか。あんな特殊な奴の言うことがみんなに当てはまるはずがないだろう？」


「そう言われてみれば、早瀬って、変な奴だよな……」


　人の恋人を変な奴呼ばわりするなと思ったけど、確かに早瀬は変な奴じゃないとは言えない。それを言ったら、特殊な奴というのも、ひどい言い方だし。


「オレだってさ……。最初、無理やりされて、傷ついたんだよ。身体は気持ちよくなっちゃって、結局流されて自己嫌けん悪おに陥おちいったし。しかも、早瀬はそれでオレと相思相愛だなんて勝手に思い込んじゃって、大変だったんだ」


「そうだな。それで、俺に泣きついてきたんだよな」


　いや、そうじゃなくて、あのときは諒にも告白されて、しかも兄弟問題まで絡んできて、判らなくなっていたときだったんだけど。


「とにかく、自分の気持ちが判らなくて、オレが苦しんでたってのを知ってるだろう？　諒だって、そうなんだよ。身体のほうが先に来ちゃうと特に、気持ちよかったから好きだと思うんじゃないかって考えたりして、本当の気持ちがどこにあるのか、判らなくなってくるんだ」


「そうか……」


　篤志はやっとオレの言うことに、ちゃんと耳を傾かたむけてくれるようになったらしい。オレはホッとしながら、息をついた。


「じゃあ、俺はどうすればいいだろう？　どういうふうにしてやれば、あいつの機き嫌げんが直るんだろうか」


「とりあえず、謝あやまればいいんじゃないか？　早瀬にかき回されたこととかも、かなり頭に来てたみたいだから、そのへんも。諒ってプライド高いし、ちゃんと謝らないと、機嫌直らないかもな」


　オレはちょっと篤志を脅おどかしてみた。


　ヤッてしまえばおとなしくなるなんて、そんな理り屈くつは通らないんだってことを、オレは篤志に教えておきたかった。ていうか、一番判ってないのは、早瀬だと思うけどね。


「判った。ちゃんと謝る。ここであいつにヘソ曲げられたら、俺は困る」


「そんなに好きなんだ？」


　篤志は冷静だから、そこまで諒にこだわっているとは思わなかったな。


「まあな。執しゆう着ちやく心しんみたいなものがこの俺にも出てきて……ああ、恋こいって、こんなものかな、なんて思ったわけだ」


　今まで篤志が執着するのは、動力飛行機くらいだったもんな。オレのことが好きだって言ってたけど、考えたら、手も出さずにじっと見ていただけだったんだから、そんなに本気で好きでもなかったのかもしれない。


　いや、それは判らないけど。オレは篤志の心の中までは踏ふみ込めないから。


「でもまあ、頑がん張ばれよ。そういう協力ならしてやるから」


「ああ。おまえもいろいろ大変だろうけど、頑張れよ」


　その『大変』って、早瀬と付き合うことなんだろうか。何となく判るから、オレは曖あい昧まいな笑みを浮かべてごまかした。








　それから、オレは早瀬のマンションに向かった。


　昨日の今日だし、また早瀬がわざわざ来てくれたんだって、変な誤解すると困るんだけど、篤志と諒のことについて、はっきり言っておきたいことがあったからだ。


　早瀬はまだ戻もどってきてなかったけど、家政婦さんはもう帰ったみたいだ。合あい鍵かぎを持ってるから、オレは中に勝手に入る。


　合鍵を使ったのは今日が初めてだった。いつでも来ていいよって言われてるけど、早瀬のいない部屋に行くのは、淋さびしかったからだ。


　暗い部屋に入ると、心細くなる。よほど玄げん関かんドアの前で待とうかと思ったくらいだ。こんなところに早瀬はいつも一人で帰ってるんだ。早瀬は大人おとなだから、オレみたいに一人が嫌いやだとは思わないかもしれないけど、それでも、一人よりは二人のほうがいいだろう。


　だから、オレが電話をかけると、すごく喜ぶんだろうな。この間も、オレがずっとこの部へ屋やにいればいいのにって言ってたしさ。


　電気代がもったいないけど、玄関から明かりを順々につけていく。オバケは出ないだろうけど、一人っきりで暗いのは嫌なんだ。


　リビングの明かりをつけて、迷ったけど、寒かったからエアコンをつけた。オレは我が慢まんできても、早瀬が帰ってきたときに部屋があったかいほうがいいと思ったんだ。


　そして、ポツンとソファに座る。デカすぎて、何となく落ち着かないよ。オレは庶しよ民みんだもんね。


　お腹なかが空すいたけど、さすがに家政婦さんが作ってくれた料理に手をつけるわけにはいかない。早瀬は怒おこらないだろうけど、そこまで甘あまえたくないんだ。


　まだ帰らないかな……。


　仕方ないからテレビをつけてみるけど、こんなの、一人っきりで見ても楽しくないや。家族でわいわい言いながら見るのがいいんだよ。チャンネル争いを家族でするけど、それはそれでにぎやかで楽しいもんなんだ。


　ああ、オレって、けっこう甘えんぼうなんだな。一人暮らしなんか絶対にできやしない。


　エアコンが効いて、部屋がずいぶんあったかくなってきた。そのうちに眠ねむくなる。


　早瀬って、今日、帰ってくるんだよな？　家政婦さんが料理作ってるくらいだから、たぶん帰ってくると思うけど、もしこのまま帰ってこなかったら……。


　そんなはずはないと思いつつも、変な想像してしまう。


　目が覚めたら夜中で、やっぱり誰だれもいないんだ。


　嫌だな、そんなの。第一、それじゃ、ここに泊とまることになってしまう。どんな遅おそくなっても、家に帰らないと。うちの親は外がい泊はくには厳しいんだ。


　でも、やっぱり眠い。ちょっとだけ横になっていようかな。ベッドじゃないんだから、すぐ目が覚めるよ。早瀬が帰ってきたら、起こしてくれるだろうし。


　早く帰ってこないかなあ……。


　もう目が開けられなくて、閉じてしまう。それから、スウッと意識が遠のいてしまった。


　気がつくと、オレは誰かにキスされていた。


　温かな舌がオレの中に入ってきて、オレの舌に柔やわらかく絡からんでくるんだ。これは夢なのかな。でも、気持ちいいから、オレもその舌の動きに応こたえるように絡め返した。


　身体からだを撫なでられる。シャツのボタンを外されて、胸に大きな掌てのひらの存在を感じて……。


　オレはハッと目を開けた。


　いつの間にか早瀬が帰ってきていて、ソファでうたた寝ねしているオレにキスしてたんだ。キスだけじゃなくて、身体も触さわられてたわけだけど。


「ただいま、廉太郎」


　まだ頭が半分寝ているオレの目の前で、早瀬は微笑ほほえみながら言った。


「えっと、お帰り」


　オレはちょっと照れ笑いをしながら上半身を起こした。


　早瀬はスーツを着ていて、帰ってきたばかりみたいだった。


「ごめん。勝手に入り込んで。ビックリしただろう？」


　だって、ドアを開けたら、いきなり明かりはつけっぱなしだし、テレビの音も聞こえるしで、ドロボウが入ってんじゃないかって思っちゃうよね。


「玄関に靴くつがあったから、すぐに廉太郎が来てくれたんだって判わかって、嬉うれしかったよ。しかも、眠り姫ひめみたいに寝てるんだ。これはキスして起こさなきゃって思った」


　だから、キスしてたのか。でも、王子様は眠り姫の身体までは触らなかったと思うぞ。


「オレ、早瀬にちょっと話があって……。あ、でも、先に着き替がえてきたら？　お腹も空いてるだろう？」


　早瀬は何な故ぜかニヤニヤと笑った。


「そういうの、いいね。まるで廉太郎が私の奥おくさんになったみたいだ」


「何言ってるんだよ……」


　オレは早瀬の奥さんなんかになりたくないぞ。だけど、早瀬がそう言う気持ちも、一人でこの部屋にいたら少しは判る。


「いや、食事は付き合いで食べてきたから。それより廉太郎の話って？　やっぱりあんまり遅くなるとマズイんだろう？」


　サイドボードの上の置き時計を見ると、本当にあまりゆっくりできない時間だ。


「じゃあ、話していい？　急いで話すような話でもないんだけど」


　早瀬は頷うなずいてオレの横に腰こしかけた。


「あのさ。諒と篤志のことなんだ」


「ああ、あの二人。上手うまくいったんだろう？」


　早瀬はニコニコと笑った。


「いや……。諒はものすごく怒ってた」


「えっ、どうして？」


　早瀬は不思議そうな顔をした。てことは、自分の作戦の成功を信じてたってことだよな。


「どうしてじゃないよ。早瀬は篤志にいらないことを吹ふき込んだんだろう？　無理にでもヤッちゃえばいいみたいなことをさ」


「そういう言い方はしなかったが」


「でも、そういう意味合いのことは言ったわけだよな？」


　早瀬はコホンと咳せき払ばらいをして、向こうを向いた。


「まあね」


「はっきり言うけど、それは間ま違ちがいだぞ。納なつ得とくしてないのに無理にされたら、傷つくんだ。自分がそんなふうにされたとしたら…って、想像してみろよ」


　早瀬は腕うでを組んで、ちょっとの間、考えていた。


「うーん。廉太郎が無理やり私の上に乗ってきて、いろいろしてくれたら、嬉しいだけなんだが」


「……じゃあ、自分が受け身になったとして考えてみろよ。オレが入れるほうでさ」


　急に早瀬が笑い出した。


「ごめん。そんなの、おかしくて笑っちゃうよ」


　ムッ。そこまで言われると、傷つくじゃないか。何も笑わなくてもさ。


「じゃあっ……オレ以外の男だったら？」


「私は廉太郎以外の人間とエッチする気はないな」


「だから、オレ以外の奴やつが早瀬を無理やり襲おそうんだよ。手も足も縛しばったりして、抵てい抗こうできなくして……」


「そんなことをしても、私の廉太郎に対する愛は変わらないから無む駄だだ。廉太郎以外の人間にたとえどんなことをされても、感じたりしない」


　本当かなあ。と、ちょっと思った。


　でも、確かに、好きでもない奴にされたとしても、オレだってその気にはならない。まったく感じないかどうかは別として、早瀬にされたときみたいにはならないと思うんだ。


「いや、感じるかどうかの話じゃなくて、そうされたら傷つくだろうって訊きいてるんだけど」


「感じないんだから、傷つくことはない。それはただの不ふ可か抗こう力りよくで、私のせいじゃないからね」


　早瀬の言うことは、オレの言いたいことと微び妙みようにずれているみたいだ。どういうふうに言えば、早瀬に判らせることができるんだろうか。


「諒は一体何が不満なんだ？　私が聞いたところによると、諒はとても気持ちよさそうにしていたって聞いたが」


　ゲッ。篤志の奴。そんな報告を早瀬にしていたんだ。


「気持ちよさそうにしてたって、それは身体が流されてただけで、心は抵抗してたんだよっ」


　早瀬は眉まゆをひそめた。


「それがよく判らない。好きだから、気持ちよくなるんだろう？　だったら、気持ちよくなっていれば、何の問題もないということだ」


　早瀬の理り屈くつは判る。いや、判るような気がする。


　でも……でも、そうじゃないんだよっ。


「そりゃあ、諒だって篤志のことが好きなのかもしれない。けど、はっきり好きだって実感できるまで、エッチなんかしたくないもんなんだよ。オレだって……最初、早瀬にエッチされたとき、流されちゃっただろう？　後になって、早瀬のことが好きなんだなあって判ったけど、それが判るまでは、ホントにオレは無理やりされたって気がして、傷ついてたんだ」


「そんなふうには見えなかったが……。君は前にもそう言っていたよね？　でも、結局は私のことが好きだったから、今は私と付き合ってる。諒と山之内もそうなんじゃないか？　今は諒もごねているかもしれないが、いつかは自分の気持ちに気づくんだ」


　早瀬は強引に自分達のことと、諒と篤志のことを重ね合わせていた。


「いや、たとえ結果的にそうだったとしても、無理やりなんてよくないし、それを篤志に勧すすめるなんてことはしちゃいけなかったんだ」


「そうかな。私は廉太郎の言うことがよく判らないよ。無理やりのどこがよくないんだろう？　ものすごく抵抗されれば、私だって、よくないなと思うけど、私の腕の中で可愛かわいく反応されて、どうやったらよくないって思えるんだ？」


　早瀬にそう言われると、自分の考えがすごく間違ってるような気がしてくる。そんなはずはないと思うんだけど、自信がなくなってくる。


「オレのことはもういいよ。早瀬に何をされても、だいたい許せるし、早瀬はこんな奴だからって感じで流せる。でも、諒はオレとは違ちがうんだ。篤志も早瀬とは違う。それが判ってないくせに、人のことにいちいち口を出すなよ！」


　ちょっと言い過ぎたかな、と思ったけど、これくらい言わないと、早瀬は判らないんだ。いや、これだけ言っても判らないかもしれない。


　早瀬はさすがに気分を害したみたいだった。表情が冷たくなったから判る。オレといるときの早瀬はこんな顔をしないから。


「判らなくて悪かったね。そうか。君は何もかも判ってるんだ？　ふーん」


　早瀬はすっかり子供みたいに拗すねていた。


「あのさ……そんなに拗ねるなよ。オレの言い方が悪かったかもしれないけど……」


「拗ねてないよ。私は君と違ちがって大人おとなだからね」


　大人だって拗ねることがあるっていうのは、早瀬と付き合うようになって判ったことだ。自分が拗ねてるって自覚がない早瀬には判らないだろうけどさ。


「廉太郎はあの二人にくっついてもらいたくないんじゃないか？　普ふ通つうだったら、自分の友達同士が仲良くなったら嬉しいだろう？　それを邪じや魔まするってことは、二人のうち、どちらかが好きなんじゃないか？」


　はあ？


　いくら何でもそれは飛ひ躍やくしすぎだろう。まさか早瀬だって、そんなこと本気で考えているとは思えなかったが、そう言われると、やっぱり腹が立ってくる。


「そんなわけないだろうっ？　早瀬の大バカヤロウ！」


　それがまた早瀬の気に障さわったんだろう。顔色まで変わってしまった。


「どうせ私は馬ば鹿かだよ。廉太郎より十歳も年寄りだしね」


　それはこの際、まったく関係ないだろうと思うが、早瀬にしてみれば、それが一番気にかかってることらしい。


「廉太郎に浮うわ気きされてたなんて……。私は今の今まで気づかなかったよ」


　今度はオレのほうがカチンとくる。


「誰だれが浮気なんかしたんだよっ。オレは早瀬としか付き合ってないだろう？」


「やっぱり、諒が廉太郎の部屋にいたとき、もっと問い詰つめてやればよかった。こんな惨みじめな思いをするくらいなら、物分りのいい大人のふりをするんじゃなかった」


　早瀬がいつ物分りのいい大人のふりをしていたと言うんだ。オレの気持ちなんか、全然判わかってないくせに。


「いい加減にしろよ！　もう早瀬には付き合いきれないよ！」


　オレはキレてそう叫さけんだ。


「そうか。廉太郎は私なんかより好きな人がいるんだね？」


　一体全体、どうしてそんな解かい釈しやくができるんだろう。いつもは自分の都合のいいようにしか思わないくせに、こういうときになって、急にそんな自信のないようなことを言い出すなんて。


　恐おそらくは拗ねてるだけなんだろう。でも、何だかそういうのにも、今は本当に付き合いきれない気分なんだ。


　さっさとこんな話は済ませて、早瀬と仲良くしたいのにさ。


　オレだって、何も早瀬と喧けん嘩かするために一人でここに来たわけじゃない。これはこれで納得してもらえば、それで話は丸く収まるのに。


　どうして、こんなことになるんだよ……。


「なあ、早瀬。オレは早瀬以外の奴を好きになんかなってないよ……」


　ここは一つ、オレが大人になるしかないと、なるべく優やさしく言った。


「いいよ、廉太郎。私のことが嫌きらいなら嫌いでいいんだ。無理やりにエッチして悪かったね」


「だから、嫌いだなんて一言も言ってないだろう？」


　ていうか、言ってなくても、態度で判るだろうと言いたい。今日は言い過ぎてしまったけど、日ひ頃ごろのオレを見ていれば、絶対判るはずだ。


「言ってなくても判る。廉太郎は嫌いじゃない程度でエッチができるんだから」


　うーん。オレの言ったことを根に持ってるな。


　しかし、早瀬は何も理解してくれないんだな。もう悲しくなってくるよ。しかも、ものすごく誤解してるし。


　だんだん、オレも何を言っていいのか判らなくなってきていた。ただ、確かなことは、早瀬の機き嫌げんを損ねてしまったってことだけだ。


「ごめん。早瀬。頭を冷やして、また話そう。今日は何を言ってもダメみたいだから」


「私の頭は冷えてるよ」


「もういいから。今日は帰る」


　オレは立ち上がった。


　すると、早瀬はオレの手を握にぎった。帰らないでくれとか言われるのかなあと思ったら、そうじゃなかった。いきなり、引っ張ると、オレをソファに押おし倒たおしたんだ。


「やめろって……」


　無理やりはよくないって言って聞かせたばかりじゃないか。それなのに、どうしてこんなことするんだよっ。


　でも、文句を言えないように、早瀬はしっかりオレの唇くちびるを自分の唇で塞ふさいでるんだよ。


　強きよう烈れつなキスで、オレの理性はたちまちどこかに飛んでいく。


　ああ、ダメだ。これじゃ、早瀬に付け入る隙すきを与あたえるようなものだ。いくら無理やりがダメなんだって言っても、全然説得力がない。


　でも……。


　こうしてエッチの相手をすれば、早瀬は少しくらい機嫌を直してくれるんじゃないかな。ちょっとずるい考えだけど、そう思った。甘あまえたら、いつも優しくしてくれるだろう？　だったら、今日だって、喧嘩したままよりは、仲直りして、優しくしてもらいたい。


　オレは身体からだから力を抜ぬいた。


　早瀬がしたいことをできるように、身体をずらして、ソファに余よ裕ゆうを作る。早瀬はオレにのしかかるようにして、キスをして、さっきボタンを外していたシャツの隙すき間まから、手を差し入れた。


「んっ……」


　胸の突とつ起きを探さぐられて、オレの身体はビクンと反応する。


　やっぱりオレは早瀬が好きだ。ワガママで判らずやで強引で傲ごう慢まんだけど、優しいし、欠点も可愛いなんて思えるから。


　早瀬は唇を離はなすと、今度は指で探っていた部分にキスをした。


「あっ……あっ」


　オレは早瀬の頭をそっと抱だいた。何だかんだ言っても、オレのことを大事にしてくれる早瀬がとてもいとおしくなったからだ。


　早瀬の手がオレのジッパーを下げて、中に忍しのび込む。早くも反応しているそこを早瀬は直じかに触ふれて、刺し激げきした。


　今日は焦じらしはないのかな。いつもだったら、すごく焦らすのに。


　いきなりそこに触れられて、戸と惑まどうものの、実際そこを刺激されれば、オレには文句はない。


「あっ……早瀬っ」


　オレは気持ちよくなって、早瀬の腕うでを摑つかんだ。


　そのとき、オレは早瀬がまだスーツを着ていたのに気がついたんだ。


　変だ。いつもなら、上着くらい脱ぬぐよね。ネクタイまでそのままで、これからエッチしますって感じじゃない。


　オレはどうしてもそれが気になって、そっと目を開けた。


　早瀬はオレと目が合っても、ニコリともしなかった。さっきの喧嘩の延長みたいな顔で、オレを刺激しながらも、じっとオレの様子を観察してるんだ。


　オレは愕がく然ぜんとした。


「早瀬……」


　そこで初めて早瀬は笑ったんだ。唇の端はしを上げて、冷たい笑みをその端たん整せいな顔に張りつかせた。


「無理やりは嫌いやなんだろう？　もうやめようか？」


　そう言いながら、早瀬は指先でオレのものを弄もてあそんだ。オレが感じてることくらい、もう判ってるくせに。


「それとも、まだ続けたい？　無理やりでもいいなら、してあげるよ」


　早瀬はオレに降参することを求めてるんだ。


　だけど、オレは降参なんかできなかった。意地を張ってるんじゃなくて、こんなことを自分の恋こい人びとにされて、悔くやしかったし、悲しかったからだ。


　オレは思いっきり早瀬の手を払はらいのけた。


「もう帰る！　退どけよ！」


　エッチしたら、優しくしてもらえるんじゃないかって考えた自分が、すごく馬ば鹿かみたいに思えた。


　ちょっとキスされただけで、その気になって、恥はずかしい喘あえぎ声なんか上げたりして……。


　上半身を起こしたオレは、早瀬に乱された衣服を元どおりにする。でも、感じていただけに、ジッパーを上げるのはとてもつらかったんだ。


「もう、やだ……」


　涙なみだがはらはらと零こぼれてきてしまって、慌あわててごしごしと袖そでで擦こすった。


「廉太郎……ごめん」


　早瀬がオレの肩かたに手を触れた。


「触さわるなっ」


　オレはもう一度、早瀬の手を力いっぱい払いのけた。


　早瀬がどんなふうに思ったっていいよ。こんな屈くつ辱じよく、他ほかにはないんだから。


　オレは何とかジッパーを上げて、早瀬の顔を見ないように立ち上がった。


「悪かった。家まで送ろう」


「いい。一人で帰るから」


　痴ち漢かんに遭あったって、いいよ。少なくとも、こんな惨めな気持ちにはならないだろうから。


「もう、ここには来ない」


　オレは自分が何を言ってるのか、よく判らなかった。勝手に口が動いてるんだよ。悔しくてたまらない気持ちがそう言わせてるんだ。


　冷静に考えたら、早瀬が謝あやまってくれてるんだから、もういいよって言えばいいんだ。そうしたら、オレも早瀬も仲直りができるじゃないか。


　でも、オレはどうしてもそう言えなかった。


　子供みたいなのは、オレも同じだ。


　オレはテーブルの上に置きっぱなしだった合あい鍵かぎを手に取った。キーホルダーがついてる。遊園地で買った不細工なマスコットキャラがついたやつだ。


「こんなの、返すよ！」


　オレはそれを早瀬に投げつけた。


　手元が狂くるって、それは早瀬の顔すれすれのところを飛んでいく。あっと思ったときには、金具が当たったのか、早瀬の頰ほおに血がちょっと滲にじんでいた。


「ごめん……」


　オレはそれだけ言うと、後も見ずに駆かけ出して行った。


　玄げん関かんのドアを開け、エレベーターに飛び乗る。前にもこんなことがあったなって思うけど、そのときだって、今日ほど悲しくはなかった。


　オレは……。


　これ以上、早瀬と付き合う自信をなくしかけていた。


　好きなのに、もう素直になれないから。








　翌朝、オレは睡すい眠みん不足の状態で学校に行った。


　ベッドの中で、ずっと早瀬のことばかり考えていたからだ。どうして、あんな態度取っちゃったんだろうとか、やっぱり早瀬のほうが悪いんだとか、いろんなことが頭に浮うかんで、どうしようもなかった。


　オレは早瀬が好きなのに。


　どう考えても好きなのに、どうして、もう来ないなんて言ってしまったんだろうか。


　今いま更さら、謝って、許してもらえるかな。でも、元はといえば、向こうが悪いんだ。どうしてオレが謝らなきゃいけないんだろう。


　とにかく、朝になれば、学校に行かなくちゃいけない。オレはいつものように顔を洗って、制服を着て、御ご飯はんを食べて、家を出た。


　頭の中はもうぐちゃぐちゃだったけど。


　教室に着いて、自分の席でボーッとしていると、諒がやってきた。


「廉太郎、どうしたんだ、その顔？」


　諒は驚おどろいたようにオレの顔をまじまじと見つめた。


「オレの顔がどうかしたか？」


「やつれてるって感じがする」


「そうかもな……」


　オレは力なくハハハと笑った。


「まあ、いいや。ちょっとこっちに来いよ」


　オレとは対照的に機き嫌げんのよさそうな諒はオレを連れて、生徒会室に向かった。


　生徒会室に入ると、諒はオレを椅い子すに座らせ、エヘンと咳せき払ばらいをした。


「何だよ、諒」


「実は……。昨夜、あいつがうちに謝りに来てさ」


　そう言って、諒は目元を赤くする。


　さすが篤志。オレが説得した後、すぐに行動したわけだ。偉えらいぞ。


「僕ぼくも腹を立ててたけど、低姿勢で謝られたら、何となく怒おこってたのが馬鹿みたいな気分になって……」


「仲直りしたんだ？」


「まあね。一応、付き合ってやるかって感じで」


　諒はサラリと言いながらも、恥ずかしそうにしていた。まあ、さんざん篤志のことを悪く言っていたんだから、照れる気持ちは判わかるけど。


　付き合うのを承しよう諾だくしたってことは、諒も自分の気持ちが判ってきたんだろうな。


「廉太郎があいつのところに行って、説教してくれたんだって？」


「説教ってほどじゃないよ。ただ、無理やりなんて、よくないんだってことを話して、早瀬の言うことなんか信じちゃダメだって言ったら、納なつ得とくしてもらえたんだ」


　諒は嬉うれしそうに笑みを浮かべた。


「そうだよな。あの人が首を突つっ込んできたから、話がややこしくなったんだしな」


「うん……そうだね」


　オレは複雑な気持ちで笑った。


「どうかしたのか？　まさか喧けん嘩かしたとか？」


　今日の諒は冴さえてるようだ。もっとも、篤志と幸せな気分なんだから、冴えもするだろうな。


「早瀬も何とか説得しようとしたんだよ。あっちのマンションに行ってさ。諒や篤志のことに首を突っ込むなって。そうしたら、何だか訳の判らない話になって……」


　本当に訳が判らなかったよ。どうして、オレが浮うわ気きしてることになるのか、早瀬が嫌きらいということになったのか、今考えてもさっぱりだ。


「でさ、本当に喧嘩になって、もう来ないって、マンションの鍵かぎを投げつけたんだ」


「廉太郎がそこまで怒るなんて、よっぽどひどいことをされたんだな」


「オレが馬鹿だったんだよ……」


　どう馬鹿だったかは言えない。エッチされかけて、仲直りのために身を任せようとしたとか、向こうは冷静だったとか、それなのに感じてたとか。


　本当に馬ば鹿か馬ば鹿かしくて言えないよ。


「でも、好きなんだろう？」


　諒がそう訊きくのは当たり前だ。一度、別れたけど、オレが早瀬のことをどうしても忘れられなかったって、諒はよく知ってるから。


「うん……。でも、今はもう会いたくない。すごく苦しいけど、会っても素直になれそうにないからね。また何か投げつけてしまうかもしれない」


　諒は黙だまって、オレの肩に優しく手を置いた。


「ごめん。何だか僕達のことで喧嘩させたみたいで」


「諒のせいじゃないよ。もちろん篤志のせいでもない。これは本当にオレと早瀬だけの問題なんだから、気にしなくていいんだ」


　喧嘩の最初は確かに二人のことだったけど、ああいう話になってしまったのは、オレと早瀬の歯車がずれまくっていて、それをずっと放置していたからだ。


　オレが悪いよ、たぶん。


　早瀬が謝っていたのに、鍵を投げつけることなんかしなければよかった。


　そうしたら、早瀬はオレに電話の一つだって、かけてくれたはずなのに。


　でも、あのとき飛び出した言葉は取り消せない。


　もう来ないって……。








　その週はもうひたすらボンヤリと過ごした。


　早瀬がオレの家に来ることもなければ、電話もかかってこない。淋さびしかったけど、自分からかける気にもなれなかった。無論、マンションにも行けなかった。


　休みの日だって、オレは早瀬がいなければ、何もする気にはなれなかった。早瀬と知り合う前は、一人で行きつけの模型店に行って、いろいろ物色していたのに。


　模型を見れば、早瀬を思い出す。自分の傷口に塩を擦りこむような真ま似ねは、さすがにしたくないよな。


　土曜の夜になって、諒が電話をかけてきた。


　最初、母さんに電話だって言われたとき、早瀬からかと思った。でも、早瀬からだったら、母さんは絶対『早瀬さんからよ』って、言うんだ。そうじゃないなら、早瀬じゃない。オレは陰いん鬱うつな気分で受話器を取ったんだ。


「何だよ、廉太郎。そんな辛しん気きくさい声を出して」


　諒はずいぶん元気な声を出していて、オレは羨うらやましい限りだった。


「今日は篤志とデートでもしたのか？」


「それがさ。あいつ、僕が嫌いやがってるのに、また襲おそってきてさ」


「えっ、また？」


　案外、篤志も反省のない奴やつだったんだな。やっと付き合えるようになったのに、どうして諒の神経を逆さか撫なでするんだろう。諒が好きなら、どんな性格かって、判るだろうに。


　それとも、判って、やったんだろうか。確か、プライド高そうだから、ねじ伏ふせたら楽しいだろうとか言っていたような。


　でも、せっかくこれからラブラブだっていうのに、無理やり手を出すなんて、どういうことだろう。そんなに理性のブレーキが効かないようなことでもしたんだろうか。


　オレはふと頭に浮かんだ場面を慌あわてて消した。


「あいつ、ダメだね、僕、呆あきれちゃったよ」


「あ、いや、でも、篤志にもいいところはあるんだよ」


　オレは必死になってフォローをしようとした。詳くわしいことは判らないけど、本当に篤志はいい奴なんだし、諒にそんなに簡単にフラれては可哀かわい相そうだ。


「いいんだ、もう。それより、むしゃくしゃするから、明日、遊びに行かないか？」


「えっ、オレと？」


「うん。この間行った遊園地。廉太郎もあの人と別れたことだし、僕とデートしたっていいだろう？」


　別れたって決めつけるなよ…と思ったけど、あれから連れん絡らくもないんだ。やっぱり、別れたことになるのかもしれないよな。


　オレもそろそろそれを認めなきゃ。


　どっちみち、早瀬とオレじゃ、釣つり合いも取れないし、最初からダメだったんだ。住む世界も違ちがえば、年齢だって差があった。


　オレと早瀬をつないでいたのは、好きだって気持ちと模型だけだった。でも、いくら好きでいても、合わないものは仕方ないんだ。


　ひょっとしたら、早瀬はそれに気づいて、もう連絡をしてこないのかもしれない。


「そうだな。諒とデートもいいかもしれない」


「やった！　じゃあ、十一時に入り口前で」


　それって、ホントにこの間の待ち合わせ時間と場所、そのままじゃないかと思ったけど、そんなことを気にしてちゃ、いつまで経たっても、オレは早瀬のことが忘れられない。


　もう、忘れなきゃ。


　あの遊園地に行ったら、絶対、早瀬のことを思い出すし、観覧車なんか見たら、泣けてくるかもしれないけど。


　しかし、早瀬ゆかりの場所に行けないなら、学校にも行けないわけで。理事長室の前なんか通れないじゃないか。


　オレはいよいよ早瀬のことを忘れる決心をした。








　遊園地に行くと、やっぱり胸がズキズキ痛んだ。


　平気なふりをしても、顔が引きつる。もちろん、諒の前でそんな顔はできなかったから、精せい一いつ杯ぱい、普ふ通つうのふりをしていたけど。


　諒はわりと陽気だった。篤志と別れて、実はせいせいしたんだろうか。そんなふうに思ってしまうくらい、諒は楽しそうだったんだ。


　でも、ジェットコースターに二人で乗れば、この間は早瀬と乗ったんだなあとか、考えてしまうんだよ。オレの頭は。


　そして、早瀬のことばかりがぐるぐると頭の中を回ってしまう。


　メリーゴーラウンドみたいにさ。


「ちょっと顔色悪いけど、酔よった？」


　ジェットコースターから降りて、諒は心配そうに訊いてきた。


「大だい丈じよう夫ぶ。平気だから」


　さっきから自分に言い聞かせてる言葉を口に出す。


「ならいいけど。あ、ソフトクリーム売ってる。僕ぼくが奢おごってあげるからね。ちょっとベンチに座って待ってて」


「えっ、いいよ」


　奢ってもらう理由はないし、そんなにソフトクリームが食べたいわけでもない。


「廉太郎がソフトクリームを舐なめてるところを見たいんだ」


　何考えてるんだ、諒……。


　そんなことにエッチな連想をしてしまうオレが変なのかな。でも、舐めるって言ったら、それはアレだろう。


　オレはベンチに座って、変な妄もう想そうをしてしまう自分の頭をポカポカと叩たたいた。


　少しして、諒がソフトクリームを一つ買ってきた。オレの横に座り、買ってきたものをオレに差し出す。


「はい、廉太郎」


「諒は食べないのか？」


「馬鹿だな。ソフトクリームは一つを二人で食べるものって決まってるだろう？」


　えっ、そうなのか。と一いつ瞬しゆん思ったけど、そんなわけはない。そういうことがあったとしても、それは男女のカップルの話だよ。


　オレと諒じゃ、カップルでさえないじゃないか。


　二人で食べるってのは、きっと冗じよう談だんだよ。諒だって、人前でそんなことできないって。早瀬なら平気でするかもしれないけど。


　ああ、また早瀬のことを考えてしまった。


　オレは反省しつつ、ソフトクリームのてっぺんを口に入れた。


「ダメだよ。そうじゃないだろう？」


「えっ？」


「ソフトクリームはかじるんじゃなくて、舐めるもんなんだよ」


「どっちだっていいじゃないか」


「ダメダメ。それがソフトの正しい食べ方なんだ」


　篤志が言いそうなことを、諒は言った。短い付き合いだったけど、そういうところに影えい響きようを受けたんだろうか。


　まあ、オレは食べ方にこだわりはないから、諒の言うとおりに舐めてみた。


「なかなかいいよ。そういう舐め方」


「何言ってるんだよ」


　オレは呆れながらも舐めていく。風に当たると、ソフトクリームはすぐに溶とけていくからだ。


「ほら、そこ。コーンから落ちそうだよ」


　諒は横から指を差す。オレは慌ててそこを舐め取った。


「なあ、もうパクパク食べていいかな？」


「ダメ。舐めるんだ」


　どうしてだよっ。と思いつつも、諒が奢ってくれたソフトクリームなので、黙もく々もくとオレは舐め続けた。


「あ、ここも」


　諒が横から落ちそうなところを舐めた。


　ドキッとしてしまう。だって、諒の顔は早瀬と似てるんだよ。目元の辺りとか。そんな顔が近くに来ると、どうしたって、早瀬とソフトクリームを舐めてるような気になってしまうじゃないか。


　オレは諒とこんな場所に来たことを後こう悔かいし始めていた。


　せめて篤志のほうだったらよかった。篤志はオレに気を遣つかわせないし、近くに顔があったって、そんなに気にならないよ。


　いつの間にか、オレと諒はソフトクリームを二人で舐めていた。もしかして、オレ達、恥はずかしいことしてるのかなって思うけど、目の前のクリームが溶けていくから、それを舐め取ることに一いつ生しよう懸けん命めいになってしまって、周りを見る余よ裕ゆうはなかった。


　ふとオレの舌が諒の舌と触ふれ合ってしまう。


　オレはビックリして、顔を引いた。諒はそんなオレの反応を見て、平然と微笑ほほえんでいる。


「あ、口元にクリームがついてるよ。取ってあげよう」


　諒がオレの口の横をペロリと舐めた。


　オレが固まった瞬しゆん間かん、どこからか聞き慣れた声がした。


「そこまでだ！」


　顔を上げると、そこには怒おこった顔をした早瀬がいた。


　えっ……。


　どうしてここに早瀬がいるんだよ。しかも、その後ろにニヤニヤしてる篤志がいるし。


「やっと保護者のお出ましか。廉太郎、これは食べておくからね」


　諒は呆ぼう然ぜんとしているオレの手からソフトクリームを取り上げると、それを舐めながら、篤志の元へと行ってしまう。


　オレは垂れたクリームを手につけたまま、まだ固まっていた。


　早瀬がここにいることが信じられないからだ。


「来るんだ」


　早瀬はオレの腕うでを摑つかむと、どこかに連れて行こうとする。


「な…何だよっ。あんた、どうしてここにいるんだよっ？」


「いいから！」


　早瀬はオレを強引に引っ張っていき、観覧車に乗り込んだ。


　ムスッとした顔の早瀬と向かい合わせに座り、オレはどうしたらいいか判わからなかった。これは仲直りのチャンスなのかもしれないけど、相手がこんなに怒っているのに、何をどう話していいのやら。


　だいたい、どうしてこんなに怒ってるんだろう。合あい鍵かぎを投げつけたことだって、もう一週間も前のことじゃないか。いまだに怒ってるなんて、大人おとなとしてどうだよ。


　オレはとりあえず手についたクリームを舐めようと舌を伸のばした。


「舐めるな！」


「えっ？」


　早瀬はオレの手を取ると、クリームを自分で舐め出した。


　どういうことだよ、これは。


　よく判らないけど、早瀬に指を舐められると、何だかゾクゾクしてくる。こんな場所で感じちゃダメだって、もちろん判ってる。でも、抑おさえられないくらいに、何かが身体からだの中でざわめいているんだ。


「や…やめろって」


　オレは早瀬の手から自分の手を取り返した。


　もう心臓がドキドキしてるよ。こんな気持ちは初めてだ。


「廉太郎……」


　早瀬はいきなり二人の間の狭せまい床ゆかに崩くずれ落ちるように膝ひざをついた。はっきり言って、早瀬の額がオレの膝につきそうで、いろんな意味で何だか困るんだけど。


「どうしたんだ？　具合でも悪いのか？」


　オレは早瀬の肩かたに手をかけた。


「廉太郎！　私が悪かった！」


　早瀬がしたことは土下座だった。


　といっても、狭すぎて、頭を充じゆう分ぶんに下げられない状態なんだけど、言ってる言葉の内容とポーズを考え合わせると、どうもそうらしい。


　オレはビックリして、声が出なかった。


　一週間も連れん絡らくしてこなかった早瀬が、そんなに素直に謝あやまるなんて思わなかったし、まして土下座をするなんて。


　いつもスマートで格好つけてる早瀬には土下座は似合わなかった。だいたい、観覧車の中で土下座する人もめずらしいだろう。ひょっとしたら、早瀬が世界で初めてかもしれない。


　そう考えると、何だかおかしくなったけど、笑えずに何な故ぜだか涙なみだが出てきた。


「オレこそ、ごめん……」


　涙で詰つまって、声が出てこない。


　早瀬が顔を上げた。


「許してくれるのか？」


　オレは無言で手を広げた。早瀬は中ちゆう腰ごしになって、オレを包むように抱だきしめた。


　オレも夢中になって、抱き返す。


　ずっとこのままでいたい。離はなれたら、また早瀬はどこかに行ってしまいそうな気がするから。だって、こんなの、オレの都合のいい夢みたいじゃないか。


　早瀬はそっとオレの身体を離そうとする。


「嫌いやだっ……」


　オレが離れたくなくて、しがみつこうとするのを、早瀬はそっとまた押おし返す。


「ここでキスをしなきゃ」


　早瀬の囁ささやきで目を開けると、そこはもうてっぺん近くだった。


　そうだ……。ここでキスしなきゃ。幸せになろうって、早瀬に言ってもらわなきゃいけない。


　早瀬は改めて椅い子すに座り直すと、オレのほうに身体を傾かたむけた。オレも早瀬のほうに身体を寄せる。


　唇くちびるが重なる。


　ああ……。何かもう……。


　単純だけど、幸せすぎて、このまま死んでもいいかも。いや、死んだら、早瀬とキスできないから嫌だ。せっかく、こうして、オレに謝ってくれたのに。


「廉太郎……幸せになろう」


　早瀬はオレを力強く抱きしめて、そう言った。








　諒が篤志と喧けん嘩かしたなんて言って、オレを遊園地に誘さそったのは、篤志の策略だったようだ。早瀬はオレと喧嘩した後、事もあろうに篤志に相談したらしいんだ。


　まったく呆あきれるよ。


　でも、そのおかげで、オレは早瀬と仲直りできたわけだからね。


　オレと諒がデートしていた間、早瀬と篤志はひそかについて回っていたとか。ソフトクリームを諒と一いつ緒しよに舐なめ合ってるあたりで気が気じゃなかったらしいが、諒がオレにキスした（クリームを舐めただけなんだけど）ところで、もう我が慢まんできずに飛び出したらしい。


「一週間も電話一本よこさないから、てっきりオレ、早瀬に嫌きらわれてると思った」


　観覧車から降りて、オレがそう言うと、早瀬は意外そうな顔をした。


「私が廉太郎を嫌いになるはずがないだろう？」


「ないだろうって言われても……。そんなの、判らないよ。あのとき、早瀬、すごく冷たい顔してた。あんな顔するなら、オレのこと嫌いになってると思うよ。それに、オレ、合鍵投げつけたりして……。怪け我が、大だい丈じよう夫ぶだった？」


「もう治ってるよ」


　でも、よく見ると、まだうっすら残ってる。いずれ消えるにしろ、早瀬の綺き麗れいな顔にそういう傷きず跡あとが残ってるのは嫌だった。


「ごめん。オレ、カッとして……」


「廉太郎が怒ったのも当然だ。あんなことされたら、誰だれだって怒るさ」


　今日の早瀬は物分りがいい。それが『ふり』じゃなければいいんだけど。


「君が泣くほど怒るなんてことは、今までなかったし、あんなに物を投げつけたりする子じゃなかったから、ものすごく怒ってるんだって思った。普ふ通つうの謝り方じゃ許してもらえないと思って、いろいろ考えたんだ」


　そんなこと考えるより、電話を入れてくれれば、それでよかったんだ。オレは自分でかける勇気もないくせに、早瀬からの電話だけを待っていたんだから。


「君から電話が来ないかって、何度も思った。でも、かかってこなくて、日にちだけが過ぎていく。正直言って焦あせったよ。廉太郎は可愛かわいいから、もう次の恋こい人びとができてるかもしれないって」


「それはないよ。だいたい、早瀬と付き合うまで、オレは誰とも付き合ったことはなかったんだ。そんなに都合よく、次の相手なんか見つからないし、見つかったとしても、そんな気にはなれないよ」


　早瀬は一いつ拍ぱく置いて、遠えん慮りよがちに言った。


「でも……諒の誘いには乗ったじゃないか」


「友達として、だよ」


「あんなにベタベタ仲良くしていて、私は見ていて気が遠くなったよ。お芝しば居いだって知らなかったら、もう二人がそういう関係なんだって思い込んでしまうくらいだった」


　早瀬は諒へのライバル意識がまだ抜ぬけないらしい。


　とはいえ、お芝居だから違ちがうって思う理性があったのは、まだよかった。これ以上、妄もう想そうが進むと、ヤバイ人になってしまいそうだから。


「オレ、早瀬が電話もしてくれなかったから、もうオレ達は別れたんだって思ったんだよ。だから、諒と遊んで、早瀬のことは全部忘れようと思った。もっとも、場所が場所だから、全然忘れられなかったけど」


　そう言って笑ったら、早瀬は人目も気にせず、オレの肩をぐっと引き寄せた。


「ああ、もう廉太郎は可愛すぎる。我慢できないから、早くここから出よう」


「うん。いいよ。さんざん遊んだし」


「それで……私の家にまた来てほしいんだけど……来てくれるかい？」


　早瀬が心細そうに訊きくのは、オレが『もう来ない』なんて言ったせいだ。


「もちろん行く」


　オレがそう答えると同時に、オレの手の中に何かが押し込められた。


　それはオレが早瀬に投げつけたキーホルダー付きの合あい鍵かぎだった。


「嬉うれしいよ、廉太郎」


　そう言って、本当に晴れ晴れとした笑顔を早瀬は見せてくれたけど、きっと、オレのほうがもっと嬉しいんだよ。


　そんなこと競っても仕方ないけど、オレはそう思うんだ。








　早瀬は玄げん関かんのドアを閉めるなり、オレを抱きしめて離さなかった。


「靴くつくらい脱ぬがせてくれよ」


　ここでキスされたら、もうダメだから、オレはそう頼たのんだ。


「無理強じいはダメなんだよね。うん。判ってるよ。でも……」


　それでも、早瀬はオレを離したくないらしい。


　いや、オレも早瀬が好きだけど、いくら何でもこれはやりすぎだ。それに、そんなに強く抱きしめられたら、息もできないじゃないか。


「肋ろつ骨こつ折れそう」


　そう言ったら、早瀬はギョッとしてオレの身体からだを離した。


「ごめんよ。痛かった？」


「うん。まあ、いいけど。先はまだ長いんだから、そんなに焦らなくても」


「焦るよ。だって、君は泊とまれないじゃないか。今日中に帰さないといけないのに、時間なんか全然足りない」


　どうして早瀬はこんなにワガママなんだろう。ちょっと呆れてしまう。


「一体、何時間エッチをするつもりなんだよ？」


「エッチだけじゃない。いろんなことを話したいんだ。一緒にお風ふ呂ろも入りたいし、ソファでゆっくりしたいし……」


　早瀬の欲望には限りがないらしい。だけど、そういうところも可愛いなんて思ってるオレも、相当重じゆう症しようなのかもしれないね。


「判わかったから……じゃ、とりあえず、ベッドに行こうか」


　そんなふうに自分から誘うのも、恥はずかしいんだけど、言わなきゃ、きっとこのまま玄関でエッチされてしまうよ。


「ベッドだね」


　早瀬はオレを抱だき上げた。とりあえず靴は脱いでるから、オレも早瀬の首に摑つかまる。


　そして、ベッドに静かに下ろされる。


　早瀬の顔はあのときみたいに冷たくなんかなかった。


「廉太郎、大好きだよ」


　エッチの前に嬉しいことを言ってくれる。


「オレも……大好きだ」


　ちょっとくすぐったいけど、オレもちゃんと言う。


　早瀬は感激したようにオレに唇を重ねた。そして、そのままオレの上に身体ごとかぶさっていく。


　舌と舌が絡からみ合う。唾だ液えきも混じり合うけど、オレはもういっそ早瀬と溶とけ合ってもいいような気がしていた。


　久しぶりに早瀬のベッドでこんなことしてるんだ。もう初めてみたいにドキドキしてしまう。もう何でもしてって感じだ。


　早瀬ももう待てないみたいで、早速、オレのトレーナーの裾すそから手を差し込んできた。


　手が冷たくてビクッとしたけど、早瀬はそんなことには気づいてないようだった。オレがいつものように感じてるんだって思ってるのかな。掌てのひらで胸を撫なで回した。


　いや、もういいけどね。


　今日に限り、早瀬のすることは、何でもＯＫだよ。


　早瀬はトレーナーをたくし上げ、胸に唇くちびるをつけようとして、やっとオレが鳥とり肌はだを立てていたことに気づいた。


「寒い？　エアコンつけようか？」


「うん……」


　裸はだかになるんだから、どうせなら寒くないほうがいい。


　トレーナーの裾を元どおりにして、早瀬はエアコンをつけた。そして、トレーナーの上からオレの胸を撫でるんだ。


　ちょっとおかしくて、噴ふき出してしまう。


「何で笑うんだ？」


　エッチの最さい中ちゆうなのにって言いたいのかな。


「だって、さんざん冷たい手で触さわっておいて、今いま更さらだよ。続けていいから」


　早瀬は自分の手を触ってみて、あっと声を上げた。


「ごめん。冷たかったんだね？」


「いいよ。そういうところも、何か好きだから」


　早瀬の目がたちまち優やさしくなる。きっと、デレーッとしてるんだろうけど、元の顔が男前だから、そういうふうには見えない。


「廉太郎は可愛かわいいなあ」


　早瀬はそう言うと、もう一度キスをする。部屋があったまるまでと思ったのか、そのまま何度も何度もキスをした。


　オレはそのうちキスだけじゃ物足りなくなってきた。身体だって触ってほしい。いろんなところにキスしてほしいんだ。


　キスをしながら、身体をもぞもぞとさせて、自己主張してみた。


「先に進みたい？」


「うん……。でも、もう途と中ちゆうでやめるなよ」


「あんなこと、もうしないよ。私のほうだってつらいからね」


　そりゃそうだ。


　オレは早瀬と顔を見合わせて、ちょっと笑った。


　早瀬はオレのトレーナーを首から抜き取ってしまった。よほど邪じや魔まに思ったんだろう。もう思う存分、オレの身体を撫で回したんだ。


　もちろん、キスもいっぱいしてくれた。気になるのは、時々、キスマークまでつけてたことなんだけど……。


　オレ、体育とかあって、みんなで着き替がえるんですけど。理事長さん……。


　でも、それを口に出したとしても、今の早瀬には聞こえてないような気がした。もう夢中でオレの身体にむしゃぶりついてるって感じで、オレも何だか訳が判わからなくなってきていた。


　優しいのか、乱暴なのか……。


　きっと、これって、情熱的って言うのかもしれない。


　早瀬はもうオレのことしか考えてないみたいだった。


　身体がビクビクッて痙けい攣れんしたみたいに揺ゆれる。これはもう寒さとか、指の冷たさのせいじゃないよ。


「あ……早瀬っ……」


　オレは下半身を早瀬に擦こすりつける動作をする。ずっと放っておかれたそこは、もうはちきれそうな感じなんだ。


　早瀬はズボンの上からいやらしくそこを撫でた。


　そんなんじゃ、全然足りないよ。もっと……もっと刺し激げきしてくれなきゃ。


「早く……脱がせてくれよ……」


　オレは熱い吐と息いきの間に、そう呟つぶやいてみた。


「脱がせたら、私はもう我が慢まんできないかもしれない。廉太郎をもっと可愛がってあげたいのに」


　早瀬の心配はそこだったらしい。


「いいよ。我慢しないで……」


「でも……」


「後でいっぱい可愛がってくれれば」


　我ながら恥ずかしいことを言ったと思う。


　だけど、オレが一人で顔を赤らめている間に、早瀬はもうオレの身体から残りの衣服を全部取り去っていた。いや、靴くつ下しただけは例外だ。


　早瀬はオレの足を広げると、股こ間かんに顔を埋めた。


　もう焦じらすことなくダイレクトにそれを口に含ふくむ。


「あっ……あ…んっ……あっ」


　オレはベッドカバーをくしゃっと摑んだ。そのままイッてしまいそうだったけど、もう一歩のところで何とか踏ふみ堪こたえる。


　きっと、イッてしまっても、今日の早瀬は文句を言わないと思うんだけど、習慣って恐おそろしいかもしれない。


　早瀬はオレの後ろのほうを指で撫でた。


　撫でてるはずが、やっぱり我慢できないみたいで、すぐに中に入ってくる。


「あ……っ」


　指が奥おくまで入ったかと思うと、オレの中をリズミカルに行き来する。オレは早瀬の行こう為いを手助けするみたいに、自分で自分の膝ひざを押おさえた。


　靴下だけ履はいてるし、相当みっともない格好だけど。


　早瀬の口の刺激と、後ろのほうの刺激がぴったりリズムが合ってくる。


「あっ…もう……イキそう……っ」


　予告をしたせいか、もっと激しく刺激をされて、オレはそのまま達してしまった。


　オレが息を整える間もなく、早瀬はオレの足を抱かかえ上げた。


　もう待ちきれないみたいに、オレの中に入ってくる。服も脱ぬいでないくせに。


「あ…あっ……あ」


　まだ余よ韻いんが残ってる身体からだに打ち込まれて、オレはまた高まっていく。


「力を抜ぬいて」


　早瀬はそう囁ささやいて、オレの奥まで貫つらぬいた。


「は…やせ……っ」


　早瀬はニッコリ微笑ほほえんだ。


　エッチの最中なのに、いやらしい顔つきじゃないんだよ。オレは自分でどういう顔してるか判らないけど、こんなに澄すました顔にはなってないと思う。


　だって、本当に必死で、余よ裕ゆうなんかないんだから。もちろん、早瀬に余裕があるかって言ったら、今日はないと思うから、単なる地顔なんだろうけどね。


　早瀬はオレの中を擦るように動いていく。


　オレも気持ちいいけど、早瀬もきっと同じくらい気持ちいいんだよね。


　早瀬の首にしがみつく。足だって、早瀬の身体をしっかり締しめつけるみたいにして、やっぱりしがみついてるんだ。


　早瀬が好きでならない。


　浮うわ気きなんか、とんでもないよ。世界中でこんなに好きな奴やつはいないんだから。


　そうして、早瀬とオレはしっかり抱だき合いながら、昇のぼりつめていった。








　オレは早瀬とベッドの中で抱き合って、キスばかりしていた。


　一度済ませたんだけど、何かもう止まらない感じだ。


　早瀬も服を脱いでる。オレが脱がせたんだ。オレ一人が裸なのは不公平だから。


　こうしてみると、早瀬の『時間がない発言』も、判わかるような気がする。いくらキスしても、エッチしても、本当に時間が足りないんじゃないかな。


　だけど、やっぱり、オレは家に帰らなきゃいけないよ。明日は学校があるから、特にね。


「廉太郎がうちに泊とまれたらいいのに」


　早瀬もオレと同じことを考えていたらしい。確かに裸でベッドの中にいたら、そういう気持ちになっても仕方ないよね。


「でも……帰らなきゃ」


「判ってる。だけど、私は帰したくないんだ」


　早瀬はそう言いながら、オレをギュッと抱きしめる。


　お互たがい股間のものが主張し合っている。それが触ふれ合って、気持ちよかったりして。


「無茶言うなよ。早瀬はうちの家族に嫌きらわれたくないんだろう？」


「そうなんだ……。ホントに私は廉太郎をお嫁よめにくださいって、お父さんに頼たのみたい気分だよ」


　誰だれがお父さんだよ。オレの父さんではあるけど、早瀬のお父さんじゃないだろ。


　しかし、お嫁にくださいなんて、それこそ無茶だ。


　もし言ったら、冗じよう談だんだと思われるだろうけどね。ただ、うちの父さんなら、ノリで『いいよ』なんて言うかもしれない。言われたところで、そんなものは実現するはずもないんだけどさ。


「早瀬は一人でここに帰ってきたら、淋さびしい気分がする？」


「そうだね……。一人暮らしには慣れてるはずだけど、シンとしてたら淋しいよ。思わずテレビをつけたりして」


「あ、この間のオレと一いつ緒しよだ」


　早瀬は優しく微笑んで、オレの頭を撫なでた。


「この間、帰ったら廉太郎がいて、本当に嬉うれしかった。廉太郎は寝ねていたけど、私のほうが夢を見てるのかなって思ったくらいだ」


　それなのに、オレが篤志や諒のことを持ち出して、うるさく言ったから、早瀬はすごく嫌いやだったに違ちがいない。


　もっとも、オレにとっては、あれは必要な話だったんだけどさ。


　今にして思えば、難しい話は、こういう甘あまい気分のときに話したほうがよかったんだろう。結局、早瀬はオレに甘いからね。


「なあ、早瀬……」


「何だい、廉太郎？」


　ああ、いいなあ。こういうのって。変な話だけど、ゾクゾクしてくるよ。


「あのさ……」


「そうだ、廉太郎。冬休みになったら、私がお父さんとお母さんに頭を下げて頼み込むから、泊まりにおいで」


　オレは一いつ瞬しゆん言葉が出なかったね。オレが甘い気分でいると思っていたのに、早瀬は全然別のことを考えていたなんて。


「どうせだったらイブがいいね。一緒にケーキを食べようよ。家政婦さんにとびっきりのご馳ち走そうを作ってもらうから、廉太郎はその日、私の帰りを待っててくれないか？」


　まるでプロポーズみたいに、早瀬は真しん剣けんに言った。


　いやはや。何かもう。


　さすが早瀬って感じかな。


「どうして笑うんだ？」


　早瀬はオレに笑われて、少し気分を害しているようだった。


「いや、早瀬って可愛かわいいなあって思ってさ」


「だから、可愛いのは廉太郎だ！」


　早瀬は大真ま面じ目めでそう言った。


　本当に人の話を聞かないし、聞いても誤解するし、ワガママだし、自分勝手だし、暴走するし、おまけにいらない妄もう想そうまでしてくれるし。


　そして、とんでもない企たくらみまでしてくれるけど。


　オレは早瀬が大好きなんだな。


「来るよ」


「え？」


「ここに泊まりに」


「本当かい？」


　早瀬は嬉しそうに微笑んだ。


「その代わり、絶対、オレの父さんと母さんに許可をもらうんだぞ。他のことには寛かん容ようだけど、うちは外がい泊はくにだけは厳しいんだからな」


「任せておいてくれ」


　早瀬は自信満々で言った。


「期待してるから……」


　オレは早瀬の背中に手を回した。


「ああ。私は廉太郎の期待に応こたえてみせるよ」


　早瀬はオレを引き寄せる。


　オレを見つめる目がすごく綺き麗れいだ。


　オレは我が慢まんできずに、早瀬の唇くちびるに自分の唇をくっつける。


　早瀬は少し笑いながら、オレをシーツに組み伏ふせると、ゆっくりとキスをした。










ＥＮＤ





理り事じ長ちょう様さまのたくらみ





水みず島しま　忍しのぶ
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